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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　俺の名前は春はる海み和かず人ひと！　地球は狙ねらわれている！

　時は西暦２０ＸＸ年!!　今地球は、突とつ如じよ現れた外敵によって存亡の危機に立たされている！　有史以来、初となる地球外生命体の襲しゆう来らいが、全すべてを絶望に染めたのだ！

　しかし犬は本を読む。

　青く美しい星だったこの地球は、深紅の炎で燃え上がっている！

　世界を覆おおう戦火の波に、人々は絶望の淵ふちに沈み、子供たちは泣き叫び、空は割れ、大地は荒こう廃はいし、美しい自然は漆しつ黒こくの闇やみに包まれている！　人類が永ながい時をかけて築き上げて来た歴史は、最早風前の灯とも火しびなのである！

　しかし犬は本を読む。

　だが、人類はただ手をこまねいているだけではなかった！　起死回生の一手として、我が国独自の技術で建造された巨大ロボットによる迎げい撃げき作戦が提てい唱しようされたのである！

　しかし、犬は、本を、読む。


　　　　　　　　



「乗るなら早くしろ。でなければ帰れ」

『え、じゃあ帰ります』

　地球防ぼう衛えい組織『ＥＤＯ』にパイロット候補生として配属された俺、春海和人。ミニチュアダックスフンドの肉体に人の意思を備えた、世にも珍めずらしき読書犬である。

　配属式が終わった後、案内された宿舎の自室で、さあ本を読もうかとベッドに転がった瞬間、司令官室へと緊きん急きゆうの招集がかけられた。渋々読書を諦あきらめて向かった司令官室、開口一番に告げられたのが『帰れ』の一言だった。

　じゃあ帰るよ。さっさと宿舎に戻って読書の続きをしなけりゃならないんだから。

　確かに、地球外生命体の活動によって世界は荒廃している。しかし、それでも書店は毎日営業し、新刊は毎日発売され続けるのだ。俺を待っている本がある。こんな所で立ち止まっていられない。読むぞＢＯＯＫ！　燃え尽きる程ＲＥＡＤ！

　そんな訳で、さっさと司令官室を後にしようとして。

「ちょ、ちょっと！　どういうことですかお犬さん！　話が違うじゃないですかぁ！」

　背中を思い切り摑つかまれた。振り向くと、さっきまで偉えらそうに椅い子すに座っていた筈はずの巨乳の司令官が、必死の形ぎよう相そうで俺に縋すがりついている。

『え、帰れって言われたから、命令に従って帰るだけだぞ？』

「ほ、本当に帰ることないですよね!?　ここですぐさま帰るなんて、どれだけ空気読めないんですか!?　ここは主人公が自分の無力さに打ち震えながらも、しかし気合いと根性で身体からだを奮ふるい立たたせて、ヒロインと仲間と平和と、あと諸もろ々もろの何かしらを守る為ために、バシッと戦いの道に赴おもむくことを決意するポイントですよねぇ!?」

『そんなに必死に引き留めるなら、最初から帰れなんて言うなよな！』

「おや、地球防衛組織『ＥＤＯ』の司令官である私に逆らうつもりですかぁ？　命知らずなお犬さんですねぇ。まぁ、逆らわれるのも、それはそれでＯＫですけどぉ」

『はぁ？』

「ああ、ご挨あい拶さつが遅れてしまいましたね。私のことは、柊ひいらぎ司令官と呼んで下さい！　もしくは、クソ虫とでも!!」

『黙れクソ虫』

「おおお、その心からの罵ば声せいが、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染み渡りますよぉ!!」

『いや何なのこの司令官、どうしてこんなに嬉うれしそうなの？』

　逆らわれることが快感とか、クソ虫なんて呼ばれたいとか。ひょっとしてこいつ、とんだド変態のドＭなんじゃないのか？　いや何な故ぜか、不ふ思し議ぎとそんな感じはしていたけれど。前世の因果か何かで、何となく知っていた気はするけど！

『こんなのが地球防衛組織のトップとか、真ま面じ目めに地球を守る気ないだろ』

「何を仰おつしやいますかお犬さん、私は真剣に地球のことを考えて……」

『……そんなことを言ってお前、「このまま地球が滅びたら私も滅びる訳で、それはそれでアリですねぇ」とか、そんなことを考えているんじゃないだろうな？』

「な、何で分かったんですか!?」

『更こう迭てつしろよこのクソ虫を!!』

「地球ごと滅亡とか、気持ちよさそうですもんねぇ。ゾクゾクしますよねぇ」

『一人で滅べ変態。地球を巻き込むなクソ虫』

　地球を救う為には、まずこいつを倒さなければいけないんじゃないのか。生いけ贄にえとかにして宇宙空間に放ほうり出だせば、何とか解決出来ないだろうか。

「ま、まあまあ、緊きん張ちようをほぐすちょっとしたジョークじゃないですかぁ。お犬さんをお呼びだてしたのは他でもありません。現在の状況について説明する為ですよぉ」

『かなり本気に見えたんだけどな……』

「確かに、敵は強いです。あの、黒い霧きりのような恐るべき地球外生命体には、現代兵器による攻撃はまるで通用しません。既存の軍隊は連戦連敗、戦線も見る間に押し下げられて、散々に追い詰められていますとも」

『そうだな、出版社もいくつか潰つぶれちゃったもんな』

「何やら『キョニュウコロスキョニュウコロス』などと謎なぞの音声を発していまして、自我はあるようなのですが、意思の疎そ通つうは不可能。どんな対抗手段も効果を発はつ揮きしません。下へ手たに近付けば、霧の中から現れる巨大な刃で真っ二つにされる始末です」

『ああ、本の流通が滞るのは確かに痛いな』

「しかし我々とて、ただ手をこまねいて見ているだけではありません！　反撃の機会を虎こ視し眈たん々たんと狙っていたんです！　その為の地球防衛組織『ＥＤＯ』、その為の巨大ロボット建造計画！　人類の叡えい智ちが通用しないのなら、新たなる力をぶつけるまで！」

『そうか、本を読むのはやっぱり大切だな』

「お犬さんには、是非我が組織が開発したロボットに乗って頂き、あの恐ろしい敵と戦って頂きたいのです！」

『あぁ、そんなことより本が読みたい』

　すっかりこの変態の話を聞く気が失うせてしまっているのはともかく。地球は今、本当に滅びかけている。冗じよう談だんではなく、その黒い霧のような形状の地球外生命体によって、散々にやられているのだ。

　地球外生命体と戦う為、巨大ロボットが建造されているという話は、最近まで一般人だった俺も噂うわさ程度には聞いていた。そのパイロットを、一般から選抜するということも。

　しかしまさか、組織に配属された当日に呼び出され、司令官直々に『乗れ』と言われるとは思わなかった。

『つーか、いきなり呼びつけて、準備も無しに「さあ乗れ」なんておかしいだろ。しかもこんな一般人、つーか犬に。そういうのって、正規の軍人とかの大人がまず試してみるものじゃないの？　行き当たりばったりで地球の存亡を懸かけるなよ！』

「正論はお呼びじゃありません。いきなりロボットに乗る羽は目めになった少年が、いきなりの出撃に戸と惑まどいながら、いきなり才能を発揮するのが燃えるんじゃないですかぁ！」

『そんなに上う手まく行く訳ないだろ!?』

「大丈夫、超凄すごいパイロット一人が頑がん張ばれば、戦況くらい変わります。そういうものなんです！　ニューコーディベイターＸＦ覇は王おう流みたいなネーミングの新人類がピンチには現れる筈です。さぁ今すぐ才能を発揮して下さい、さぁ、さぁさぁさぁ！」

『さぁ、じゃねえよ!!　フィクションと現実を一緒にするんじゃねえ!!』

「人類の未来が懸かっているんですよぉ！　今こそ一致団結し、人である誇ほこりを捨てることなく、連れん綿めんと続いた人の歴史を終わらせないようにしないと！　人類の意地、あの敵に見せてあげようじゃありませんか！」

『じゃあ俺犬だから関係ないよね!?』

「ふふふ、人類を舐なめるな！　人の想おもいの結晶が、必ずあの黒いＫＡＩＪＵを打ち滅ぼす時が訪れるんですよぉ！　人の夢は終わらない!!」

『いやだから人じゃないし！　そもそも、そんなにやる気も無いし！』

　そう、やる気なんて無い。そもそも俺がパイロット候補生としてここに配属を希望したのも、この組織の本部が国内最大の書店街に近いという理由からなのだ。俺が生きる理由は、近くに本があるということだけ。それ以外に無い。

　ロボットに憧あこがれる気持ちは、男の子として全く無いとは言えないが、しかし読書には代えられない。ロボットに乗るくらいなら、ロボットに乗る物語を読むよ。そういうのが好きな誰かに任せてやってくれ。

「あ、敵を倒したら、ボーナスとして稀き覯こう本ぼんを差し上げますよ。裏死海文書とか、そんな感じの奴を」

『乗ります！　乗らせて下さい！　僕はロボットのパイロット、春海和人です!!』

　こうして、俺はロボットに乗ることになった。


　　　　　　　　



『……早まったかもしれんな』

　つい変態の甘言に乗せられて了解の返事をしてしまったが、もう少し熟考すべきだったか。ハニートラップならぬ、ブックトラップにしてやられた感が凄い。

「あ、あの、頑張ってね」

『まあ、こうなったら頑張るけどさ……』

　ロボットが格納されているという整備ドックは、不ぶ気き味みに静まり返っていた。様々な機械が、打ち捨てられたように転がっている。犬の小さな肉体からすれば、それこそ無尽蔵に拡ひろがっているように見える程、巨大なドックである。

『犬だけに整備ドッグ。なんちゃって』

「……え？　何か言った？」

『あ、ごめん！　今の無し！　無しで！』

「あ、そういうことか！　う、うん、面白かった！　面白かったよ!!」

『止やめて！　慰なぐさめないで!!』

「あはは、面白い、面白いよ。あはははははは」

『俺、もうロボットに乗らない！　関かかわり合あいたくない！　人里離れた森の奥深くのコテージで一生孤独に本だけを読みながら暮らしたい！』

「ほ、本当だよ、面白かったよ、噓うそじゃないよ。あはは、あはははは。ほら、笑い過ぎて腹筋が裂さけそうだし、横おう隔かく膜まくが破裂しそうだよ？」

『止めて！　フォローがどんどん怖くなってるから！』

「本当だよ、本当に面白いよ！　笑い過ぎで顎あごが外れてガタガタになっちゃう！」

『マジで怖い！　止めて！　止めて下さい！　俺が悪かったです！』

　これ以上フォローを受けると、お互いへのダメージがとんでもないことになる。言わなきゃ良かった。もうギャグなんて言わないよ絶対。

『……それにしても、映は見みが整備士だったとは。ちょっと意外だったな』

　薄暗い整備ドックの中、灰色のツナギを着たメガネの少女、大おお澤さわ映見を見上げる。

　映見は、近所の書店街で何度も顔を合わせるうちに話すようになった少女だ。

　会う度たび、好きな本について意見を交わし合う程度の仲だったが、まさかロボットの整備士だとは知らなかった。いつもオドオドしながら本の話をする様子からは、ロボットの整備をするなんて勇ましい姿は、まるで想像出来ない。博士はかせとか研究者とか、もしくは引っ込み思じ案あんの作家とか、そんな感じの役回りが似合うと思っていたのだけど。

「そ、そうかな？　で、でも、オペレーターもやるんだよ？」

『オペレーター、も？』

　俺の問いかけに、やはり映見はオドオドといった様子で答える。

「両方とも、世界の為の大事なお仕事だよ」

『い、いや、まあ、そうだけど』

「失敗したら、切腹しなきゃいけないくらいに大事な仕事なんだから」

『切腹!?　何で!?　お前は武士なの!?』

「だって、地球の命運が懸かっているんだもん、私一人の命じゃ足りないかもだけど、せめて私の生命と魂たましいぐらいは持っていってもらうから」

『重いよ！　重過ぎるよ!?　つーか、整備士とオペレーターって、まるで方向性の異なる職種だと思うんだけど、何で両方やっているの？』

　この組織、映見に頼り過ぎじゃないのか。こいつプレッシャーに凄く弱そうなのに、誰か止めなかったの？

　そんな、俺の責めるような視線を感じ取ったらしい映見は、慌あわてた様子で。

「そ、それは、人がいないから仕方がないよ」

『いやいや、地球を防衛する組織だよね？　何で人がいないの？』

「うちの組織は、司令官と私の二人しかいないから」

『二人!?　いやいやいや、いくら何でもそれはないだろ。さっきの配属式で俺以外にも沢山いたじゃん！　ここに来るまでにも何人もすれ違ったよ!?』

「あの人達は全員エキストラの人だから……」

『エキストラ!?』

「しかも、さっき契けい約やくが切れちゃったから、今は本当に私と司令官の二人だけなの」

『マジで大丈夫かこの組織!?』

　地球の存亡を懸けたり懸けなかったりする重要な防衛機関なんだよね!?　それなのに総員二人、片方は自信無げな女の子、もう片方はド変態と来たもんだ。これもう詰んでいるんじゃないの？　少数精鋭を謳うたうにしても、限度があるよね？

「で、でも、世界が滅びちゃうから、頑張らないと」

『世界が滅びるんならもっと普通に頑張れよ！　正規に挑いどむ戦力を集めてから！　ピッチャーとキャッチャーだけで甲子園を目指すような無理難題だろ、それって!!』

「でも、今は和人君がいるから、三人だね。やったね、一塁るいも守れるよ」

『焼け石に水にも程があるよ!?』

　三遊間も外野もがら空きじゃないかよ。

　しかし、俺がいくら騒いでも、整備ドックに他の人の姿は無く、ただ俺の叫び声が悲しく反響するだけ。ロボットの陰から、誰かがひょっこり出て来るような気配も無い。

『……本当に、二人だけなのか』

「うん、でも、頑張れば何とかなるよ、きっと」

『だからどうしてそんなに落ち着いていられるの？　じゃあせめて、司令官を連れて来いよ。あいつも暇ひまだろ、役に立つかはともかく、こき使ってやろうぜ』

「え？　えっとね、柊司令官は『世界を陰から操あやつる黒幕風の格好をして滅びを見守るドＭの会』に参加するのが忙しくって、今は時間が無いみたいなの」

『後で嚙かむ』

「だから、私が頑張らなきゃいけないんだよ？」

『絶対に嚙む』

　骨が砕けるくらい嚙んでやるからな。




「じゃ、じゃあ和人君。どのロボットにするのかな？」

『えっ、選べるの？』

　まさかの俺チョイス？　こういう時って、謎の技術により建造された自じ慢まんのワンオフ機体が控ひかえておりまする、みたいな感じじゃないの？　そんな定食屋みたいな感じで聞かれても、反応に困るだけなんですけど？

『つーか、選べるだけの余裕があるなら、もっと沢山のパイロットを呼べばいいのに』

「一人の英雄に全てを任せる方が、士気が上がるよ」

『それは英雄じゃなくて、生贄って奴じゃないのか』

　現実はそんな、英えい雄ゆう譚たんのように上手くはいかないと思います。

　しかし、乗ると決めた以上、自分に合ったロボットを選ぶ必要がある。妙なロボットに乗って戦うなんてふざけたことは出来ない。だって命が懸かっているもんね。暴走するのとか、ダメージが肉体にフィードバックされるのとか、精神が病むのとか、乗ると死ぬのとか、そういう危ないロボットだけは絶対に避さけておかないと。

「じゃあ、一体ずつ説明していくね」

『ああ頼む。しっかり吟ぎん味みするからさ』

　映見は俺を連れて、ドックの奥へと進んで行く。その歩調に合わせるようにしてドック内に明かりが灯ともり、ロボットの姿を暗闇から浮かび上がらせていく。

　映見の言う通り、そこには何体かの機体が鎮ちん座ざしていた。ちょっとしたロボット見本市のような、世界中から大集合みたいな、そんな個性的なロボット達が。




「まずはコレ！　元気爆ばく髪はつ・アフロスター！」

『……うわぁ』

　一体目。まず俺の目の前に現れたのは、人型の巨大ロボットだ。

　しかし人型ではあるが、その頭部が明らかに大きく膨ふくらんでおり、全長の半分くらいが頭部で占められている。頭部というか、大きく拡がった黒いアフロによって。

『何あれ、髪かみの毛け？　まさか植えたの？』

「あのアフロの中に、武器が入っているの。色んな武器を手に取って、多彩な戦い方が出来るんだよ」

『戦闘中、常に頭をまさぐっているロボットってどうなんだよ。シャンプーしているんじゃないんだから』

　それに、あんまりアフロの中に武器を入れるものだから、頭が重くなり過ぎて、バランスがおかしくなっているのが見て取れる。今は周囲の柱に固定されているけれど、格納庫から出た次の瞬間にはひっくり返ってしまいそうな不安定さがある。まともに歩けるかどうかも怪しい。

　つーかこれ、人型ロボットというか、アフロ型ロボットなんじゃないの？

『……なぁ映見、他にもロボット、あるんだよな？』

「え？　あれ、アフロスターは和人君のお気に召さなかったのかな。ごめんなさい、私なんかアフロに埋もれて死んだ方がいいよね」

『死ななくていい！　ほら、次行くぞ、次！』

　急にネガティブになるのは止めて頂けないでしょうか。非常に焦あせるので。




「えっと、次も人型のロボット。爆肉鋼こう体たい・ムナカタンＸだね」

『また反応に困るのが来ちゃったなぁ』

　二体目は、またもや人型のロボットだった。

　今度のロボットは、バランス面の問題は無い。全体的に四し肢しが太く、しっかりとその巨体を支えている。どっしりと構えたその姿は、いかにもパワーに溢あふれていそうで、これならば敵と組み合うことも容易だろう。それだけの威圧感がある。

　しかし、やけに気色が悪い。致命的なまでに気持ち悪い。

　何故か全身がムキムキで、しかもテカテカしている。機体表面を滴したたっている汗みたいな液体は、オイルだろうか。いやオイルが常に漏もれているとか、ロボットとして致命的だよね。それに、こいつの周辺だけ妙に暑苦しい。あと顔部分が満面の笑みを浮かべているのも気持ちが悪い。何でそんなに爽さわやかな顔しているんだよ。

『……映見、他のを見せてくれないかな』

「あ、これもお気に召さなかったんだね。ごめんなさい、私なんか筋トレのし過ぎで筋肉に埋もれて死んだ方がいいよね」

『それはもう良いから！　次行こう！　次！』




「次のは人型じゃなくて鳥型なんだけど、それでも良いかな？」

『おお！　これは、中々良いんじゃないか！』

　三体目。今度はロボットというより、戦闘機に近いフォルムだ。カラスのような漆黒の機体、巨大な翼が禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしているが、それがまた強そうに見える。何より、空を飛べるというのはポイントが高い。

『うん、これなら安全に戦えそうだな』

　空を飛んで、爆弾か何かを落とし続ければ、それだけで勝てるんじゃないだろうか。

『で、このロボットはなんていう名前なんだ？』

「うん、ＬＯＶＥ☆ＬＯＶＥ最愛妹紅葉もみじ万歳シスクロウ号だね」

『…………はぁ？』

　あれ、何だろう、凄く頭の悪いネーミングが聞こえたんだけど。気のせいかな？

「ＬＯＶＥ☆ＬＯＶＥ最愛妹紅葉万歳シスクロウ号だね」

『気のせいじゃなかった！　何その名前!?』

「特定の人間以外が搭とう乗じようするとトラップが発動して二分で自爆するみたいだけど、でも大丈夫、二分以内に倒しちゃえば問題ないよ。意思を持つロボットなんて凄いよね？」

『名前以上に中身も凄いな！　いや何で自爆しちゃうの!?』

「コクピットにセーフティーシャッターを下ろして、その内部だけ自爆するんだよ」

『それ自爆じゃなくて、ただの殺人だよね？』

　完全にパイロットだけ殺しに来ている。そんな、特定の人物以外を乗せたがらないロボットなんか、こちらから願い下げだ。ふざけんなよシスクロウ。

『いや映見、頼むから普通の機体を用意してくれないか。普通のでいいんだ。普通の格好で、普通に乗れて、普通に戦える感じの奴で良いんだよ』

「え、これも駄目なの？　そうだよね。ごめんなさい。私なんて沢山のカラスに運ばれて遠いお空の彼方かなたに消えればいいんだね」

『消えなくて良いから！　普通の奴を下さい！』

「で、でも、あとは一体しか残ってないよ？」

『……次が、最後なのか』

　ここまでイロモノばかりだったけど、最後の一体には期待しても大丈夫なのか？

「で、でも、最後のは自慢の機体だよ。特別に私が設計から製造まで担当した、和人君専用の機体。きっと気に入ると思うよ！」

『じゃあ最初っからそれだけ見せてくれよ。何でわざわざ最後に残したんだよ』

「だって、和人君がこれを気に入ってくれなかったら、いよいよ私は死ななくちゃいけなくなるから……」

『是非とも乗らせて頂きます！　だから絶対に生きてくれ！　命を大事に!!』

　すぐに死にそうになる映見を必死でなだめる。これ、どちらにしろ最初から俺に選択肢なんか無かったんじゃないだろうか。

　それにしても、映見はロボットの設計から製造まで担当しているのかよ。この組織、本当に映見だけで成り立っているよな。こいつがこんなに頑張っているのに、あの変態は何をやっているんだろう。全身を使ってのトイレ掃そう除じとか？

『はぁ、しょうがないか』

　もう何もかも捨てて本を読みたい。そんな感じで自や棄けになりながらも、映見に促うながされるまま辿たどり着ついた整備ドックの最奥。そこに、それは存在していた。

『……これは』

　一目見て、そのロボットに心を奪うばわれた。

　他のものよりも小型の、しなやかな女性型ロボット。しかし、不安は感じられない。極限まで凝ぎよう縮しゆくされた力と、外見の優美さが同居し、素人しろうとの俺から見ても傑けつ作さくだと分かるその姿。背中に背負った巨大なパックは、武装だろうか。

　そして何よりも、全身の至るところに刻まれている、本をモチーフにした形のエンブレムが気に入った。本。ＢＯＯＫ。見ているだけで癒いやされる。まさに俺の為に用意されていたかのような、まるで本の精神が形となったかのような機体。

『映見、これが……このロボットが、そうなんだな？』

「うん、そうだよ」

　直感が頭を貫いた。これこそが、俺が乗るべき相あい棒ぼうなのだと、そう確信出来る。

　映見もまた、自信に満ち溢れた様子で、そのロボットを見上げている。




「そう、これが私の最高傑作。禁神超妹マドカイザーだよ!!」




『……そう来たかぁ』

　そのネーミングはどうかな!?

　いや、最後の機体だし、相棒認定しちゃったし、これを選ばないと映見が死んじゃうから、俺にはもう選択肢は無いんだけど。でも、その名前はどうかと思うんですよ。どっかで聞いたことがあるような気がするけれど、でも思い出せそうで思い出せない。多分、思い出さない方が良い気のする名前。

『お前の最高傑作なら、いっそ開発者である自分の名前でも冠かんした方が良かったんじゃないのか？　例えば、読書機神ハーミナイザーとか』

「そ、そんなの恥ずかしいよ」

『……恥ずかしいと思っていたのか』

　ここまでのロボットのネーミングセンスも相当だと思うけどな。

「じゃあ、マドカイザーに決まりだね。はい、これがパイロットスーツだよ」

　しかし映見はロボットの名前などは気にすることなく、犬用のパイロットスーツを、手早く俺に着せてくれる。全身にフィットするボディスーツにヘッドセット付きのヘルメットと、なかなか本格的な装備である。

　映見に導みちびかれるまま、リフトを使ってコクピットへと移動する。

「はい、ここがコクピット」

『おお、これが』

　初めて乗る、ロボットのコクピット。戸惑いはあるが、しかしそれ以上に胸の奥に湧わき上あがる高揚感が、確かに存在する。やはり俺も、男の子ということか。

　俺の座るべき操そう縦じゆう席せきは、きちんと犬用にセッティングされていた。

　モニターや計器の類たぐいも、俺の目線に合わせた低い位置に固定されている。俺の身体がピッタリ収まるようなシートに、そのままの体勢で横たわる。丁ちよう度ど、普段俺が本を読んでいるのと同じような体勢。伸ばした前足で摑めるレバーが、操そう縦じゆう桿かんだろうか。

　俺の身体を操縦席に固定しながら、映見はじっとこちらを見つめて来て。

「後はマドカイザーに搭とう載さいされている人工知能が案内してくれるからね。その通りに動かせば大丈夫だよ」

『成なる程ほど、それなら、俺でも操縦が出来そうだ。じゃあ映見、とりあえず試しに動かしてみるから。下がっていてくれるか』

「あ、和人君。言い忘れていたんだけど」

『何だ？』

「敵は、もうすぐそこまで迫って来ちゃっているから。頑張って迎撃してね」

『………………………………………………………………………は？』

　ちょっと待って欲しい。

　少し落ち着いて、深呼吸して、今までに読んだ本の内容を思い返そう。

　よし、オッケー、落ち着いた。さすが本の力は偉い大だいだ。それでは。

『な、何で敵が来ちゃってるの!?』

「それは、もう尺が無い……じゃなくて、地球は常に危険と隣り合わせだからだよ」

『今、尺が無いって言わなかった!?　何これ、何かしらの番組なの!?』

　俺、あんまり詳しくないけど、多分そういうこと言っちゃ駄目だよね？

『つーか、いきなりこんなところに連れて来られて、ロボットを選んだと思ったら即実戦っておかしくない!?　段階を踏ふめよ!!　口の悪い、でも本当は優しい指導教官にののしられたりする訓練の日々を過ごそうよ！　ちょっと全体的におかしいから!!』

「ロボットアニメ的には普通だよ？」

『お前まで現実とフィクションをごっちゃにしないで!?』

　アニメじゃない。アニメじゃない。本当のことだよ。

　逃げ出そうにも、ベルトがしっかり留められていて、びくともしない。どう考えても拘こう束そくされている。まさか、俺がこうしてごねることも想定内だったというのか。

「あ、もし和人君が負けちゃっても、ちゃんと後を追うから、安心してね」

『何とんでもないことをガッツポーズ混じりに言っちゃっているの!?』

「陰かげ腹ばらを斬きっておくから」

『止めて!?　五体満足で俺を迎えて!!』

「とにかく私のことは心配しないで、気楽に操縦すればいいよ。和人君も、出撃前に元気を付けないとね。ステーキでも食べてから出撃する？」

『そんなフラグっぽいことも止めて!!』

「負けても私が死ぬだけだから」

『絶対に戻るからな！　俺は絶対に何があっても戻るから!!』

　もう地球云うん々ぬんとか全く関係無くなっちゃっているよね。非戦闘員なのに身体を張り過ぎだろ。いや、一人の女の子の為にロボットを操るって、非常に燃えるシチュエーションだと思うんだけど、これは何か違わない？　負けたら女の子が自主的に切腹するなんて、斬ざん新しんを通り越してただの異常だよ。そんな恐ろしい戦いがあるかよ。

　映見は俺を一ひと撫なですると、コクピットの扉に手を掛けて。

「じゃあ、頑張ってね、和人君」

『ま、待て、映見！』

「安心して戦って来てね。負けても、死ぬ時は一緒だから」

　そのままコクピットの扉を閉める。それ以上のフォローなんて、まるで無かった。

　後に残されたのは俺だけ。文句を言おうにも他に誰もいないし、最早俺が戦いに巻き込まれることは確実。しかも逃げたら映見が死ぬので、退路は断たれている。

　現にマドカイザーは射出用のシャフトに乗せられ、出撃へ向けて着々と準備が進んでいる。外部を映すモニターに、こちらへと敬礼をする映見が見える。ついでに並んだ他のロボット達も手を振っているのはどういうことなの。

『やるしか、ないのか』

　いきなりの実戦、とても上手く行くとは思えない。上手く行ったらそれこそ何らかの主人公だろう。待て、落ち着け、気持ちを静める為に、必殺エア読書に勤いそしもう。

　と、突然、俺の目の前のモニターが点灯した。

『な、何だ？』

　そういえば、確か映見が『後はマドカイザーに搭載されている人工知能が案内してくれる』と言っていたような。つまり、これはその人工知能が機能し始めたということか。半ば自棄になった状態で、点灯したモニターを見ると。

「円まど香かだよ!!」

『うわぁ!?』

　突然モニターに映し出されたセーラー服の少女は、明るく元気な声で『円香』と名乗った。初めて見る顔だが、何故か嫌な予感しかしない。いやまあ、俺と、このモニターの女の子には何の関係もないんだけど。ちなみに俺は一人っ子。妹はいない。念の為に言っておく。

「頑張ろうね和兄!!　兄妹の絆きずなで！　兄と妹の力を合わせて！」

『妹はいないって言ってるよね!!』

　言った傍そばからこれかよ！　念の為って言ったじゃん!!

「どうしたの和兄、そんな顔して。私は和兄に会えて嬉しいよ？」

『いやいや、お前はこのマドカイザーに搭載された人工知能的な存在であって、俺個人とは無関係な存在だよな!?　兄とか妹とか、そんな関係は何も無いよね!?』

「え？　あ、うん、そうだね、そういう設定だったね」

『設定とか言わないで!?』

　その辺、凄く重要なことだよね。それを守らないと世界がひっくり返るくらい大事だよね。なあなあにしておくべきことじゃないと思うんだ。

「でも設定如ごときで、私達の絆は失われたりしないから安心してね！　私はどんな多元宇宙においても、和兄の妹だよ！　私が和兄の妹であること、それが大宇宙の正義！」

『何このロボットこわい』

　設定を超越しているってどういうことだ。第四の壁でも突破する気か。

「だから今後のどんな展開においても、どんな物語になっても、ずっと妹だよ!!」

『今後の展開って何!?』

　それ、今俺が聞いていいことなの？　多分いけない奴じゃないの？

　しかし、そんな嫌な予感に慌てる俺を尻目に。

「でも今は、目の前の敵だね」

『へ？』

　モニターの中の顔が突然真面目な表情になる。その切り替えの早さがまた怖い。

「和兄を戦地に送るのは、私だって悲しいよ？　だけど、戦わなきゃいけないのが運命。悲しいけど、これ戦争なの。和兄と私が手を取り合って、終わりのない戦いに身を投じなきゃいけないんだ。運命って悲しいよね」

『お前、さっきから運命に逆らいっぱなしだけどな!?』

　ちょっとデスティニーに対してフリーダム過ぎやしませんか。

「でも大丈夫、和兄の命は私が守るから。たとえ和兄が死んじゃっても、このマドカイザーは機密保持と自己満足の為、周囲を巻き込んでまるごとドカンと自爆するから安心して!!」

『愛が重い!!　ってか、お前も自爆型なの!?』

　何で皆そんな簡単に死を選ぼうとしちゃうの？　製作者の設計思想からしてそういうものなの!?　つーか、その展開だと映見も切腹しちゃうからまるで安心出来ないし。現に今も、耳元の通信機から『良いなあ、楽しそうだな和人君、これはもう私が死ぬ準備をしておくべきだよね』などと聞こえて来る。もうどうしようもない。

　円香は……ここで言う円香とは、あくまでもマドカイザーに搭載された人工知能のアルター円香のことで、俺とは何の血縁も関係も無い円香は……笑顔で。

「でも和兄！　私の言う通りにすれば安心だよ！　敵をさくっと削けずって屠ほふって三枚に下ろすから、和兄は何もしなくてＯＫ！　敵を倒してすぐに帰れるよ！」

『それ、俺が乗る必要性が無いだろ。俺という存在は不要だよね？』

「駄目だよ、そこは私のモチベーションに関わるから必要なんだよ！　和兄が乗っていないと、マドカイザーの能力は八割くらいＤＯＷＮしちゃうんだから！」

　マドカイザーの暴走が止まらない。

「そうだ、暇だったら、本でも読んでいてくれて構わないよ。むしろ読んで！　和兄が読書をした時に発せられるＤ粒子がエネルギーとなって、私の動力になるんだよ!!　和兄が本を読むことで動く、それがマドカイザーなんだから!!」

『何その夢のようなエネルギー!?』

　今とって付けた感が凄いんだけど、本当にそんなの存在するの？

「その力は物理法則を超え、世界さえも変えてしまう程の力なんだよ！」

『何だか分からないけどとにかく凄いな、さすが本だ』

「Ｄ粒子を発生させられるのは和兄だけ！　だから和兄がパイロットに選ばれたの！」

『さすがは俺と本だ。うーん、いや、でもなぁ……』

　本当に俺は本を読んでいるだけで良くて、円香がマドカイザーを動かしてくれるなら、何も問題は無い。敵と戦うなんて、そんな野や蛮ばんなことはベスト読書犬ニストである俺には不向きだが、読書をする感覚で敵を倒せるなら、エースパイロットにだってなれる。

『分かった。本当に俺は、本を読んでいれば、それで良いんだな？』

「やったね和兄、私達の初めての共同作業だ!!」

『それで、どうすればいいんだ？』

　もう円香ＩＮマドカイザーの妄言は聞かないで、先を進めることにする。

「読書用の本はコクピットに用意してあるから。ほら、そこの赤いボタンを押して！」

　言われるがまま赤いボタンを押すと、操縦席の横から本棚が迫せり出だして来た。

　しかもコクピットの中には、簡単なドリンクバーなんかも備え付けられている。なんて至れり尽くせりなのだろう。並んだボタンの中に『カレー』があるのは何かの冗談に違いない。いくら『カレーは飲み物』という文化があると言っても、この状況下でカレーを飲むなどという超危険行為を行える筈が無い。密室で匂においが籠こもるしな。

『さて、じゃあお言葉に甘えて……ほう、中々良いチョイスじゃないか』

　並べられた本達を眺め、すっかりリラックスしてしまう。俺の好みを知り尽くしているかのような本揃ぞろえ。操縦席もフカフカで気持ちが良い。こんなのでいいのなら、ロボットに乗るのも悪くない。読書の片手間に地球を救おうじゃないか。

「あ、そうだ和兄。大事なことを言い忘れていたよ」

『ん？』

　既に本を手に取ってしまっている俺に、余裕は無い。ここまで色んな事態に翻ほん弄ろうされてきたのだ、もう大抵のことには驚おどろかないと思うので、早く言ってくれないか。一度本を読み始めたら、円香の言葉といえど聞こえなくなってしまう。俺と来たら、たとえ戦闘中のロボットのコクピットであっても、普通に読書にのめり込む犬だから。世界が滅びに瀕ひんしていても、それはもういつも通りで読書だから。

「あんまりゆっくりしていると地球が滅びちゃうから、急いで敵を倒すよ!!」

『そんな差し迫った状況だったの!?』

「うん、残り時間は九分二○秒しかないよ」

『九分二○秒!?　あと九分二○秒で何か大変なことが起きるの!?　コロニーでも落ちてくるのか!?』

「ううん、尺的に考えて残りが九分二○秒なの。あ、あと九分一四秒だね」

『お前まで尺とか言っちゃうの!?』

　だから駄目でしょ、そういうこと言っちゃ!?　基本的に俺以外のみんなが、大事なことを守ろうとしないんだけど、これって俺がバカ正直にやっているだけなの!?

「大丈夫だよ、和兄。いざ時間が足りなくなったら、武器を構えて敵に向かって叫びながら突撃すれば、それで全部解決するから」

『それは解決じゃなくて、打ち切りって奴だよね!?』

　完全に『俺達の戦いはこれからだ！』って感じだ。そういうのをやったら終わっちゃうよね！　色んな意味で!!

「じゃあ行こう、和兄！　輝ける希望の未来にレディーゴーだよ！」

『その言い方もどうなの!?』

　ジェットコースターのような急展開。全体的に余裕が無い感じで、しかし事態は動く。こうなったら腹を括くくって、本を読みつつ敵を倒すしかない。パイロットって大変だね！

『ああもう、分かったよ。行くぞ、円香』

「うん、行こう和兄」

　お互いに声を掛け合い、いよいよマドカイザー発進。

　とは言っても、俺がやることは本を読むだけ、一応気合いを入れてみる。

　準備は万端。決意も、まあ万端だ。だから今こそ、出撃の時。

『和人、読みまーす!!』

　叫んで、読書を開始する。

　もう主人公になった心意気で暴れ回ってやるしかない。気合いを入れて本を読む。Ｄ粒子急速充じゆう塡てん。コクピットの中が光で満たされていく。

　レールの引かれたシャフトを高速で上昇し、やがて地上へと到達するマドカイザー。

　その目の前に、既に敵は現れていた。

『な、何だ!?』

　一瞬、空が黒く染まったのかと錯さつ覚かくする。それくらいに、敵は巨大だった。

　荒れた地表に佇たたずんでいるその敵。漆黒の霧を寄り合わせたかのような、マドカイザーよりも数段大きな、天に届く程の巨体。その手には、空ごと斬り裂いてしまいそうな、これまた巨大な銀色のハサミが握られている。

『そんな……組織の直上まで迫って来ていたのか!!』

　見るだけで寒気を覚える程の、圧倒的な存在感。この威容ならば、地球を滅ぼすという話も頷うなずける。俺は、今からこいつと戦わなければならないのだ。

　それでも震える手を、目の前の本に伸ばす。












　と、その巨体の、口元に当たる部分が開く。真っ赤な口から放たれるのは、意外にも聞き慣れた言語で。

「よく来たわね」

『喋しやべった!?　そんな、意思の疎通は不可能だったんじゃなかったのか!?』

　聞こえてくる声は、高く冷たい女性の声。どこかで聞いたことのあるような声だ。

「何よ、ここに来て言葉が通じないと困るでしょう、少しは察しなさい、駄巨犬」

『俺のぼやきまで聴こえているの!?』

　しかも今、犬って言ったよね。何で俺が犬だって知っているの!?

「和兄、気を付けて！　そいつが私と和兄と、あと巨乳と人類の敵！　巨乳と人類を滅ぼそうとする悪鬼！　巨乳を目の敵かたきにしまくって、ついでに地球を滅ぼそうとしている最悪の魔王！　堕だ乳にゆう天使キリヒメルだよ！」

『人類と巨乳を同列に並べていいの!?』

　凄いな巨乳。

　巨乳のついでに滅ぼされそうになる地球って、何なの？

　まあ、確かに目の前の巨大な怪物の胸は、平面だった。その天を衝つくほどに大きな身体からすれば、貧相な胸をお持ちだった。マドカイザーからだと見上げる形になっているので、その平べったさが良く分かる。バベルの塔とうの壁面だけを眺めているような、そんな気分だ。あれ、声からして女性型かと思ったのに、違ったのかな？

「へえ、相変わらず面白いことを考えるわね、駄犬。斬り刻まれたいのかしら？」

『だから何で聴こえてんの!?　つーか心まで読まれているの!?』

　しかも相変わらずって何!?　こちとら初対面ですよね!?

「だ　ま　れ」

『ひいいいぃ』

「アナタが映見や円香と遊んでいるうちに、ここら一帯はもう滅ぼしてやったわよ。アナタのせいでね」

『俺のせい!?』

　確かに、地上がざっくりと滅んでいた。少なくとも目に見える範囲が、無差別に斬り刻まれている。丁度キリヒメル自身の胸部のように、平へい坦たんに均ならされてしまっている。

「こ　ろ　す」

『だから何で心が読まれているの!?』

　しかも、円香や映見のことも知られている!?

「それはほら……こいつから聞いたのよ」

　そう言ってキリヒメルが肩の部分を指し示すと、そこには、恍こう惚こつの表情でしがみ付いている我らが司令官の姿があった。

「ああーん、キリヒメル様ぁ！　もっと斬って下さいいぃぃぃ!!」

『ああ、うん、大体分かった』

「まあ、こいつも巨乳だから滅ぼすんだけど」

「ああん、滅ぼされちゃいますよぉ！」

　裏うら切ぎり者ものは次の瞬間にキリヒメルに呑のみこまれたので、特にコメントは無いです。

「さぁ、次はアナタ達の番よ」

　キリヒメルは裂けたような真っ赤な笑顔で、こちらを見下ろしてくる。胸が無いものだから、その表情も良く見えるのだ。たとえ世界を滅ぼす程の力を持っていたとしても、胸の大きさだけはどうにもならないんだな。

「本気で潰すわ駄犬。で、世界が滅んだ責任、どう取るつもりかしら」

『マジで俺のせいになるの!?』

「いーけないんだー、いけないんだー。せーかーい、滅ぼしたー」

『そんな小学生みたいな軽い感じで言うなよ！　つーか、お前が実行犯だろ!?』

「真の邪悪とは実行犯ではなく、そいつに犯罪計画を植え付けた奴のことを呼ぶのよ」

『そっちも俺じゃねぇよ!?』

　だって、身に覚えが全くないし。あったとしてもそれは、俺のドッペルゲンガーとか同位体とか、そんな感じの奴の仕し業わざであって、今の俺にはまるで無関係のことでしょう？　ここはそういうことにしておかないと、色々とややこしくなるんじゃないの？

『そもそも、責任を取るって言われても、どうすれば良いんだよ』

「大人しく斬られたら？」

『そのでっかいハサミで!?　死ぬよりも酷ひどい感じになるよね!?』

「大丈夫。アナタの命だけを刈り取ってみせるわ」

『ちっとも大丈夫じゃない！　何なんだお前は!!』

　つーか、こうして人類の天敵であるキリヒメルさんと普通に会話している俺も、一体何なんだろうか。思わずさん付けをしてしまったけれど、何だか、こいつには一生頭が上がらないような気がするんだ。

　しかし、話は世界の行く末に関わること。こいつは、敵なのだ。

　俺は、友と世界と本を守る為に、たとえ敵かなわない相手だとしても、キリヒメルに立ち向かわなければならない。地球が滅べば本も滅ぶ。そんなことだけは、俺の命に懸けても絶対に阻そ止ししなければ。

『円香！　何か武器を用意してくれ！　あいつを倒せるだけの武器を!!』

「え？　ごめん、和兄。今日の晩ご飯のことを考えていて聞いていなかったよ」

『お前も何なんだよ!?　やる気出せよ!!』

「和兄、今日はカレーだよ！　楽しみにしていてね！」

『止めて！　何だか悪い予感しかしないから止めて！』

　つーか、敵が目の前にいるんだよ。さっきまでの緊張感はどうしたの!?

「分かったよ和兄！　今すぐ戦うから、ちょっと待ってね！」

『何だ？　何か準備がいるのか？』

「うん、今主題歌が流れるから！」

『主題歌ぁ？』

「勿もち論ろん、『戦え！　マドカイザー』だよ。私達のオープニング曲。この曲が劇中でかかった時点でもう、勝利は確定になるんだから、和兄は心配しなくても良いよ！」

『そんな便利な現実があるか!!』

「戦え～マドカイザ～♪　そうさ～私は～♪」

『お前が歌うの!?』

　歌に合わせてマドカイザーの口もちゃんと動いているのがまた憎い演出だ。でも頼むから、真面目に世界を救おうとしてくれないか。こうしてグダグダやっている間にも、キリヒメルのハサミがすぐそこまで迫って来て……。

「……また、イチャイチャして」

　迫って来ていなかった。

　怒りに燃えた真っ赤な瞳ひとみで、こちらを睨にらみ付つけているだけ。いや、それはそれで怖いけど。今、なんかビームとか出てたし。多分北海道辺りが吹っ飛んだんじゃないか。

「随ずい分ぶんと楽しそうじゃない、この駄犬は」

　怒りに任せるようにして振るったハサミから放たれた衝しよう撃げき波はが、遙はるか遠くに着弾して物凄い爆発音を立てる。今ので、四国とか吹っ飛んだんじゃないのか。

「私の前で妹なんかとイチャつくとは、一体どういうつもりなのかしら？」

『お前もこのロボットが妹に見えるの!?』

「何を言っているの？　どこからどう見ても妹じゃない。忘れるだなんて、酷い兄よね。確かにあんまり似ていないけれど」

『似てないってレベルじゃないだろ！　犬と巨大ロボットだよ!?　どうやったら血縁が生まれると思うの!?』

　あれぇ!?　俺の常識がおかしいの!?

　いや待て、落ち着こう。こういう時には本を読んで冷静になろう。本は心を癒してくれる、本は力を与えてくれる。みなぎる活字のパワーを取り込んで……はい落ち着いた。

『やっぱりお前達の方が絶対におかしい!!』

「よし刻むわ駄犬」

　言葉と同時、キリヒメルの邪気が更に強まっていく。

「そうね、最初に円香、次は映見。そして滅ぼすわ、全ての巨乳を。最後にそこの恩知らずの駄機犬をお仕置きして、それでようやくこの話は終わりね。もう尺も無いし、さっさと滅びなさい!!」

『お前も尺とか言っちゃうのか！』

　何なの、俺の知らない台本とかがどっかに存在するの!?

『そ、そんなことはさせない!!　何だか分からないけど、負けたら俺が凄く酷い目に遭あう気がするから!!　あと本と、地球の為に！』

「そうだよ、マドカイザーは堕乳天使なんかに負けたりしない！　そんな身勝手な理由で、地球を滅ぼされてたまるか!!　私の人類カレー化計画の方が先なんだから、邪じや魔まはさせないよ！　もう九州はカレーで埋まっているし、今更止められないんだから！　さあギガドリル鮪喰マグロイーター、料理の時間だよ!!」

『…………マドカイザーさん、何か不穏なことを言わなかった？』

「…………何も言ってないよ、和兄？　えへへ」

『ごまかした！　今ごまかしたな!?』

　人類カレー化計画って何!?　もしかしてこいつも敵だったの!?　地球を滅ぼす側だったの!?　じゃあこれ、どう足あ掻がいても絶望じゃないか!!

『お、俺にどうしろというのだ……』

　マドカイザーを応おう援えんすれば、地球がカレーに沈んで滅びる。

　キリヒメルを倒さなければ、地球から巨乳が消えて滅びる。

　両者に共通する点として、地球が滅びる。そして多分、結果として俺が不幸になる。じゃあ、本気でどうしようもないですね。この現実、俺に厳し過ぎやしないか。どこかに味方はいないのか。

『そうだ映見！　頼む、何とかしてくれ、お前しかいない！』

「和人君が負けちゃう、もう駄目だ、もう死ぬしかない。こうなったら全てのロボットの動力炉を直結して、全部まとめて吹き飛ばすしかないよ。エネルギーを一点に集中すれば、本州くらいは吹き飛ばせるよね、みんなで一緒なら怖くないよ、怖くない、怖くない怖くない怖くない怖くない怖くない」

『……うわぁ』

　通信機から返って来た反応から察するに、映見も大変テンパっておられるので、退ひくことも出来ないみたいです。つーか、このまま映見を放っておいたら爆発オチになるのではないのか。

　はい、分かりました。

　俺の味方は、どこにもいません。

　そして、目の前の現実の方に意識を戻してみれば。

「良い度胸ね、義機妹。その意気に免じて、一撃で終わらせてあげる」

「私を、マドカイザーを、義妹と呼ぶな！」

「この大ハサ次郎で、日本列島ごとぶった斬ってあげるわ。鋼鉄の身体、無む惨ざんなスクラップにしてあげる」

「私だって負けない！　ギガドリル鮪喰、食材穿せん孔こうモード！　背骨までぶち抜いて、粉々に解体してあげる！」

「全ての巨乳を滅するまで！」

「和兄がここにいる限り!!」

「いざ」

「尋常に」

「「……勝負!!」」




　そんな風に、何だか派は手でに盛り上がる禁神超妹マドカイザーと、堕乳天使キリヒメル。

　外から聞こえる、この世のものとは思えない剣けん戟げき音おん。まるで最終決戦だ。

　すっかり取り残された俺は。

『………………まあ、本、読むか』

　いつも通り、本を読むことにした。

　本を読むのが、俺だった。

　俺が本を読めばＤ粒子が発生して、マドカイザーが勝手に動くんだもんね。だったら読むしかないよね。それしか俺に出来ることは無いし。

　別にＤ粒子とかが出ないとしても、もう読書しかしない。俺の趣味は読書だけだし、俺の味方も本だけだって、良く分かった。

　ほら、元々パイロットとか無理な話だし、ロボットの操縦もきっと無理だったんだから、これでいいんだ。世界が滅びそうになっていても、本の面白さは変わらないし。どうやら、マドカイザーとキリヒメルのどっちが勝っても世界はろくなことにならないみたいだし、じゃあ特にすることもないよ。本を読むしかないんだよ。

　次の瞬間に、地球全体が吹き飛ぶとしても。俺の読書は止まらない。

　外から、凄すさまじい戦闘音が響ひびく中。

　俺は、ひたすらに本を読む。

　本を読んで、生きて行く。

　春海和人は、読書バカなのだから。


















　俺の名前は春はる海み和かず人ひと！　地球は狙ねらわれている！

　どれだけ狙われてるんだよ地球、と言いたいような気がしないでもないが、しかし狙われているのは事実である。人々がそれを知らないだけで、地球は常にピンチなのだ。

　ここではない別の世界でも、恐らく色々とピンチに違いない。例えばロボットを駆って外敵と戦わなければいけないような世界だってあるかもしれない。知らんけど。悪の魔王によって支配されている世界もあるのかもしれない。いや知らんけど。

　現在、この地球を覆おおう闇やみ。それは平和なマジカルワールドで誕生した、とあるアイテムが地球にばらまかれたせいで発生した闇なのだ。そして、そのアイテムの回収をする為ためのエージェントとして、マジカルワールドから派は遣けんされたのが、俺こと春海和人だ。

　日々、本を読むのに忙しい俺ではあるが、しかし地球の危機と聞いたら黙ってはいられない。地球を守る為ならば、この身がどうなっても構わない！

　とはいえ、俺は単なる犬、ミニチュアダックスフンド。地球の平和を願う気持ちこそ誰にも負けないという自信はあるが、俺自身が魔法を使って戦うことは出来ない。

　だから、俺の代わりに、トラブルに立ち向かうパートナーが必要なのだ。俺自身が戦うことは出来なくても、俺の持つマジカルパワーを受け渡し、共に戦ってくれる人間を任命することは出来るのである。

　それは正義の味方。魔を滅ぼす為の希望。

　思春期の少女のみに発生する魔力生成機関……何たらコアやら何たらシードやら、そんな感じの魔力源から生まれる魔力を纏まとい戦闘を行う、選ばれし者。

　俺と共に歩んで、平和な世界を目指す、優しき勇者。

　うら若きその身に、力と覚悟を秘めた、気高き戦士。

　不ふ思し議ぎな力を使いこなす、人々の希望、正義の味方。

　その存在を、魔法少女と呼ぶ。


　　　　　　　　



『……うわぁ』

　たった今、俺の目の前に立ちはだかっているもの。

　それは、超巨大なアフロだった。

　通りすがりの善良なアフロに取とり憑ついたマジカルワールド産のアイテムが、アフロを凶悪な怪物へと変へん化げさせたのだ。ただのアフロでしかなかったアフロにマジカルパワーが作用した結果、アフロは爆発的に膨ふくれ上あがり、人々に無差別に襲おそい掛かかるマジカルヘアーモンスターへと変へん貌ぼうしてしまったのである。

　既にちょっとしたビル程度の大きさに巨大化したアフロ。運悪く、近くを通りすがった通行人達がアフロヘアーに絡め取られ、モッサモサなアフロの中でひたすらいじられている。見ているだけで全身が痒かゆくなりそうな光景だ。

　幸さいわい、今のところはただ気持ちが悪いというだけで、大きな被害は無いようだが、しかしこのままモッサモサを続けられていたら、精神に異常を来きたしかねない。頭の上に乗っている分には楽しいアフロでも、こうして人を襲ってしまったらおしまいだ。

　とにかく、こいつをどうにかしない限り、件くだんのアイテムを回収することは不可能で。

　しかし、やっぱりただの犬でしかない俺には、どうすることも出来ない。

「はぁ。本当に、役立たずな駄犬だこと」

　そう、頭上から辛しん辣らつな言葉を浴びせてくるのは、俺のパートナーの魔法少女、夏なつ野の霧きり姫ひめ。夏野は呆あきれたように俺を見下ろしてくる。

「これ、本来アナタがどうにかすべき事態なんじゃないの？」

『無茶言うなよ。さっきから、ただの犬だってしつこいぐらいに言っているだろ。本を読む速度を競きそうとか文化的な戦いならともかく、こういう野や蛮ばんな戦いはごめんだよ。ほら頼んだぞ、こんな時の為にお前と契けい約やくしたんだから』

「そう、つまり私が野蛮だって言いたいのね？」

『そんなこと言ってないよね!?』

「後で野蛮な方法でお仕置きしてあげるから覚悟してなさい」

　こんな風に、口が悪くて言動が悪くて野蛮なのが、マイパートナー夏野霧姫さんです。頻ひん繁ぱんに被害がこちらに及ぶので、あんまり近くに居たくない人です。パートナーなのに。

「そもそも、本が読みたいっていうのなら、わざわざこんな非常事態の地球に来る必要なんてないでしょ。もっと落ち着いた時期に来なさいよ」

『そりゃ俺だって、平和が好きだよ。でも仕方ないだろ、上からの命令なんだから』

　俺が地球の平和を願う理由は一つ。

　それは、地球で日々生み出される、本を読む為だ。

　本当にこの地球は天国だ。何しろ、街を歩けばどこにでも書店がある。図書館がある。本がある。読みたい時に読みたいだけ本が読める。何て素す晴ばらしいんだこの世界は。

　俺が住んでいたマジカルワールドは、確かに滅めつ多たに争いごとが起きない平和な世界ではあったけれど、簡単に本を手に入れることが出来なかった。

　マジカルワールドのマジカル書店と来たら、マジカル店長とマジカル勝負しないと本が買えないという謎なぞのマジカルシステムに支配されていたし。本に関しては、完全にディストピアだったのである。

　いやいや、本っていうのは、気軽に手に入らないと駄目でしょう。誰もがいつでも読みたい時に読みたいだけ読めないといけないのだ。マジカルワールドのお偉えらいさんはそれが分かっちゃいないんですよ。

「……そんなに地球が魅み力りよく的てきだというのなら、一生飼ってあげてもいいわよ？　勿もち論ろん、私の犬としてね」

『今でさえ酷ひどい目に遭あっているのに、何でこれ以上の目に遭わなきゃいけないんだよ』

「じゃあ斬きるわね」

『何で!?』

　こうして、夏野とパートナー契約を結んで以来、ハサミに襲われ続ける生活である。

　パートナーに日々襲われるマスコットってどうなんでしょうかね。

　とまあ、そんな俺のマスコット事情はさておき、アフロをモンスターへと変貌させ、俺が回収しなければならないマジカルアイテム。それはマジカルワールドで創り上げられた、一冊の書物である。

　マジカル作家がマジカル羊皮紙にマジカルワードをマジカルインクで書き記し、マジカル出版社のマジカル編集者によるマジカル校正を経て完成した、マジカルブックだ。

　一見して普通の本にしか見えないそれは、凄すさまじいマジカルパワーを秘めている。病気を治したり、金きん塊かいを創ったりすることも可能。漬つけ物もの石いしの代わりとしても使えるし、多少固いのを我が慢まんすれば枕まくらにだって出来る。そんな世界中の誰もが欲しがる最高の一冊、それがマジカルブック『ＡＲＡＢ』である。

　そんな危険な書物『ＡＲＡＢ』の一部が、この地球上にばらまかれるという事態が発生した。背表紙の一部が破損し、ページが地球上に散らばってしまったのだ。

　たとえページ一枚とて、周囲に強力な魔力を撒まき散ちらすマジカルブック『ＡＲＡＢ』。一刻も早く回収しなければならない。でないと、目の前にいるアフロみたいなマジカルモンスターが生まれることになってしまうのだ。

　俺がマジカルワールドから命じられた任務は一つ。散らばった『ＡＲＡＢ』のページの回収である。

　しかし俺には、もう一つ密ひそかな目的が存在する。

　それは、破損したページを読むことだ。

　春海和人は読書バカである。

　そう、俺はただ、自分にとって未知の本が、読みたいだけなのだ。

　マジカル作家が書いたマジカルブック、一体どんなことが書いてあるんだろう。マジカル気になってしょうがない。回収作業の途中でちょっと拝見しても、それは不可抗力だもんね、仕方ないね。

　ちなみに、マジカルブックのページを回収するには、マジカルモンスターを倒さなければならない。モンスターが気絶すると同時に、取り憑いたページも現れるという寸法だ。だから、今は一刻も早く、目の前のアフロをどうにかしなければならない。

　マジカルモンスターという非常識な存在に挑いどむのは、同じく非常識な力を持つ存在。

　俺がマジカルパワーを分け与え、魔法少女となった、いつも黒い衣い装しようの夏野霧姫。まだこの地球に来て間もない頃、道端で本を読んでいたところを踏ふんづけられて以来の仲である。なかなかに度ど胸きようがあって、そして何より戦闘能力が異常なまでに高かったから、事情を話して魔法少女として契約してもらったのだ。度胸はあるけど、胸は無い、それが夏野霧姫だ。

「せいっ！」

『って危ねぇ!!』

　一いつ閃せん。夏野のハサミが俺に襲い掛かってきた。まさかの味方からの攻撃を全力で回かい避ひ。着地と同時に遺い憾かんの意を表明する。

『何しやがる!!』

「何だか失礼なことを言われた気がしたので、つい」

『言ってない！　何も言ってないよ!?』

「そう、じゃあ考えたわね？」

『……考えてないよ？』

「もう一発かしら？」

『ごめんなさい考えてました！　って何で分かるの!?　心でも読んでるの!?』

「あら、今更何を言って……ああ、そう言えば今回は心が読めない設定だったわね」

『設定って何!?』

　あれ、このツッコミも不思議と初めてじゃない気がするけども!!

「別に、アナタの考えなんて、読まなくても丸分かりよ。どうせ、この私の類たぐい稀まれなる美び貌ぼうを褒ほめ称たたえていたんでしょう？」

『褒め称えていたのに斬られたの!?』

　言っていることと、やっていることが一致しておりませんけども!?

　つーか、いきなり斬られるって何だ。俺の肉体は特製のマジカルボディとなっておりますので、多少斬ざん撃げきを受けたくらいでは何ともありませんし、ＰＴＡや関係各所への配はい慮りよもバッチリなのですが、しかし痛みは軽減出来ないので、率直に言って超痛いです。

「つまり、斬っておいて損は無いということよね？」

『お前には無くても、俺には損しかねえよ!!』

　このように、パートナーとしての相性には疑問が残りますが、夏野に魔法少女としての素質が……あるのかはさておき、戦闘能力の面ではとても頼りになるのは事実だ。

『ああもう何でも良いよ。とにかく今は、あのアフロを何とかしてくれ。「ＡＲＡＢ」のページを回収しないと』

「そうね、じゃあ、行って来るわ」

『先生お願いします！　やっちまって下さい！』

「アナタへのお仕置きは、アフロの後にしといてあげるわ」

『先生お願いします！　止やめて下さい！』

　しかし夏野は、俺の言葉に反応することなく、アフロに向かって突き進んで行く。その足取りは何とも軽やか。自分の家の庭を散歩するかのような気安さで。

「～～♪」

　しまいには鼻歌まで歌い始めた。まるで、目の前に倒すべき敵なんか、アフロなんかいないかのような自然な動き。そんな風に無防備に接近して来る夏野に、アフロも戸と惑まどったのか、先程まで盛大にモッサモサしていた動きが止まっている。

　夏野はあっさりと、アフロの前に辿たどり着つく。そのままするりとアフロの懐ふところに……アフロの懐って何ど処こなのかは分からないけど……入り込む。

　そして、太ももの紅あかいホルスターからハサミを抜いて、構え、振りかぶって。

「──ッ死ねぇ!!」

　ハサミを振り下ろした。

　ハサミを振り下ろして、振り下ろして、振り下ろして。

　そして、終わった。




『終わっちゃったのぉぉぉぉぉぉぉお!?』

　物理攻撃、物理攻撃ナンデ!?

「あら、何か文句があるの？　魔法少女として、ちゃんとモンスターを倒したわよ？」

『文句しかねぇよ!!』

　だってツッコミどころしかなかった。こちとら犬だから戦う力は無くても、ツッコミくらいは出来るよ。

「モンスターを倒すのが魔法少女の仕事でしょ？　その仕事を、魔法少女として忠実に行っただけじゃない」

『今のどこが魔法少女としての仕事だったんだよ!?』

　マジカルアイテムを手にすることも、変身とかメイクアップとかスタートアップとか、そんな感じの変身用掛け声を口にすることも無かった。ただ生身のまま近付いて行って、そのまま魔法要素の一切無い戦いをなさっていましたよね。終始物理攻撃でしたよ。いや、無防備に歩き出した時点で確かにちょっとおかしいとは思ったけど。

　夏野がハサミを振るい、金属音が鳴り響く度たびに、アフロが物理的に削けずり取とられ、最初はちょっとしたビル程の大きさのあったアフロが、みるみる小さくなってしまった。

　現在残っているのは、アフロモンスターの原型と思おぼしき一人のアフロヘアーの……いや、元アフロヘアーだったと思われる男性の、昏こん倒とうした姿のみ。既にアフロヘアーは見る影も無くなっているので『元アフロヘアー』と表現するしかない。

　こうして、アフロモンスターは、一切の痕こん跡せきも残さずに完全消しよう滅めつしたのである。

　さらばアフロ、フォーエヴァー、ソーファイン。

「何よ、別にいいでしょ。ちゃんと倒したんだから」

『いや、ちゃんと倒したけど。つーかお前、俺があげた変身用のマジカルデバイス「ふしぎジュエルコンパクト」はどうしたの？』

「ああ、そんなのもあったわね。どこにやったかしら」

『まさか失くしたの!?　魔法少女の要かなめとも言えるアイテムを!!』

　魔法少女としての自覚、一切無いよね？

　一度変身アイテムを手にすれば、いかにも魔法少女的できゃる～んなフリル付き衣装に一瞬の裸を経た後に変身出来るのに、どうして使わないんだ。折せつ角かく俺が、魔法少女っぽい衣装を用意したのに。まあ仮に変身したとしても、どうせ今と変わらぬ漆しつ黒こくの衣装が現れていたでしょうけど！

『……いや、待てよ』

　よくよく考えてみれば夏野さんは、少女って年齢ではないですよね。

　本来魔法少女とは、小中学生辺りの思春期な年齢層の少女にお願いするのが常なのだが、こいつの場合は特別高い戦闘能力を鑑かんがみて、特例として魔法少女にした訳で。率直に言えば、夏野さんは、ちょっと、魔法少女的にはお歳としを召されている感じだ。

　つまり、今回変身しなかったのは、魔法少女的な意味では正解だったのかもしれない。まあ、別に夏野の魔法少女姿とか、裸とか見たかった訳でもないしな。むしろ見なくて良かった。そもそも俺は立体には興味が無いのだ。

「せいっ！」

『どわぁっ!?』

　一閃。再び襲い掛かる無慈悲な刃を何とか回避した。

「また余計なことを考えていたわね、駄犬」

『イイエソンナコトハアリマセンヨ』

「平和を脅おびやかすマジカルモンスターを倒すこと、それが魔法少女の任務でしょう。過程がどうあれ、人々に笑顔を取り戻すのが何より大事なんじゃないの？」

『お前の所業を見たら、とても笑顔ではいられないんだけど……』

　ハサミを何度もアフロに振り下ろしている夏野の顔は、とてもお茶の間にお届け出来ないレベルの笑顔だった。あんな悪鬼みたいなスマイルは見たことが無い。

「何よ、結果的に平和になったのならば良いじゃない。ここで流した涙も、いつかきっと笑顔に変わるわ」

『涙を流すのはお前が怖いからだよ!!』

「大丈夫。いざとなれば笑わせる手段はいくらでもあるんだから」

『それは絶対に非合法な手段ですよね!?』

　笑顔じゃなくて、表情筋が痙けい攣れんさせられているだけなんじゃないの？　畏い怖ふとか恐怖とかの感情によってさ。

「第一、物事の達成に多少の犠ぎ牲せいはつきものなんじゃないかしら。何の犠牲も払わずに成果だけを求めるなんて、偽善者の言葉よ」

『そんなすれた考え方の魔法少女がいてたまるか!?』

「どっちにしろ、倒せばオールオッケーなんでしょう、結局のところ」

　夏野は、倒れ込んだ元アフロに近付くと、しぼんだ髪の中から、一枚の紙片を引き抜く。それこそ、アフロをモンスター化させた原因、マジカルブック『ＡＲＡＢ』のページだ。

「ほら、回収したわよ」

『お前は……まあ、もういいや』

　言いたいことはあるけれど、今はこうして無事に回収出来たことを喜ぶべきだろう。

　魔力の源みなもとであるページも、アフロを巨大化させたことで魔力を使い果たし、ただの紙へと戻っている。これを全すべて回収することが、俺の任務。何とも恐ろしいアイテムだが。

『よし、読むか！』

　読むしかないですよね!!

　早速、もう一つの目的の遂すい行こうを開始する。任務、何それ美お味いしいの？

　一枚だけしかないのが惜しいが、しかし貴重な書物の一部だ、一刻も早く読みまくりたい。いや、既に俺の目は文字を追っている！

「さて、駄魔犬」

　と、そんな必死なところに、横から夏野の声が掛けられる。

『何だよ、今忙しいから後にしてくれない？　俺の読書を邪じや魔まするようなら、魔法をかけてお前をカエルにしてやるぞ!!』

「とりあえず一段落したことだし。お仕置きを開始しましょうか。アフロの次はアナタって言ったわよね？」

『ユ、ユルシテ』

「ユ　ル　サ　ナ　イ」

『タスケテ！』

　夏野は冷たい視線で、俺を見下ろして来る。俺は恐怖で動けない。まさに、ヘビに睨にらまれたカエルの構図。カエルになったのは俺でした！

「それじゃあ始めましょうか。そうね、まずは本が読めない身体からだにしてあげるわ」

『まずそれなの!?　初めからクライマックス過ぎませんか!?』

　夏野の眼めは完全に本気で、冗じよう談だんなんて言っていないことが分かる。だから、意識を逸そらそうと、無理矢理話題を変える。

『そ、そうだ！　お前の考える魔法少女ってさ、どんな感じなんだ!?』

「……はぁ？　急に何を言い出すのよ」

『いや、ただちょっと気になってさ』

　よし、興味を持ってくれたようだ。ひとまず成功。

『さ、さっきのアフロもそうだけど。最近、俺とお前の魔法少女に対する認識が、根本から異なっている気がしてならないんだよな。だから、お前が考える魔法少女って、どんなのかを知っておきたいんだよ。ほ、ほら、パートナーとしてさ！』

「……そう、ねえ」

　魔法少女、夏野霧姫。

　確かに戦闘能力は問題ない。しかし、魔法少女とは、戦いのみに生きるにあらず。人々に夢と希望を与えるからこその、魔法少女なのだ。残念ながらこの夏野さん、そういう魔法少女とは正反対の位置にいる。どちらかというと悪夢と絶望を与える存在ですよ。

「私の思う魔法少女、それは勿論、魔法を使って戦う少女のことよね」

『まあ、そうだよな』

　うん、そこはちゃんと合っている。ここからして違っていたら、もう完全に駄目だった。良かった、ちょっとホッとした。

「というか、アナタが私に魔法少女の何たるかを問うなんて、全く愚おろかな話よ。いい？　魔法少女という存在は、魔法を使って、夜な夜な気になる男の子をストーカーしている少女のことを呼ぶんだから」

『……はぁ？』

「忍術やら外げ法ほうやらを駆く使しして、男の子を追い続けて。そして最後には、その男の子と物理的にも精神的にも強制的に一つになるのよね。そう、決め台詞ぜりふは、『私メリーさん。今アナタの中に居るの！』ね！」

『急に何の話を始めたの!?』

　つーか、メリーさんって誰!?　決め台詞って何!?

「何って、魔法少女の話でしょ？　外法少女だったかしら？」

『お前は一体何の話をしているの？』

　変な電波でも受信し始めたの!?　不思議とどっかで聞いたことがあるような気はするけど。少なくとも、今する話じゃあありませんよね!?

「全く、普段だったらすぐ喰くい付ついてくる話題なのに。ああもう、一々説明するのが面めん倒どうったらないわ」

『……へ？』

「面倒だから、ちょっと物理的に黙りなさい、駄犬」

　そう言って、俺が反応する間もなく振るわれるハサミ。

　その衝しよう撃げきに、俺の意識は簡単に刈り取られたのだった。


　　　　　　　　



　目を覚ましたのは、近くの公園だった。ピンク色の象の滑すべり台だいが夕ゆう陽ひに染まっている。

「ようやく起きたわね駄犬、どれだけ寝ているのよ」

『……俺の意識を奪うばった張本人が何を言いやがるんですか？』

　空の色がすっかり変わるぐらいの時間気絶させる一撃って、それはもう訴えれば絶対に勝てるレベルじゃないですかね。

「そう言えば、また巨大モンスターが出ていたわよ」

『……はぁ？』

「全く、迷めい惑わくな話よね」

『ちょっと待て。何をそんなに落ち着いているんだよ!!　それ、そんな近所で犬が逃げました、くらいのテンションで言って良い話じゃないよね!?　巨大モンスターって確実に魔法関係の事案だよな!?』

「そりゃそうでしょう、あんなモンスターが普通にうろうろしていたら堪たまらないもの」

『は、早く現場に行かないと！』

「安心しなさい。もう退たい治じしたから」

『うぇ？』

「アナタがグースカ寝ているうちに、片付けたわよ」

『って、まさかまたハサミでやっちゃったの!?　めくるめくハサミでの一方的な残ざん虐ぎやくショーを開かい催さいしちゃったの!?』

　俺が寝ている間に、またもさっきみたいな惨劇が！

　止められなかった。この街の子供達に、再びトラウマを刻んでしまった。子供の夢を守るべき魔法少女が、またもや極上の悪夢を植え付けてしまったのか。

「ええ、そうしたいのは山々だったんだけれどね」

『山々だったのか……』

「今回のモンスターは、表皮に油を纏った、筋肉質の巨人で。本気で気持ち悪いから、即斬りに行ったんだけど、上う手まく行かなかったのよね。ハサミで斬ろうにも、何だか滑すべっちゃって」

『一応試したのかよ』

　とりあえず斬ってみるとか、本気で野蛮過ぎますよね、この人。

「ハサミが通用しないから、さすがの私も困ったわ。このハサミで斬れないものなんて、今まであんまり無かったし。だから……」

『そうか、変身したんだな！』

　夏野がついに魔法少女としての自覚に目覚めたのか。そうだよ、変身してこそ魔法少女だよ。

『そ、それで、どんな魔法を使ったんだ？　広範囲殲せん滅めつ魔法？　一点集中破壊魔法？　それとも物質消滅魔法か？　おお、なかなか渋いチョイスをするじゃないか』

「アナタ、いつからそんな魔法マニアになったの。キャラ変わっているじゃない」

『うるさいな。で？　マジカルモンスターを退治する為に魔法使ったんだろ？』

「ええ、私も考えたんだけど。危険な魔法の使い方とか、良く分からないし。戸と惑まどっている間にも、被害が拡ひろがるかもしれないし。だから、まずは自分で出来ることから始めるべき、ってね。魔法にばかり頼ってはいられないもの」

『……どうしてそういうところは常識的なんですか？』

「だからまあ、私の出来ることをやろうと思って。堂々とモンスターに立ち向かって」

『立ち向かって？』

「トラックで撥はねたわ」

『……は？』

「トラックで撥ねたわ。ガッツーンって」

『お前何やってくれちゃってるの!?』

　どうしよう、予想以上に酷かったです。

　魔法が一切登場しないどころか、トラックで撥ねるってどういうことなんだよ、この魔法少女。マジカルモンスターは常識外の存在だが、トラックで撥ねられることは想定していない。奴らもトラックで撥ねられる為に生まれて来たんじゃないんだよ。

「あら、これでも苦労したのよ？　一回撥ねたくらいじゃ駄目だったから。表皮の油のせいかしらね。だから切り返して三度ほど撥ねたの。そしたら動かなくなったから、念には念を入れて、五回程追加で轢ひいておいたわ」

『お巡まわりさーん！　こいつでーす！』

　これ、このまま俺が警けい察さつに駆け込むべき事態じゃないのか。いくらマジカルモンスターとはいえ、どうしてそこまで酷い目に遭わなければならないのか。不思議なことに、涙が止まらないんです。俺、見知らぬモンスターの為に泣いているの？

「何よその顔。心配しなくても、魔法はちゃんと使ったわよ？」

　慰なぐさめているつもりなのか。夏野は妙に明るい声で言う。

「トラックのドアの鍵かぎを開けるのと、キー無しでエンジン動かすのに、ちゃんと魔法を使ったんだから」

『犯罪じゃん！』

「後は、さすがに何度もぶつけると、バンパーとか凹へこんじゃうから。それをこっそり直すのに魔法使ったわ」

『証しよう拠こ隠いん滅めつじゃん!?』

　酷過ぎるよ。魔法はそんなことの為に生まれたんじゃない！

　もう一度言っておく。魔法はそんなことの為に生まれたんじゃない!!

『いいか、魔法ってのは、人々を幸せにする為に存在しているんだよ!!　残虐行為を加速する為とか、犯罪行為を隠いん蔽ぺいする為に使うべきものじゃないんだ!!』

「うるさいわね、魔法で黙らせるわよ？」

『怖い!?』

「魔法で黙らせて、魔法で防音処理して、魔法で通行人から見えないようにして、ハサミで処刑してから、魔法で掃そう除じして、魔法で証拠隠滅してあげる」

『もういっそ魔法で処刑してくんない!?』

　魔法を使っても怖い。魔法を使わなくても怖い。じゃあどうすれば良いんだよ。

　一番確かな手は、どうにかしてこいつを拘こう束そくし、マジカル網あ走ばしり刑務所に放ほうり込こむことだと思うけど、でもこの人を下へ手たにマジカルワールドに招くと、世界の破壊者と化しそうな気がするんですよね。

「全く、ちゃんとページを回収出来たんだから問題ないでしょう」

　そう言って夏野が懐から取り出したのは、マジカルブック『ＡＲＡＢ』のページ。

『……これを得る為に、色々な物が犠牲になったんだな』

「ほら、まだあるわよ」

『……へ？』

　更に夏野の懐から出てくるページ。

　一枚。二枚。三枚。五枚。一○枚。

『って、ちょっと待てよ。何でそんなに沢たく山さんあるの!?』

「つい集まっちゃうのよね」

『つい、の量じゃないよねどう考えても!?　そんなトレーディングカードみたいな感じで言うなよ、貴重な物なんだから！　マジカルパワーで生まれたマジカルモンスターをやっつけないと手に入らないんだぞこれ!!』

「まあ、確かにやっつけた覚えはあるわ」

『やっつけた覚えが無かったら、それはお前病気ですよ。脳の』

「別に、自分の戦いの歴史くらいちゃんと記憶しているわよ。例えば、モンスターを溶よう鉱こう炉ろに突き落としたり」

『また酷いな!!』

「他にも、ビルから突き落としたり、頭から足まで輪切りにしたり、鞭むちでしばき倒したり、まあ忙しかったわね」

『お前、マジカルモンスターが相手だと思って、好き放ほう題だいやりやがって……』

　しかもやっぱり、魔法を使った様子が無いし。完全に生身での暴ぼう虐ぎやくじゃないか。




　しかしまあ、いずれにせよ、『ＡＲＡＢ』のページが順調に集まっていることには違いない。それは俺にとってありがたいことではあるのだが、どうにも釈しやく然ぜんとしない。

　目の前にあるのは大量の『ＡＲＡＢ』のページ。

　こういうのって、魔法少女とパートナーが協力して、強大な敵に立ち向かい、修行とかして、時には敗北とか挫ざ折せつとかして、地道に集めて行く類のアイテムじゃないの？

『順調に集まり過ぎだろ。まあ、別に悪いことじゃないけどさ』

「順調、順調って、簡単に言うけどね」

　突とつ如じよ、夏野の視線が凶悪な色を帯びる。

「今は、何月かしら？」

『何月って……九月だろ？　今朝、九月の新刊が出ていたんだからさ』

「そう、じゃあ……」

　夏野の凶悪な視線が俺を射い貫ぬく。何だか、凄すごく怒っていらっしゃるような雰ふん囲い気きですが。俺、何か悪いことしましたっけ？

「アナタと出会って、私が魔法少女になったのは、何月のこと？」

『え？　えっと、八月だっけ？』

「そう、八月よね……去年の」

　あれ、この話の進み方って、何だか良くない感じがするぞ？

「つまり、アナタが私を魔法少女に任命してから、既に一年が経過しているってことよね。これ、どういうことかしら？」

『あ、あの、夏野さん？』

「もちろん、言われなくても自分でよーく理解しているわね？　要するに、地球の本を読むのにかまけて、自分のやるべきことを忘れていたのよね？　任務よりも、自分の読書を優先しまくって。ページの回収なんてどうでもいいと思っていたのよね？　それでよくもまあ、私を批ひ判はん出来たものね。一年間、本ばかり読んでいたくせに」

『うっ!?』

「だから代わりに、私がストレス解消がてら、マジカルモンスターを退治して回っていてあげたんじゃない。それなのに、あれこれ言われる筋合いなんて無いわよね？」

『ううううう』

　あっれー、そんなに時間が経たっていたのかなー？

　地球時間に換かん算さんすると、そんなことになるんですねー。マジカルワールドの感覚だったので、すっかり勘かん違ちがいしていましたよ。これも時差ボケって奴ですね。やー、地球に慣れてないからなー。ミスったわー、マジミスったわー。

　と、自己弁べん護ごをしてみても、どうしようもないことくらいは良く分かっている。

『ああ、そうさ！　任務より読書の方が大事だ！　一年間、本ばかり読んでいたさ！　だってそっちの方が楽しいんだもん！』

「開き直ったわね、駄犬」

　まあ、開き直るしかないです。全て事実なので、開き直る以外の選択肢は無い。失った時間は戻って来ないのだ。だから、これから先の話をしようじゃないか！

『大体何だよ、ページの回収って！　俺以外の誰かが回収すればいいだろ！　それで、一冊の本に纏めて読ませてくれよ！　マジカルワールドと地球の行く末なんてどうでもいいんだよぶっちゃけた話！　平和が崩ほう壊かいしようがどうでもいい、俺は本が読みたいだけなんだ。本さえ残ればそれで何も問題ない！　俺は魔法の国からやって来た、ちょっとチャームな本好きのただの犬でしか』

「ハイ、ストップ！」

『まぎかっ!?』

　一閃。またも夏野のハサミが俺を襲う。

　マジカルボディのおかげで一切傷なんか残りませんけど、マジカル放送倫理番組向上機構への対応もバッチリだけど、まあ普通に痛いです。痛くて泣きそうです。

「そういうアホな言い訳は良いわ。アナタが本と心中しようが、知ったことじゃない。それよりも、私の貴重な時間を無駄に奪った落とし前を、どう付けるつもり？」

『いや、落とし前も何も、お前だって超楽しそうにしていたんだから、別に良いじゃないか』

　マジカルモンスターを倒す時とか、とても良い顔をされていましたよね。生き生きしていらっしゃいましたよね。

「確かに、良い経験だったわ。相手が人間じゃないから、あらゆる残虐行為が許されるし。これまで封印してきた絶技も奥義も、やりたい放題だったし」

『だったら良いだろ。ＷＩＮ－ＷＩＮの関係じゃん』

「だからって、他人に利用されるだけというのは、ちょっと許しがたいのよね。愚かにも私を利用した罪、きっちりと償ってもらわないと。アナタを処刑し終わったら、元凶であるマジカルワールドに侵攻して滅ぼしてやるから、覚悟して待っていなさい」

『あ、悪魔め！』

　いつの間にか話がマジカルワールド全体の危機に！

　どうしよう、これも俺のせいなの？　俺はひょっとしたらとんでもないモンスターを目覚めさせてしまったんじゃないの？

　ここで俺が倒れたら、マジカルワールドは滅んでしまうのか！　マジカル本屋やマジカル書店、マジカルブックストアも無くなってしまう！

　迫り来る夏野の赤みがかった大きな瞳ひとみが、鋭するどいハサミが、どんなモンスターよりも恐ろしい。俺にはどうすることも出来ない。ただの犬のように、震えているしかない。

　駄目だ。最後の敵は、モンスターではなく、魔法少女だった。

「ま、まぁ、私の大切な時間を奪った責任を、誰かさんがしっかり取ってくれるというのなら、話は別なんだけど。そうね、具体的には、けっこ──」

「──待ちなさいっ!!」

　そんな風に。

　絶望に打ちひしがれる俺の前に。

　最後の宣告をしようとする夏野を、止める言葉が響く。

　新たな影が、夕陽に染まる公園の中に降り立つ。

　誰だか知らないが助かった。

　俺を助けてくれる、そいつの正体は!?




「それは勿論円まど香かだよ!!」

『誰!?』

　知らない人だ!!

　勿論とか言われても困るし!!

　しかし、突如現れた、何やら巨大な白いケースを背負ったセーラー服の少女は、俺に優しげな表情を向けて微笑ほほえむ。

「誰、だなんて、そんなこと言わないでよ和兄。和兄の愛する妹、円香だよ？」

『妹!?』

「うんっ！」

『い、いやいやいや、俺に妹なんていないぞ!?　俺はマジカルワールドから地球にやって来たエージェント、誇ほこり高たかき魔法犬！　人間の妹なんかいるわけない!!』

　いや、良く考えるとこの少女、見覚えがあるような気がしないでもないんだけど、それは今回の話とは関係ない場所での話だよね？　今の俺に見覚えがあったらいけない感じだよね!?

「あー、そっか、今回はそういう設定なんだね」

『設定って何!?』

「えっとね、どんな設定の下でもね。和兄が和兄で、私が春海円香であることは永遠に変わらないんだよ。私、春海円香は、和兄の妹という運命を背負っているの。ほら、今後のどんな展開においても私は和兄の妹だって、前の世界の時にもそう言ったよね？」

『前の世界って何!?』

「それは勿論、ロボットものの世界のことだよ」

『止めて!!』

　それ以上いけない！　そんな気がする！

　自分の存在の根幹に触れられているかのような、そんな致ち命めい的てきな予感が!!




「……ふうん、ここまで来たのね、義妹いもうと」

　と、そんな風に訳の分からないことを言いながら登場した円香に対して、夏野は明らかに不ふ機き嫌げんといった態度。途中で邪魔されたことを激怒しているというような感じで。

「……私を義妹と呼ぶなって、言ったよね、夏野さん？」

「ロボットになるのはもう飽あきたのかしら」

「夏野さんこそ、随分と小さくまとまっちゃったみたいだね？」

「何処を見て言っているのかしら義妹。返答次第では斬るわよ。バラバラにするわよ」

「だから、義妹って、呼ぶなって、言っているんだよ」

　お互いを睨み合う二人の間で、火花が散る。

『いやちょっと待て！　お前ら知り合いなのか？』

「知り合いというか」

「前の世界で戦った仲というか」

『えっ、戦友なの!?　それとも宿敵!?』

　つーか前の世界って何!?　当たり前のように出て来るワードですけど!!

「まあ、普段とは違った出会いをしたような気がするのよ。巨大勇者キリヒメルと、鬼械魔神マドカイザーとの戦いとしてね」

「違うよね、夏野さん？　絶壁巨獣キリヒメルと、兄の愛情を一身に背負った鋼はがねの戦神マドカイザーとの戦いだったよね？」

「立ちはだかるマドカイザーを斬って捨てたわ！」

「悪の化身キリヒメルを真っ二つにした！」

『いやだから、キリヒメルとマドカイザーって何？　まずはそこから説明を……』

「そこのところ、見解の相違があるようね。まあ、それでも確かなことは一つ、マドカイザーとキリヒメルの戦いの結果、世界は滅んだということ」

「滅んだよね」

『滅んじゃったの!?』

　いや、そんな世間話風に言わないで。

　えらい軽く仰おつしやいますけど、お前ら、世界滅ぼしたの？

　見知らぬ世界が滅びたって、それは決して気持ちの良い話ではない。つーか縁えんもゆかりも無い世界の筈なのに、涙が止まらないんですけど。どうしたのかな俺？　まるで、その滅んだ世界と関係でもあったみたいじゃないか。

　その後も、俺を置き去りにした二人の会話は続く。

「それで、一体何しに来たのよ、円香」

「それは勿論、この魔法少女の世界で、和兄とキャッキャウフフする為に決まっているよ？」

「言い切ったわね」

　胸を張る円香に、溜ため息いきを吐つく夏野。

「でも残念、この世界において、この犬のパートナーは私よ。そう、私、夏野霧姫なの。魔法少女として、私と、この犬と、一緒に、力を合わせて、この世界の為に戦っているの。平和な未来の為にやっているのよ、邪魔をしないでくれるかしら」

『いやお前さっき、マジカルワールドを滅ぼすとか言って……ごめんなさい何でもないです』

　夏野がえらい勢いで睨んで来たので、俺は素直に退散します。この人って、魔法少女になりたいの？　それとも世界を滅ぼしたいの？　どっち？

　とにかく、夏野の危険度がぐんぐん増しているような気がする。このままでは、俺の華やかな読書ライフが実現出来なくなってしまう。魔法少女ならぬ無法少女、世界を滅ぼす邪悪、こいつが魔法少女として歩く未来が見えない。

『……だったら、あっちの娘の方がマシか？』

　もう一人、突如として現れた円香という少女の方を見る。

　夏野よりも若い、中学生ぐらいだろうか。魔法少女としては、恐らくこちらの方が適役だろう。真剣な視線を夏野に向けている。一歩も退ひくまいというような、その表情が眩まぶしい。その意思さえあれば、魔法少女になるには十分だ。

「ずるい！　私だって、和兄のパートナーになりたいもん！」

「それは私の役目だって、そう言っているでしょう」

「そんなの、戦って奪い取れば良い話だよね？　欲しい物があるなら奪い取れって、和兄から渡された秋あき山やま忍しのぶの本、マジカルストーカー何とかに、そう書いてあったよ？」

　円香は、そこで一度頷うなずいて。

「つまり、和兄の心を折って一生私だけしか見えないように調教すれば良いんだよ!!」

『そういうことじゃないだろ!?』

　何をさらっと、俺の人格を完全無視するようなことを言うの!?　誰から影響を受ければ、こんな危なっかしい娘になるんだ。ああ、こっちも魔法少女には向いてない！

「なーんだ、それなら簡単だよ。夏野さんを倒して、和兄に無理矢理にでも認めてもらえば、それで魔法少女☆円香の誕生ってことだね!!　大丈夫、そういうのは得意だよ」

「あら、簡単とは、言ってくれるわね。アナタに私が倒せると思っているのかしら。それに私だって、心を折るのは上手いのよ？　試してみる？」

『お前も何を張り合っているの!?』

　二人の間に、再び火花が散る。周囲の空間が、グニャリと歪ゆがむような錯さつ覚かく。

「勝った方が、駄犬と魔法少女を続けるってことね。良いわ、簡単で分かりやすい」

「そうだよ、それがこの世界での掟おきてだよ!!」

　最早、『この世界って何？』というツッコミをする気力も無い。

　つーか、本気で俺を巻き込んだ闘争を始めようとしているのだけど、そこには俺の意思は尊そん重ちようされないの!?　心を折られるだけの機械なの!?

「私以上に魔法少女に相応ふさわしい人間なんて、いないということよ。この美しく強い魔法少女・シザーズ☆霧姫に、勝てると思わないことね」

「負けないよ、魔法少女・マグロ☆円香は、絶対に！　このマジカルチェーンソー鮪喰マグロイーターで、ズタズタにしてあげるから!!　もう何も怖くない！」

『どっちもネーミング酷いな！』

　魔法少女というよりも、プロレスラーのリングネームじゃないか。つーか、何でマグロ!?　チェーンソーって何!?

　でも何な故ぜだろう、こんな無茶苦茶な光景見たことない筈なのに、何処か既視感がある。それは俺の前世の記憶か、それとも滅びに至った世界の残ざん滓しか。

『ああ、もう駄目だぁ……』

　もう、俺は勝ち残った方とよろしくやっていくしかないのか。勝った方に心を折られるしかないのか。どちらにしろ、俺に未来は無い。このままでは、地球は、マジカルワールドはどうなってしまうんだ。

　しかし、俺はやっぱりただの犬で。目の前で行われようとしている争いに、口を出すことは出来ない。絶望に染まる視界。

　気付けば、神に祈いのりを捧ささげ、救いを求めていた。

　誰でもいい。この状況に光明を授さずけてくれ。世界に、本当の魔法があるのなら。世界を平和にする、正しい力があるのなら。今こそ現れて、この状況をひっくり返して欲しい。

　世界の危機を、救って欲しい。

　それは儚はかなく、か細い願いで。

　しかし、奇き跡せきはある。魔法は、あるのだ。




「待たせたわね!!」




　何故なら、絶望の淵ふちに沈む俺の目の前に、こうして。

　眩まばゆいばかりの光輝を纏った姿と共に、高らかな声が響いたのだから。




「真打ちは最後に現れる！　あたしこそ真の魔法少女！　地上に降りた神秘の力よ！　世界を光で満たす天使!!　全世界、いや全宇宙、現在過去未来、全ての時間軸、全ての世界線に存在する全ての魔法少女の頂点で輝く存在！！！」




　声と共に、象の滑り台の上に降り立ったのは、やたらと白く、やたらとキラキラとした少女。その凜りんとした青い瞳の中に宿るのは、自信に満みち溢あふれた光。




「その名も、魔法少女・シャイニング☆マキシ!!」















　右手を頭の後ろに回し、ポージングを決めた瞬間、光が逬ほとばしった。

　なびく金髪から。純白の帽ぼう子しから。胸元のリボンから。アイドルのようなフリフリとした衣装から。手にしたマイク型のステッキから。その全身から、光が溢れる。




「あたしが来たからにはもう安心よ！　この世にはびこる悪の根を、全部まとめて照らし尽くす！　それがこの魔法少女・ブライトグリッター☆マキシよ!!」




　更なる名乗り。またも光が溢れる。この世界そのものが輝いているようにすら思わせる程の、輝き。

『……魔法少女、なのか？』

　目の前に現れた存在。その光とオーラに、思わず言葉が震ふるえる。

『魔法少女なんだな!!』

　願いが届いた。救いが現れた。

　全てを救う存在。人々に夢と希望を与える魔法少女が、誰も彼もを幸せにしてくれる魔法少女が、絶体絶命の俺の前に来てくれたのだ。

　夢も希望も、失われてなんかいなかったんだ！




「さあ、この光り輝くあたしの相手は誰!?　必殺のマキシマムシャイニングビューティーマジカルタイフーンで、悪党共を一刀両断天罰覿てき面めんよ!!　このあたし、真・魔法少女・スプレンディッド☆マキシの輝きを恐れぬ者からかかって来なさい！」




　手にしたマイク型のステッキに向かって叫び、三六○度あらゆる方向に向けポージングを決める真・魔法少女。ポージングの度に輝きが現れて、光が溢れる。その余りの輝きっぷりに『さっきから名前が統一されてないよね』というツッコミすら出せない。




「あたしのこの手が光って唸うなる！　お前を倒せと輝き叫ぶ！　愛と勇気と希望の名の下に、マジカルプリンセス・ホーリーアップ！　さあ、準備は万端よ、かかって来なさい！　あたしを称え、羨うらやみ、認めながら光の彼方かなたに消え──」

「「うるさい」」




　叫びと同時、夏野と円香の二人が同時に手のひらを掲げる。

　瞬間、一際強い光が出現した。

　いがみ合っていた二人の手のひらから逬る光の奔ほん流りゆう。それは一応マスコット的な俺だから分かる、魔力によるマジカル衝撃波。紛まぎれもない魔法だ。

　そんな光の奔流が、真・魔法少女を飲み込む。しかし、魔法の勢いはそれだけでは収まらず、辺りを閃光で巻き込んでいく。まるで太陽が落ちて来たかのような圧倒的な光量に、思わず目を閉じて。

『……え？』

　ようやく閃光が収まった時、そこには何も残らなかった。

　公園の遊具も、真・魔法少女も、何もかもが吹き飛んでいた。

『えええええええええええええええええええええ！！！！』

　終わり!?

　今ので終わり!?

　何か凄いキラキラしてオーラたっぷりシャイニングな感じで現れたのに、何をあっさり吹き飛ばされているの!?　悲鳴も無し!?　てっきり、ここから三つどもえの対決が行われるものだと思っていたんだけど！　さっきのあいつは何の為に出て来たの!?　出オチ!?　出オチ要員だったの!?

「何だったのかしら、今の白いのは」

「何でも良いよ。早く始めようよ」

「そうね、続きと行きましょうか」

「うん、望むところだよ」

　たった今吹き飛ばした奴のことなど一切顧かえりみることなく、二人は戦いの場へと戻る。

　夏野はハサミを構え、円香は背負っていた巨大なチェーンソーを振り上げる。

　どちらも一切魔法と関係無い、物理的な武ぶ装そうである。

　いや、たった今魔法使ったじゃないかお前ら。凄いのを。その魔法で戦えよ。つーか、円香の方も魔法を使っちゃっていたよね。契約してない筈なのに何で使えるの!?

『ああもう、結局何がしたいんだ、こいつら……』

　既にマジカルワールドも、マジカルブックも関係無い。

　この場を支配するのは、ただ二人の物理的な攻撃と殺気のみ。

　俺にとっては、どちらが勝っても未来は暗い。

『……もうこれは、駄目かも分からんね』

　よし、諦あきらめよう。

　これ、多分もうどうにもならない奴だ。

　だから、本を読もう。

　さっき夏野から渡された『ＡＲＡＢ』のページに目を落とす。現実の世界に救いは無くても。本の中の世界には、きっと魔法も奇跡もいっぱい残っているのだから。

　俺は、ひたすら本を読む。

　本を読んで、生きて行く。

　春海和人は、読書バカなのだから。


















　俺の名前は春はる海み和かず人ひと！　名探偵さ！

　犬の肉体に人の意思を宿し、しかも名探偵という、何とも珍ちん妙みような存在。しかし、名探偵という肩書きは伊だ達てじゃない。パートナーと共に、幾いく多たの事件を解決して来た実績がある。犬と人とのコンビ探偵と言えば、業界内でちょっとは名が知られているのだ。

　パートナーの名前は夏なつ野の霧きり姫ひめ。

　いざ事件の場に臨のぞめば、常人離れした能力を発はつ揮きして、たちどころに事件を解決する。しかし、普段の言動がおかしくて、むやみやたらに喧けん嘩かっ早ぱやいので、凄すごく厄やつ介かいな人物だ。何かあるとすぐハサミを振り回すし、探偵のくせに物理的手段で解決することの方が多い。むしろ、迷探偵と呼んだ方が良いかもしれない。

　そんな俺達がいるのは、雪山の奥深くに建てられた『斜め暗黒眼球十角アフロ館』という名の山荘。

　最寄りの町から車で数時間、更に徒歩で数時間、細い吊つり橋ばしを渡った先にある、まさに陸の孤島。そんな場所に、俺達は偶然迷い込んだ。偶然迷い込める場所ではない、という意見もあるだろうが。探偵とは、そういう偶然を味方につけるものなのだ。

　夏野は山荘を見つけるなり『事件の匂においがするわね』などと笑顔で不穏なことを言っていたが、俺はそうならないことを祈いのっている。別に探偵だからといって、いつも事件が起こって欲しい訳じゃないんだ。

　しかし、人間とは複雑怪奇。謎なぞの種は尽きることを知らず。俺の祈りも空しく、山荘の何ど処こからか聞こえて来た悲鳴が、事件の始まりを告げたのである。


　　　　　　　　



『し、死んでるっ!?』

　俺達の目の前に現れたのは、紛まぎれもなく死体だった。

　つい先程まで、元気に騒いでいた。世界中の誰よりも輝いているとかいないとか、ちょっとおかしなことを叫びまくっていたアイドル。名前は、秋あき月づきマキシ。

　しかし、そんな彼女は今、床に倒れ伏したまま動かない。倒れた身体からだの下に拡ひろがるのは深紅の液体。凄せい惨さんな、そして濃密な死の気配。

　閉ざされた雪の山荘。外への連絡が不可能となった閉へい鎖さ空間において、突とつ如じよ現れた死体は、他の客達の動どう揺ようを誘う。誰もが青ざめた表情で、ある者は死体から目を逸そらし、ある者はこみ上げる悲鳴を必死で抑え、またある者は怯おびえた視線を周囲に走らせている。

「死因は……モブキャラであることに耐えられなくなったことによるショック死ね」

『何その斬ざん新しんな死因!?』

　と、死体を検分していた夏野がおかしなことを言い出した。

『いや何だよ、ショック死って。じゃあ、この血は何だってんだよ』

「ああ、それはトマトジュースね。倒れた時にでもこぼしたんじゃないかしら」

『そんなベタなことをこの二十一世紀にやったの!?　この被害者はお笑い芸人か何かなの!?　つーか、モブキャラって何!?』

「それは、メタレベルに精通する高次元探偵の私にしか把は握あく出来ない話よ。今回、この駄アイドルは序じよ盤ばんでいきなり死ぬような端役だったのね。所しよ詮せんはその程度の雑ざ魚こキャラということよ。探偵役を務める私とは大違いだわ」

『……お前、さっきからこの被害者に対して厳しくないか？』

「だってアイドルだし、どうでも良いわ。あら、ここに面白い物があるわね」

　俺を無視して夏野が指差した先にあるのは、赤くのたくった文字らしきもの。見れば、その延長線上にある秋月マキシの指先もまた、赤く染まっている。

「ショックで心しん臓ぞうが停止する直前に、最期の力を振り絞って書いたみたいね」

『じゃあ、これは……ダイイングメッセージ、なのか？』

　ダイイングメッセージ。それは被害者から探偵に伝えられる最期の事実、どうしても残したかった重要なメッセージだ。

　床に倒れた被害者、妙な格好で伸ばされた指先により記されているのは。




【で　ば　ん】




『…………んん？』

「成なる程ほど、確かに前の世界での扱いは、酷ひどい感じだったものね。まさか、あんな後半まで出番が無くて、しかも出オチ扱いだとは思ってもいなかったんでしょう。だから今回はとにかく目立つよう、一番始めに出て来たんだわ。死の淵ふちにあってもなお、自らの出番を心配するとは。その執念だけは称賛に値あたいするわ。出オチなのは変わらないけど」

『いや、その、お前が何を言っているのか全く分からないんだけど。これは俺の頭が悪いせいなの？　前の世界って何のこと？』

　しかも、気に入らない奴って、ひょっとしてこいつと知り合いだったりするの？　この山荘で初めて会ったもんだとばかり思っていたんだけど、違うの？

「まあ、死んでしまった以上、本当に出番は終わりよね。さあ、次に進みましょう。死人に関かかわっている暇ひまは無いわ」

『お前、被害者に対して、もっと優しい言葉は無いのかよ』

「おおマキシよ、死んでしまうとは情けない」

『鬼！　悪魔！　夏野!!』

「それじゃあ、この連続殺人事件の犯人を捜しましょうか」

『……連続殺人？　いや、ちょっと待てよ。何でそんな物ぶつ騒そうなことになるんだよ』

　マキシは出番が無くて死んだって言うのなら、それは殺人事件じゃないし。あくまで個人的な問題であって、ほぼ自殺に近いことじゃないの？

「そんなの、精神攻撃で追い込んだのかもしれないじゃない」

『どうあがいても殺人事件にしたいの!?』

「こんな閉鎖空間で人死にが起きたのよ。しかも、客達は皆、何者かからの招しよう待たい状じようでこの山荘に集められたらしいじゃない。きっとそれも全すべて犯人の策略。つまり、これは連続殺人事件に決まっているの。私の灰色の脳細胞が唸うなりを上げているわ」

『いや、いくら多くの殺人事件に遭そう遇ぐうしている名探偵だからといって、人が死んだ＝イコール連続殺人って決めつけるのはどうなんだよ』

「何を言っているの？　事件が起きてからじゃ遅いでしょう。一パーセントでも可能性がある以上、調査はしておくべきじゃない。備えあれば憂うれいなし、よ」

『それは、まぁ、そうだけどさ』

「とにかく、犯人が犯行を重ねる気でいるのは確かよ。駄アイドル一人を狙ねらうにしては計画が大げさ過ぎるもの。だから、新たな犯行を未然に防げるよう努力しましょう」

『ああ、分かった』

　この豪雪で閉ざされた山荘、外部からの侵入はまず不可能。唯一の移動手段である吊り橋は、先程何者かの手によって炎上させられていたことが判明した。

　夏野の言うように、これが殺人事件だとしたら、事件を起こした犯人はこの客の中にいる可能性が非常に高い。ほぼ全員が初対面であり、互いの素す性じようも不明。誰もが犯人たり得る状況下、些さ細さいな違い和わ感かんも見逃してはならない。

　それが、名探偵の仕事なのだから。




　さて、山荘に集められた客達を観察する。何者かから招待状を受け取って、この山荘に集まった彼らを、一人一人見回していく。

　まず一人目。この雪深い山荘『斜め暗黒眼球十角アフロ館』の管理人であるアフロ。名前は忘れたけれど、とりあえずアフロと呼んでおけば間違いは無いだろう。

　二人目。大おお澤さわ映は見み。常に何かに怯えたような目をした、メガネの女子高生。

　三人目。春海円まど香か。何な故ぜだか、巨大な包ほう丁ちようのようなものを手にして、俺の妹だと言い張る女子中学生。俺に妹はいないと、そう何度も言っているのに。

「もう、和兄ってば照れちゃって。前の世界の時も言ったけど、私は常に和兄の妹だよ！　たとえ世界が何周しようとも、それは不変なんだから！」

『だから前の世界って何!?』

「ほら、私の鮪喰マグロイーターも、そうだって言っているよ」

『鮪喰って何!?　ひょっとしてその包丁の名前!?　それって凶器じゃないの!?』

　四人目。姫ひめ萩はぎ紅葉もみじ。車くるま椅い子すに乗った、まるで表情を変えない和服の少女。

　五人目。森もり部べ佐さ茅ち。姫萩紅葉の世せ話わをするメイド。柄えの太いデッキブラシのような箒ほうきを肌身離さず持ち歩いている。

　六人目。秋月マキシ。最初の被害者。ＤＥＡＤ。そして最後の、七人目は。

『……一体、何者だ？』

　何故か頭から麻袋をすっぽりと被かぶっているせいで顔が見えないが、醸かもし出だす雰ふん囲い気きが完全におかしい。何故か全身をロープで縛っていて、何故か身体中に湿しつ布ぷと絆ばん創そう膏こうを貼はっている。そして、時折思い出したかのようにクケケケケと笑い出す。宿帳に書かれた名前は『苦く痛つうヶ丘おか弩ど絵え無む左ざ衛え門もん』と、百パーセント偽名である。

　この山荘に集った八人と一匹の中でも、群を抜いて怪しい人物だ。

『なあ、夏野、あれって』

「どうやら、これで全員のようね」

『おい無視するなよ』

　明らかにおかしいのが一人混じっているんですが。あれはスルーでいいんですか。

　夏野は手慣れた様子で、全員を一通り見回した後。いつものように、探偵として事件現場にいる時と同じ口調で。

「犯人は、この中に居るわ!!」

「「「「「「…………」」」」」」

　言葉に従って、全員が同じ人物を見た。勿もち論ろん、俺も見た。

『とびきり全開怪しいのがいるんだもんなぁ……』

　視線が集まるのは勿論、苦痛ヶ丘弩絵無左衛門さん。

　いや、これは仕方がないですよね。だって怪しいもの。あらゆる分野の怪しい部分だけを凝ぎよう縮しゆくしたかのような怪しさだもの。少年探偵団でなくても怪しむレベルの怪しさだ。

　この場の全員から見られている弩絵無左衛門は、身体をぶるりと震わせると。

「あぁもう!!　気持ち良いですぅぅぅぅ!!」

『おい夏野、そいつ絶対に犯人だから、早く捕まえろ』

「落ち着きなさい、駄犬。それはただの変態であって、犯人とは限らないわ」

『むしろ犯人じゃなくても捕まえろよ。何かしらの罪に問えるだろ』

「ああ、こんな縛られた状態で皆さんから蔑さげすむ視線で見られるなんて、最っ高の贅ぜい沢たくじゃないですかぁ！　こんなところまで来た甲か斐いがありましたよねぇ！　肉体的な痛みも良いけれど、こうして精神に来るのもグッド！　あぁ、もっと！　もっとぉ!!」

『うわぁ……』

「何なら火かき棒ぼうとかで殴なぐってくれて構わないんですよぉ!?　ほら、ガツンと一撃喰くらわせてみたらどうですか!?　ロープとかナイフとか、色々取とり揃そろえてありますよぉ!!」

『もう良いだろ。とにかくお縄なわにしようよ。こいつが犯人だよ』

「いいえ。残念ながら、犯行が起きたと思おぼしき時間、そいつにはアリバイがあるのよ」

『アリバイだって？』

「ええ、その変態の本名は、柊ひいらぎ鈴すず菜な。見ての通り変態よ。でも、この変態、犯行時刻には、私の部屋で折せつ檻かんを受けていたのよ。だからこいつにはアリバイが成立するわ」

『成立しちゃうのかよ』

　そしてお前は、俺が見ない間に誰と何をやっているんだ。

「疑うようなら、私の鞄かばんの中の携けい帯たい拷ごう問もん器具を調べてみればいいわ。恐らく、破片とか出てくるんじゃないかしら」

『いや、いいです。もういいです』

　そんな猟りよう奇き的てきな物を携帯しないで欲しい。何の破片だよ。

　とにかく、この変態に犯行は不可能だったと、そういうことらしい。残念ながら。




　その後、夏野が山荘の客達を一人ずつ部屋に呼んで事じ情じよう聴ちよう取しゆしたが、残念ながら、秋月マキシの死亡時刻に明確なアリバイを持つ人間はいなかった。

　姫萩紅葉と、メイドである森部佐茅は共に自室にいたと主張しているが、身内で口裏を合わせている可能性がある。紅葉を尋じん問もんしようとした夏野と佐茅との間でちょっとした斬きり合あいなんかもあったけど、どうにか大事にならずに済んだ。

　春海円香と大澤映見は、キッチンで一緒にカレーを作っていたらしいが、調理中にカレーが爆発したらしく、その時に発生した黄色い噴ふん煙えんのせいでお互いを確認出来なかったという。つまり、隙すきを見て出て行くことは十分に可能だ。ってか、何で爆発したの。

　アフロは一人、洗面所でアフロの手入れをしていたという。

『……まさか、一番怪しい変態のアリバイだけが成立しているなんて』

　アリバイさえ無ければ、どうにか推理して変態の犯行を成立させるというのに。

『でも厄介だな。夏野の言う通り、これが連続殺人だとしたら、うかうかしている内に新たな被害者が出てしまうぞ』

「大丈夫、私に良い考えがあるわ」

『良い考え、ね。その言い回しだと、不安しか感じないんだけど』

「簡単なことよ。犯人はきっと、誰かが一人になったところを襲おそう筈はず。それを逆手にとって、常に全員が同じ部屋で行動していれば、犯行を起こすことは不可能となるわ」

『おお、思ったよりもマトモな考えだ』

　てっきり『ア行から順番に一人一人拷問して吐かせればいい』とか、そんな猟奇的な考えかと思っていた。確かに、相互に監かん視しさせ、犯人の行動を制限してしまえば、犯行は起こり得ない。無理に犯行に及んだとしても、すぐ取り押さえることが可能だ。

『でも、そういうのって、必ず嫌がる奴が出て来るんだよな。こんな状況下でも、助け合いが出来ない奴が。どうせ「人殺しかもしれない連中と一緒に居られるか！　俺は部屋に戻るぞ！」とか言い出すに決まっているんだ』

「真っ先に死ぬパターンよね」

『真っ先に死ぬパターンだけどさ』

　そんなあからさまなフラグ立てをしようものなら、二秒後には死体で発見です。

　そこまでベタな行動は取らないだろうけれど、心情は理解出来る。自分の隣となりの人間が殺人者かもしれないという状況下、初対面の他人を信じろという方が無理な話だ。

「まあ、そこは安心しなさい。一緒に行動出来ないとか吐ぬかす奴は、私がこのハサミで脅おどしつけてやるから。窮きゆう地ちを共に越える仲間だもの、そうすれば強固な絆きずなが生まれるに違いないわ。朝起きたら、一つの寝袋で、身を寄せ合って寝ているんじゃないかしら」

『何その看守長みたいなやり口は!?』

「私が全ての憎まれ役を演じることで、みんなの命が助かるというのなら、別に構わない。涙を呑のんで、役割を全うするわよ」

『その割に笑顔ですけどね!!』

「大丈夫、アナタの役割もちゃんと決まっているから。いざという時のハサミの餌え食じき、という役割が、ね」

『そんな救いの無い役割があるかよ!!』

　ロールプレイ出来る範はん囲いを越えているよ。でも、こいつが探偵で本当に良かった。メンタル的にも性せい癖へき的てきにも、明らかに犯人側だもんね。本当、探偵で良かった。




　結局、夏野の提案通りに全員をリビングに集めることになった。集めるというか、ハサミを背中に突き付けて連行した。

「ほら、キリキリ歩きなさい。霧姫だけに」

『そんな愉ゆ快かいなことを言っている場合か？』

　その強引な手口に、当然ながら不満の声が上がったが、夏野がハサミを振るってリビングにある暖だん炉ろを一刀両断したことで、全て丸く収まった。いや収まってはないけれど。単純に恐怖で押さえつけただけだけど。

　さて、リビングの中。映見と円香は、揃って料理本を眺めている。皆の為ために料理を作るらしいが、時折『斬る』『潰つぶす』『捕ほ縛ばくする』などのワードが聞こえるのが不安だ。

　メイドの森部佐茅は最初抵抗の構えを見せ、自室から出て来ようとはしなかった。しかし、突如ハッとした顔を見せると、室内の姫萩紅葉の方へと戻る。少しの間コソコソと話していたかと思うと、『お嬢じよう様さまが仰おつしやるなら仕方ない』と言って、大人しくリビングに集まってくれた。俺には紅葉の声は聞こえなかったけど、何を言われたんだろう。

　そして『苦痛ヶ丘弩絵無左衛門』こと柊鈴菜は、相変わらず麻袋を被った状態でリビングの隅っこに転がっている。

『よし、とにかくこれで、次の犠牲者の発生は免まぬかれる筈だよな』

「まだ安心は出来ないわ。犯人は、必ず隙を狙って来る筈。気を抜けば、犠牲者が出るものと心得なさい。だからトイレに行く時も、勿もち論ろん全員で動くのよ。お風ふ呂ろに入る時も、当然ながら全員一緒。寝る時はここに布団ふとんを敷しきましょう。枕まくら投なげなんかもしちゃったりして。きっと話が弾むでしょうね」

『修学旅行か!!』

　そんな呑のん気きな話じゃないと思うんだけど。

　リビング内の皆は、なおも不安そうな表情をしているが。しかし、これも第二の犠牲者が生まれるのを防ぐ為だ。夜が明け、地元の警けい察さつが異常に気付いて駆けつけてくれるまでの間、こうして皆、六人と一匹で一緒に居続けるのが一番安全な方法で……。

『……ちょっと待て。一人、足りなくないか？』

　リビングを見回す。大澤映見。春海円香。姫萩紅葉。森部佐茅。苦痛ヶ丘弩絵無左衛門。そして夏野霧姫と、春海和人。何かが足りない。こう、ボリューム感が不足しているというか、物足りない感じが。

「まあ、どうでも良いんじゃない？　だって、足りないのってアフロよ？」

『そっか、アフロか。じゃあ別に良いな』

　一息。

『いや良くないよね!?』

　確かにあのアフロは、上う手まく説明出来ないけど、何故か見殺しにしていい感じがしてしまう。『アフロだからしょうがない』的なことがないとも言えないけど。アフロといえど、大事な一つの命なんだ！　不ふ思し議ぎとないがしろにしてしまいがちだけど！

『アフロはこの山荘の主人だ。何か、重要なことに気付いたのかもしれないぞ』

　夏野は、顎あごに手を当てて考えるような仕草を見せた後、リビングの皆に問う。

「……成程、確かにそうね。ねえ誰か、アフロの行方ゆくえを知らない？」

「あ、あの、私、見ました」

　夏野の問いかけに、おずおずと手を挙げたのはメガネの女子高生、大澤映見だった。

「それで？　アフロは何処へ行ったの？」

「あ、あの……」

「いいえ、質問を変えるわ。アフロを何処へやったの？」

「ふぇ!?　えっと、その……ごめんなさい」

「どうしたの？　何で謝るの？　何が言いたいの？　見たっていうのは噓うそだったの？　ふざけてるの？　それとも言えない事情でもあるの？　ほら何か言いなさいよ。隠していることがあるの？　どうやったらそんなに胸が膨ふくらむのよ。ちょっと大き過ぎるんじゃないの？　ほら、アナタが殺やったんでしょう？　早く吐きなさい」

「…………ごめんなさい。私が殺り──」

『ストップ！　ストップ!!』

　アフロの行方を聞くだけだったよね？　何を脅きよう迫はくまがいなことをしてるの？　つーかお前、自白しそうになるなよ!!　何、犯人なの!?

「邪じや魔まするんじゃないわよ駄犬。あともう少しでゲロするところだったのに」

『やり方が強ごう引いん過ぎるんだよ!!』

　見ろ、泣いちゃっているじゃないか。雰囲気は完全に、二時間ドラマのクライマックスだ。追い詰められて崖がけから飛び降りかねない。

「そう、私が殺ったの、だから責任を取って死ぬよ。一人で暗い部屋に戻って『あいつは確かに死んだ筈だ！』とか『まさか、五年前のあの事件に関係が……』とか意味深なことを呟つぶやいて、そこを犯人に背後から襲われて死ぬよ」

『そんな面めん倒どうな自殺があるか!!』

　犯人にそんな手間をかけさせるなよ。

　どうにか映見をなだめて、アフロの目撃情報を聞き出す。

「一人でゆっくりシャワーを浴びたいからって、部屋に入るところを見ました。アフロにはこまめなお手入れが欠かせないからと、そう言い残して」

『……うわぁ』

「この山荘から出られたら、故郷に残してきた婚約者と結婚するって。首に下げたロケットを見つめながら、パインサラダが食べたいとか、そんなことも言っていました」

『うわぁ、うわぁ』

　殺人犯がいる山荘で一人になるとか、婚約者とか。これは死んだな、アフロ。




　やっぱりアフロは死んでいた。

　シャワーが流れ落ちる狭い浴室。その浴よく槽そうに頭を突っ込んだ体勢で、アフロは倒れていた。顔には驚きよう愕がくの表情。限界まで見開かれたその瞳ひとみは、最期に何を見たのか。

　外傷の類たぐいはない。しかし、明らかな異常が一つある。

　アフロのアフロたる象徴であるアフロ。そのアフロが、無む惨ざんにも切り刻まれているのだ。アフロの残ざん骸がいで、浴槽が真っ黒く染まっている。それだけの量のアフロが、アフロから切り離されてしまっている。

『これは……惨むごい、色々な意味で』

「ふむ、死因は……どうやら、自じ慢まんのアフロを切り刻まれたことによるショック死ね」

『またショック死かよ』

　皆して、メンタルが豆とう腐ふみたいな感じだよね。もっと心を強く持とうよ。

「あら、強いショックを与えられたら、人間なんて簡単に命を落とすわよ？」

『何だよ、その、経験済み、みたいな言い分は』

「試しに想像してごらんなさい。もしアナタの大切にしている本が、朝起きたら全部燃やされていたら、どうなるかしら？」

『死ぬ』

　まあ、死ぬよね。一瞬で死ねると思います。成程、そう考えるとアフロの死に様も、十分に納なつ得とくの行くものだった。命よりも大切なアフロを失えば、きっとこうなるだろう。

　そんなアフロの指先が、シャンプーの泡で文字を書き記していた。最期にメッセージを遺のこしてくれたのだ。良くやったぞアフロ！　さあ、俺に読ませてみろ！




【ア　フ　ロ】




『微み塵じんも役に立ちゃしねぇ!!』

　今更自己紹介されても困るよ！　何を伝えたかったんだよアフロは。お前がアフロだってことは見れば分かるんだよ。本当使えない奴だなアフロ。失望したよアフロ。

「……いえ、アフロは良くやったわ」

『えっ？』

「いい？　アフロのアフロは、鋭えい利りな刃物で斬られているわ。斬り口を見れば分かる。これを斬ったのは相当の業わざ物ものよ。そして、刃物を持っているのはこの場に二人だけ」

『二人って、それは』

「ええ、巨大な包丁を抱えている春海円香と、あの箒の中に仕込みの刃を隠している森部佐茅の二人。つまりは、どちらかがこの凶行を行った犯人ということね。他の誰をごまかせても、私の目はごまかせないわ」

　自信たっぷりに、夏野はそう言い切った。

「アフロは死してなお、最期にこうしてメッセージを残してくれたのね。その無念、必ず私が晴らしてあげる。残る容疑者二人を、締め上げることでね」

『……いや、そんな回りくどいことしなくても、そこにダイイングメッセージがあるじゃないか。「アフロ」って書いてあるんだけど、それは無視なの？』

　それに、夏野の説明は筋が通っているようで、一つどうしても見逃せない点がある。

『……二人じゃ、ないよね？』

　俺の視線は、自然と夏野の太ももへ移る。そこに納められているハサミ。アフロなんか簡単に刻めそうな刃物。どう考えても残り三人だよね、容疑者。しかしそれを言うと、間違いなくハサミが飛んでくるので、黙って見送る。俺だってまだ死にたくないし。

「さあ、アフロの遺い志しを継ぐわよ」

『アフロがそれを望んでいるかなぁ……』

　ダイイングメッセージを完全に無視しているし。他ならぬ探偵の手によって事実が歪ゆがめられている。しかし死人に口なし、不ふ憫びんなアフロにはどうすることも出来ない。

　アフロに黙もく禱とうを捧ささげ、部屋から出ようとした俺達を待っていたのは。

「うわぁぁぁぁぁぁぁい！！！」

　山荘中に響き渡るほどの、悲鳴だった。


　　　　　　　　



『うわぁ……』

「また、派は手でにやってくれたわね」

　悲鳴の聞こえた場所に駆けつけた俺達が目撃したのは、変態が巨大な石像の下敷きになっている姿だった。












　山荘の玄げん関かん入ってすぐに設置されていた『筋肉菩ぼ薩さつ』という、この地方の守り神の巨大な石像。菩薩のくせに、ニッコリ笑ってアブドミナル＆サイのポーズを取っている。

　その重量感ある像が横倒しになり、苦痛ヶ丘弩絵無左衛門こと柊鈴菜を押し潰していた。相当の重さがあったのか、床に大きな亀き裂れつが走っている。こんな物に押し潰されては、ひとたまりもなかったに違いない。変態とはいえ、こうして死んでしまえば平等だ、せめて手厚く弔とむらってやろうと目を向けると。

「あ～ん、重いですよぉ」

『生きてるのかよ……』

「この像、死ぬほど重くて、実に素す敵てきですねぇ。ああ、このまま潰れたい。どこぞの黄色いカエルのように、ペチャンコになりたいですよぉ」

『遠えん慮りよしなくていいから今すぐ潰れろよ』

「健全な苦痛は、健全な肉体に宿る。至言ですよねぇ。うわぁぁぁい」

『それ悲鳴!?　違うよね!?　お前まさか……』

「全く、こんな素す晴ばらしい重さを味わってしまっては、思わず嬉うれしい悲鳴も上がってしまいますねぇ。うわぁぁぁぁぁぁぁい！　うわぁぁぁぁぁぁぁい！」

『この変態は本当にもう！　本当にもう！』

「あ、ナイスです！　石像を蹴けって貰もらえるとなお素晴らしい！」

　この状態で生きているとか、どれだけ変態なんだ。ここは、黙って死んでおくべきところではないのかよ。どうしてこんなになるまで放ほうっておいたんだ。もう完全に手遅れだろう。犯人だって、こいつには手を出さないだろ。

「第三の犠牲者が出てしまったわね。やったのは、あの二人のどちらかに違いないわ」

　しかし夏野は、変態を冷静な目で見下ろしている。探偵の目で。

『いや、残念ながらまだ生きていますけども』

　本当に残念ながら。しかも、今回の件は、連続殺人と関係無いだろう。この変態が自己の快楽の為に、自ら石像を倒した線が濃厚だ。『手頃な重さの石像がありますぅ。じゃあ潰されましょう』とか真剣に言い出しかねないぞ、この変態は。

『いやまあでも、生きているんだから、話を聞くことは出来るよな。ひょっとしたら、本当に犯人の行動とかも見ているかもしれないし』

「そうね、流石さすがにこのままにもしておけないわ」

　夏野は、重そうな像を持ち上げる。重みが無くなったことを感じ取ったのか、変態が目を醒さまして、抗こう議ぎの声を上げた。

「そ、そんな！　折せつ角かくの荷重が遠のいていますよ！　止やめて下さい！　私から荷重を！　荷重を取り上げないで下さいぃぃぃ!!」

「安心しなさい変態。これはね……こうするのよ」

　夏野は、勢いを付けて石像を持ち上げて。

　そのまま、叩たたき落おとした。

　山荘を揺るがす轟ごう音おん。その中に混じって聞こえる『ああぁぁん』という、多分悲鳴。それだけを残して、変態は再び沈黙した。沈黙して、それ以上は何も無かった。

「……これで、静かになったわね」

『いやいやいやいやいや!!』

「何よ駄犬、その顔は」

『今！　俺の前で！　殺人事件が！　まさに！　なう！』

「そうね、山荘で巻き起こる残ざん虐ぎやくな連続殺人事件、絶対に許せないわ。鈴菜をこんな酷い目に遭あわせるだなんて……なんて卑ひ劣れつな犯人なのかしら。絶対に捕まえてみせるわ」

『一分前の自分に言えよ!!』

　さすがに堂々とし過ぎだろ。だって生きてたし！　変態だって、生きていたし!!

「犯罪というものは、立証されて初めて犯罪として成立するものなの。逆に言えば、それが犯罪であると他人に知られなければ、犯罪ではないのよ」

『……それはそうかもしれないけど、どうして今それを言うんだ？』

「もしくは、それが犯罪であるということを知る人間が一人もいなくなってしまった場合も、犯罪ではなくなるのよ」

『だから何でそういう話を今するの!?　しかも俺を見ながら!!』

「命が惜しかったら……分かっているわよね？」

『いよいよ直接的な脅迫に出たぞオイ』

　夏野は、ハサミを俺の首元へと突き付けて来る。もう自分のやらかしたことを否定すらしないんですね。

「まあ、アナタが黙っている限りは手を出さないわ。黙っている限りは、ね」

『……肝に銘めいじます』

　何この人怖い。本当に探偵なの!?　殺人鬼じゃないの!?　結構長い付き合いの筈なのに、訳分かんないんだけど!!

「じゃあ駄犬、犠牲者の無念を晴らす為にも、この事件、必ず解決するわよ。もしも出来なかった場合は……分かっているわよね？」

『……はい、分かっています』

「よろしい」

　出来なかった場合、俺が新たなる犠牲者になるんですね。どうしてこうなった。

　震える身体を抑えて、玄関から移動する。自らに降りかかった災さい厄やくを呪のろいながら、リビングへと繋つながる扉を開けて。

　そして、言葉を失った。

　赤い。何もかもが、赤い。

　目に飛び込んできた光景は、あまりにも凄惨だった。

　決して狭くはないリビングの、その至る所に、赤い液体が飛び散っている。床も、壁かべも、天てん井じようまでもが、ペンキをぶちまけたかのように真紅に染まっている。そして鼻を突くのは、異様な匂い。何かが腐くさったかのような、不快な匂い。

　そして、その惨劇の中央。

　まるでガラクタのように、手足をあらぬ方向へと投げ出した格好で。

　大澤映見が、倒れていた。




『……そんな』

　つい先程まで普通に会話をしていた人物の、無惨過ぎる死。

　思わず絶句してしまったが、そんなことをしている場合ではないと、すぐに思い直す。俺は探偵なのだ。

　犬の身体ではあるものの、その誇ほこりを忘れたりはしない。

　死者の無念に報むくいる為、真実を導みちびかなければならない。

　室内の様子を窺うかがい、誰かが潜ひそんでいないかを確認した後、リビングの中央へと向かう。

『……酷い』

　床に倒れている映見の全身が、赤い液体で染まっている。確かめるまでもなく、致命傷となる量だ。半開きになった映見の口からは、今なお赤い液体が溢あふれ出だしていて、犯行が行われてから、それほど時間が経たっていないことが分かる。

　何か、とんでもないものを見てしまったと言わんばかりの、映見の形ぎよう相そう。

　あまりに悲惨で、悲しい姿。そのままにしておくのは忍びない、外れていたメガネを元に戻して、持っていたハンカチで顔を拭ぬぐうと。

『……ん？』

　手に残る感触が妙だ。

　血にしては、何だかネバッとしているような。

『……これ、まさか、血じゃなくて』

「ええ、カレーね」

『カレー!?』

　血じゃなくて、これカレーなの？　いやカレーはこんなに赤くないし、こんなに腐った匂いしないし、こんなに飛散したりしないんですけど、それでもカレーだと言うの？

「きっと、作り方を間違えてしまったのね。つい赤い絵の具や食紅を入れちゃって、寝かせておく時間も間違えて、なおかつ運んでいる最中に盛大に転んで、頭から被ったらこんな状況になるんじゃないかしら」

『かつてないレベルのドジですよね!?』

　天井まで飛び散っているんですけど、どう転べばそうなるんだよ。空中できりもみ三回転したとでも言うのか。

『いやお前、ちょっと待てよ。それは流石に……』

　仮に、夏野の言う通り、この真っ赤な何かが全てカレーだとしよう。もしそうだとしたら、果たして映見の身に、何が起こったというのか。どういう過程を経たら、カレーに埋もれて死ぬような事態が起こり得るというのか。カレーの神様に恨うらまれているのか。

「死因は、一度にこれだけのカレーを食べたことによるショック死ね」

『またもや!!』

「カレーばかり一度に食べるものじゃないわ。要はバランスよ。福神漬けが用意されていたら、こんなことにはならなかったでしょうに」

『すげぇな福神漬け！』

　今度からは絶対買い置きしておこう。

「でも、これで犯人は決まったわね」

『……へ？』

「カレーという単語に聞き覚えがあるわよね？　私達は確かに聞いた筈よ。さっき全員を部屋に集めた時、『カレーを作る』と言っていた人物がいたことを。このリビングのカレーが誰かの手によって引き起こされたものだとしたら。それを実行したのは……」

『そんな、まさか……』

　脳のう裏りに浮かぶ、それは一人の少女の顔。

「確かめてみましょう。床に飛び散ったカレーの熱さから考えて、犯行が行われたのはついさっきのこと。犯人が廊ろう下かへと通じる扉から出たのなら、私達と鉢はち合あわせしていた筈。だとすれば、犯人が逃げたのは……」

『もう一つの出入り口。キッチンへの扉！』

　夏野と並び、警けい戒かいを強めながら、キッチンへと向かう。カレーの海を乗り越えて。

　いよいよ、事件は大詰めに向かっている。しかし。同時に、とんでもないカタストロフに向かっているのではないかという、そんな恐ろしい予感がしてならない。




　そうして、辿たどり着ついたキッチンでは。

『なんて、こった』

　キッチンでは、円香が死んでいた。

　口から大量の血……いや、カレーを吐いていた。

　俺を、兄と呼んだ少女。まったく身に覚えの無い、赤の他人ではあったが、しかし無む邪じや気きに慕したって来てくれた円香の死は、俺の心に影を落とす。

　まだコンロに掛けられたままの鍋なべの中には、赤い液体がなみなみと注そそがれている。確かにそれはカレーなのだろう、脇には市販されているのと同じカレールーが置かれている。普通のルーの筈なのに、どうしてカレーが赤くなるのか。

　キッチンで料理をしているところを襲われたのだろうか、円香はエプロン姿だった。

　まな板に寄りかかるようにして倒れており、その手には包丁が……包丁、なのか？　包丁ってサイズじゃないっていうか、チェーンソーみたいな包丁を持ったままだった。

『そんな、どうして。……カレーの時点で、犯人は円香に絞られたんじゃ』

「違ったということね。見なさい、ダイイングメッセージがカレーで書かれているわ」

『最期までカレーなのかよ……どれだ？』

　倒れた円香の、その指先がまな板へと伸びている。そこに残されたメッセージには。




【か　ず　に　い】




『俺が犯人みたいになっているじゃないかよ!?』

「アナタが犯人だったのね」

『違うに決まっているだろ!?　どうしてお前に疑われるの!?』

「なんて大胆な……探偵が犯人だとか、余りに斬新過ぎる展開で気が付かなかったわ」

『そう斬新でもないけどな！』

　円香は、最期に俺のことを想おもってくれたのかもしれないけれど。しかしメッセージを残された俺にとってはいい迷めい惑わくです。犯人の名前を書き残したようにしか見えないよ。

「でも、これは有力な手掛かりよね、だって名指しだから一発で分かるもの。全てのダイイングメッセージはこれくらい明快にやるべきだわ」

『消して！　今すぐに消して！』

「円香、アナタの遺志は無駄にしないから、安心して眠りなさい。前の世界から持ち越した因いん縁ねんも、こうなってしまったらもう水に流すしかないわね。後は私に任せなさい。大丈夫。魔法少女・マグロ☆円香の名前は、決して忘れないから」

『だから前の世界って何!?　そもそも魔法少女って!!』

「ちなみにこの子の死因は、自分で作ったカレーが、予想外に上手く出来たことによるショック死ね」

『それはもう良いよ！　って、予想外に上手く出来たの!?　これで!?』

　真っ赤ですけど!?

　それを大量に摂取した映見が隣の部屋で死んでいるけど、それでも上手く出来たと言えるの!?　もしも上手く出来てなかったらどんなことになるの!?




「とにかく、円香も息絶えていた。他の客達と同様に。そうすると、残ったのはあと一人だけね」

『……一人？　二人じゃないのか？』

「確かめに行きましょう。最後の一人が、どうなったのか」

　俺の疑問に答えることなく、確信めいた様子で、夏野はキッチンから出て行く。俺も慌あわてて、その後を追う。

　窓の外、吹ふき荒すさぶ吹雪の音以外は、何も聞こえない山荘の中。

　それはまるで、何もかもが死に絶えてしまった廃はい墟きよのようだと、そう思った。

　円香、映見、どうか俺に力を与えて欲しい。

　この、どうしようもない絶望的状況の、救いとなる力を。


　　　　　　　　



　玄関から伸びる廊下の、一番奥。

　そこで、車椅子を抱きかかえるようにしてうずくまっている人影があった。

　リビングで見て以来の格かつ好こうのまま、ピクリとも動かない。その脇には、掃そう除じ道具に偽ぎ装そうされた巨大な刃物が落ちている。

『メイドの、森部佐茅か。例によって、死んでいるのか？』

「そのようね」

『じゃあ、犯人は決まりだな。こうなった以上、残っているのは俺達を除いては一人だけ。そいつが、犯人だ』

　車椅子の和装の少女、姫萩紅葉。

　ことここに至っては、紅葉しか該がい当とうする人間はいない。既に世を辞じしたメイドに抱かれている、彼女しかいないのだ。車椅子の紅葉が、どうやって犯行を行ったのかは分からないけれど。それでも、消去法で考えれば、それ以外有り得ない。

　しかし夏野は、首を振る。

「いいえ、良く見てみなさい」

『なっ、これは……!?』

　俺達の推理を根元から覆くつがえすような、あまりにも意外なもの。

『これは……人形!?』

　俺が姫萩紅葉だと思っていた物、それは良く出来た人形だった。

　和服を丁てい寧ねいに着せられて、車椅子に乗せられている人形。自分で動くことが無かったから、気付かなかった。まして、紅葉に話しかけようものなら、常にメイドが立たち塞ふさがっていたし。

『お前、気付いていたのか。だからさっき、最後の一人って』

「このメイドは、どうやらお嬢様を愛していたようね。それが行き過ぎた結果、お嬢様の兄によって追い出されることになったのよ」

『まるで見て来たように言うんだな』

「その事実が認められず、お嬢様の人形と共に暮らし続けていたんでしょう。だけど」

『お嬢様がただの人形だったことを思い出してショック死したのか？』

「いいえ、記憶の中のお嬢様があまりに可か愛わいかったからショック死したみたいね」

『……酷いな。酷過ぎる』

　もしも生身のお嬢様がいたら、一体どんなことになってしまうんだ。




『……でも、結局全員、死んじまったな』

　この山荘に集った客達は、探偵である俺達を除いて全員が死んでしまった。これ以上何かが起こる筈もない。

　事件は、終わった。窓から外を見れば、吹雪も止んでいる。無事に帰れるのだ。誰も救えずに、自分達だけ。ここまで事件を進行させてしまったのは、探偵である俺達の責任だ。事件を未然に防ぐことが出来なかった。名探偵が聞いて呆あきれる。

　しかし、悔くやんだところで死者が還かえって来るようなことは無い。ならば、どうすれば良いというのだろうか。犠牲者達の無念に報いる為には、どうすれば。

　沈んだ気持ちになってしまった俺の背を、夏野がそっと叩く。

「私達の仕事は、まだ終わっていないわよ」

『……だって、皆、死んで』

「それでも、私達が残っているじゃない。こうして生きているのならば、するべきことがある。この事件の真実を明らかにする。それこそが、探偵の使命であり、目的。だからこそ、ここで立ち止まってはいられないのよ」

『夏野……』

　そう。名だたる探偵ならば、こんなところで諦あきらめたりはしない。どんなに追い詰められても、その袋小路の先で、活路を見み出いだしてみせる。それが、名探偵という存在なのだ。

　夏野は決然と前を見て宣言する。




「犯人は、この中に居るわ!!」




『いや今また言うの!?』

「ここで言わないで、いつ言うのよ。折角の決きめ台詞ぜりふなのに」

『今言っても、聞く奴誰もいないじゃないか!!』

　聞くべき人々は、全員が死んでしまった。無観客試合ならぬ、無観客探偵。全員死んでから犯人を追及したところで、どうにもならないでしょうよ。

「いいえ、聞く奴ならいるわよ」

『……はぁ？』

「そう、この事件の真犯人がね」

『なっ!?』

　驚く俺の反応を楽しそうに見つめる夏野。その瞳に浮かぶのは、探偵の光。

「そう、今回のこの館で起きた事件。それぞれの被害者が運悪く、そう運悪くショック死していただけ。犯人なんかいないように見えた。でもね、私達が見落としていただけで、悪意を持った真犯人は、すぐそこにいたのよ」

　朗々と、自らの推理を語る夏野。ここに来て急展開だ。こいつ、適当にやっているように見せて、そんな事件の深い所まで見通していたというのか。

　ナチュラルに変態殺害に関してごまかしていることについては後にして、とりあえず話を聞くとしよう。

『俺の知らない真相が、隠されている真実が、あるんだな』

「そうよ。この事件の真犯人は……」

『真犯人は……？』

　俺の問いかけに。夏野は、厳おごそかに答える。

「誰もが、ショック死という結末を迎えてしまったことがヒントだったわ。人の心の弱さが、死を招いた。つまり、真犯人の正体は、全ての人の中に住まう当たり前の弱さ。誰もが抱いている不安。心の隙。それこそが、この連続殺人事件の真犯人よ!!」

『ザックリした話だなおい!!』

　真剣な顔で何を言い出すのかと思ったらそんなことかよ。しまらないことこの上ない。

「……はい！　それじゃあ、犯人も判明したところで」

『今のを本気で真犯人って言い切るつもりなの!?』

　あまりにも話が観念的過ぎやしないか。そんなんで終わりにしていいの？

　確かに、変態以外の全員がショック死だったから、メンタル面の問題だということは分かりますけど。そんなフワッとした真相で誰が納得するんだ。これが推理小説なら壁に投げつけられるぞ。

「さあ、事件が解決したなら、こんな所に居ても仕方がないわ。帰るわよ」

『え、本当にこれでもう終わりなの？』

「当たり前でしょ。まだまだ第二、第三の事件が私を待っているんだから」

『お、おい、ちょっと待てよ！』

　夏野はさっさと身み支じ度たくを済ませると、山荘の玄関から外へ出て行く。

　仕方がないので、俺も付いて行くしかない。死体の皆さんを置いて行くのは忍びないけれど、電話が通じるようになったらすぐに警察を呼ぶから我が慢まんしてくれ。

『……あれ？』

　おかしい。夏野は普通に歩いて行くけれど。ふもとへの道って、途中の吊り橋が落ちているんじゃなかったっけ？　夏野の奴、一体どうやって下山するつもりなんだ？

　そう疑問に思った瞬間。何か、嫌な予感を覚えたその瞬間に。

　俺達が出て来たばかりの山荘『斜め暗黒眼球十角アフロ館』が、爆発炎上した。

　山を揺るがす轟音。目の前で激しく燃え上がる、『斜め暗黒眼球十角アフロ館』。

『え、あれ、な、何で!?』

　突然の展開に、足が止まる。こんな事態、予想していなかった。どうして急に山荘が燃える、いや爆発するんだ？

『お、おい夏野。山荘が大変なことに……!?』

　しかし、慌てる俺とは裏腹に、夏野は平静そのもので、爆発にも顔色一つ変えていない。まるで、最初から分かっていたかのよう。そしてよく見れば、その手の中には。

『……おい、お前。その手に持っているスイッチは何だ？』

「危なかったわ、犯人の仕掛けた爆弾が作動したのね。証しよう拠こ隠いん滅めつのつもりかしら？」

『答えろ！　何なんだそのスイッチは！』

「ああ、これ？」

　夏野は、俺の目の前にスイッチを掲げると、そのボタン部分を強く押し込む。再び響く轟音。炎上している『斜め暗黒眼球十角アフロ館』に、新たな火柱が立ち上がる。

「言ったでしょ？　犯人の仕掛けた爆弾、証拠隠滅のつもりだって」

『なっ!?』

「ちなみに、吊り橋を落として誰もここから逃げられないようにしたのも犯人の仕し業わざ。招待状を出して皆をこの山荘に集めたのも、犯人の仕業。アフロを刻んだのも、円香の持っている包丁だと大き過ぎて無理だから、犯人が持っていたハサミでやったわ。勿論、あの変態も、ね。続きが、必要かしら？」

『そんな……じゃあ、お前が本当の犯人だったのか……』

「そうよ。言ってみれば真・真犯人ってところかしら」

　夏野はあっさりと告白した。拍子抜けするぐらいに、あっさりと。

『ど、どうしてこんなことを!?　お前は探偵だったんじゃなかったのか！　今までだって、何度も一緒に事件を解決してきたじゃないか!!』

「そうね、アナタにはきちんと伝えておこうかしら」

『……夏野？』

「私がこんなことをした理由、それはね」

　夏野は一度微笑ほほえんだ後、真ま面じ目めな顔で告げる。自らの、心の内を。

「一度やってみたかったからよ」

『……はぁ？』

「だって、探偵やるの、飽あきちゃったんだもん」

『…………はぁ？』

「さっき言ったでしょ。全ての人の中に住まう当たり前の弱さ。誰もが抱いている不安。心の隙が事件を起こすと。心の隙、それは名探偵と呼ばれ続けた私の中にもあったということよ。事件を追い続けて行く内、犯人のことを考え続けている内、いつしか思うようになって来たの。『犯人の方が楽しそう。犯人やってみたい！』ってね」

『………………………………………………はぁ？』

「以上が解決編よ。探偵役かと思っていたのが、実は犯人だった。まあ、使い古されたネタかとも思ったけど、やってみたらなかなか楽しかったわね」

『え、終わり？　マジで？』

「そう、終わり。マジもマジの、マジマジよ」

『ええぇ……』

　瞬間、更なる轟音が鳴った。

　俺の混乱を吹き飛ばすように、雪山の中に新たな火柱が立つ。

『うわぁっ!?』

「どうやら、カレーにまで火が回ったようね」

　夏野は笑顔で火柱を見つめている。その熱と光に照らされた顔は、まるで血に染まったかのように凄惨な様子で、しかし妙に爽さわやかだった。

「もう時間が無いわ、最後の仕上げと行きましょうか」

『最後の仕上げ？　これ以上何をするつもりなんだ？』

「何よそのマヌケ顔は。最後の仕上げって言ったら、犯人の悪わる足あ掻がきに決まっているじゃない。ほら、今から犯人である私が、全ての事件を有う耶や無む耶やにする為に、探偵のアナタを殺しにかかるから。アナタは、全力で私のことを止めなさい」

『いやいやいやおかしいよね。そんな悪足掻きがあってたまるか!!』

　普通、犯人っていうのは、言い逃れをしたり、逃げ出したり、大人しく裁さばきを待ったりするもんじゃないの!?

　しかし、夏野のハサミは振るわれる。

『ひいいぃぃ!?』

「ああ、ちなみにこのハサ次郎も使うわよ。当たり前よね。最後の悪足掻きだもん。持てる力は全て使わないとね。捕まりたくないし」

『捕まりたくないのなら何でこんなことを始めたんだよ!!』

「しょうがないでしょ、一度やってみたかったんだから……くっ、何で私が真犯人だと分かったんだ。くそっ、しかしここにはお前しかいない。お前さえ殺してしまえば、私が犯人だとは誰にも分からない。はい、このノリで始めるわよ。スタート!!」

『スタートじゃねええええええ！！！』

　炎上する『斜め暗黒眼球十角アフロ館』をバックに、ハサミを振り上げる夏野。

　その姿が、余りにも恐ろしく、余りにも酷く、余りにもバカバカしくて。ハサミの刃が届く前に、俺の心臓は、あっさりと動きを止める。

　俺の死因もまた、ショック死だった。




　名探偵なんてこりごりだ。二度とやりたくない。

　そもそも、俺に向いているのは実際の名探偵なんかではなくて、そんな名探偵の活動を本で楽しむ、読者の側なのだ。だからもう、引きこもって本だけ読もう。

　そう、今になってようやく、思い出した。

　春海和人は、名探偵などではない。

　ただの、読書バカなのだから。


















　俺の名前は春はる海み和かず人ひと！　花も恥じらう高校生だ！

　犬の肉体を持っている以外には特に語るべきところの無い、何ど処こにでもいる高校生。人よりもちょっとだけ読書が好きで、だけど本を愛する心なら誰にも負けない、何処にでもいる高校生。毎日普通に学校に通い、普通に本を読み、普通に授業を受けて、普通に本を読み、普通に家に帰る、何処にでもいる普通の高校生なのだ！

　そんな、毎日代わり映えのしない学生生活を彩るものがある。それは、志こころざしを同じくする仲間達と、一つの目的に向かってひたすらに突き進んで行く青春の活動。

　そう、部活動である。

　我が青春のアルカディア。放課後の戦場。俺にとって、部活動は学業そのものよりも重要なもの。むしろ部活動をする為ために学校に通っているとすら言える。

　俺が所属する部活動。その名は、『ブック部』という。

　その活動内容は、本を読むこと。

　その行動理念は、本を読むこと。

　その入部資格は、本を読むこと。

　本を読む為の部活。ああ、なんてアカデミック。実にファンタスティック。

　さあ、この俺と、ブック部を巡る物語は、これから始まるんだ!!


　　　　　　　　



「じゃあ、この部は今日で廃部だから」

　部室の扉が開くと同時に発せられた、無慈悲な一言。

　今日も部活動に精を出そうと盛り上がっていた俺の心は、一瞬で消沈した。出鼻を挫くじかれるどころの騒ぎではない。出鼻を真正面から砕かれたような、衝しよう撃げきの展開。

　そんな、惨むごい宣告を行った人物の名は、夏なつ野の霧きり姫ひめ。

　俺達が通う高校の、生徒会長を務めている人物。しかし、曰いわく付きの、だ。

　表面上は、真っ当で公正な選挙によって選ばれた、生徒会長の座。しかし、その真っ当な選挙運動の裏で、他の候補達を蹴け落おとして、潰つぶし合あわせて、斬きり刻きざんで、選挙から脱落させたと、そんな黒い噂うわさが流れる人物なのだ。

　生徒会長としての仕事は完かん璧ぺきにこなし、更に文武両道の完璧超人であることもあり、誰も面と向かって文句を言うことは出来ない。しかし超ド級の危険人物であることは確かで、出来れば卒業まで関かかわり合あいたくないというのが、生徒全員の共通認識だろう。

　そんな危険人物が、放課後の部室にいきなり現れて、とんでもないことを言い出した。

　俺の取るべき行動としては当然、反逆である。

『はぁ!?　急に廃部って何事だよ!!　いいか、この部活はだな!!』

「はぁ!?　そっちこそ何事なのよ、この駄犬！　この私がわざわざ足を運んだっていうのに、その態度は何？　死にたいの？　それとも殺されたいの？　あるいは原子レベルにまで解体されたいの!?」

『すいませんでしたぁ！』

　当然、謝罪である。

　いや無理ですよ。俺の肉体は、無意識の内に謝罪の体勢を取っていた。喉のど元もとに突き付けられたハサミが超怖い。こいつに逆らってはならないと、本能が警けい告こくしている。

「本能というか、前世からの……いえ元の世界からの因いん縁ねんって奴よね」

『元の世界って何!?　何を訳の分からないこと言ってるの!?』

「ああ、このやり取りも何度目かしらね。そろそろ回数を忘れてしまいそう。まあ、そんなことはどうでも良いのよ」

『どうでも良いの!?　結構重要なこと言っていたよね!?』

　つーか、さっき俺の心、読まれてなかった？　それもどうでも良いの？　こんな危険な奴に心を読まれたら、一秒だって生きちゃいられないんですけど!?

「とにかく、今は駄犬と戯たわむれている場合ではないのよ。ほら、これ」

　そう言って生徒会長……夏野霧姫が取り出したのは、一枚の書類。上に『勅ちよく命めい』という大おお仰ぎような文字、下に学校の校長の捺なつ印いん。そして、中央にデカデカと書かれた文字は。

「はい、廃部」

『だから何でそうなるんだよ!!』

「私に口答えするとは良い度胸ね。犬のくせに」

『犬じゃいけないんですか!?』

　俺だって、好きで犬なんじゃないんだぞ！　そういう風に生まれちゃったんだから仕方ないじゃないか！

「私に逆らうとは良い度胸ね、廃部」

『だ　か　ら　!!』

　我が物顔で部室の中へと入って来て、正面の椅い子すに腰を下ろす夏野。

　まるで、自分こそがこの部屋の支配者だと無言で宣言しているような態度だ。ストッキングに包まれた足を、机の上に乱暴に投げ出している様子は、生徒会長として相応ふさわしいものとは思えない。つーか、その姿勢だとスカートの中が見えそうなんですけど。

「このエロ犬。この部活の前に、アナタを廃部にしてあげようかしら」

『俺、一体何をされるの!?』

「アナタがスカートの中を覗のぞく時、スカートの中もまたアナタを覗いているのよ」

『意味は分からないけど怖い!!』

　邪じや智ち暴ぼう虐ぎやくの王という感じの生徒会長、夏野霧姫。これで我がブック部の財産である本まで粗そ末まつにしやがったら、俺の命と引き替えにしてでも嚙かんでやろうかと思ったけど。意外なことに、きちんと机の上に置かれていた本を避よけて足を投げ出している。

　本に対する殊しゆ勝しような心掛けによって、警けい戒かい度どは一つ下がります。元の警戒度が一○○くらいあるから、ほぼ誤差の範囲だけど。

「というか、そもそも何なのよ、ブック部って」

『え、そこから説明しないといけないの？』

　どんな部活なのかも良く分からないくせに、廃部宣告をしたのかよ。

　しかしまあ良いだろう。聞かれたからには教えるのは吝やぶさかではない。我がブック部の真にして崇すう高こうなる活動内容を、その身に刻んでやろうではないか。深呼吸一つ、夏野に向けて言葉を放つ。

『そう、ブック部とは、本を読む部活だ!!』

「じゃあ廃部ね」

『ちょっと待って!?　まだ説明は終わっていないよ!?』

「はぁ？　じゃあ本を読む以外には、一体何をやっているのよ」

『他にも色々あるさ！　本を読んで、その余よ韻いんに身を委ゆだねたり！　本を読んで、読書感想文を書いたり！　本を読んで、新刊の発売を待ったり！　本を読んで、作者にファンレターを書いたり！　本を読んで、次の本を読んだり！』

「廃部」

『だからもう少し待って！　お願い！』

　偉えらい人って、どうしてそう結論を急ぎたがるの。もう少し落ち着いて、そう、本でも読みながらじっくり話し合おうじゃないか。丁ちよう度ど良く、ここには本が沢山あるし。

「大体、本を読むのなら、わざわざ部活にしなくても、図書室に行けばいいじゃない」

『図書室の本は全部読み終わった』

「じゃあ、図書館に行きなさいよ。隣駅にあるでしょ」

『ああ、あそこはちょっと騒がしくて、読書向きの環境じゃないんだ。一度に借りられる冊数にも限りがあるしな。やっぱり、本は集中して一気に読みたいじゃないか』

「それで、このブック部という訳なの？」

『そうとも、部費で好きな本を買って、誰にも邪じや魔まをされずに読む！　これ以上の贅ぜい沢たくは無い！　別に誰にも迷めい惑わくはかけてないんだ。文句を言われる筋合いなんて無いぞ！』

「その部費と部室は、元々学校のものよ。アナタの部が浪費して良い訳ないわよね？」

『知るか！　本の前には些さ細さいな問題だ！』

「で、廃部の件なんだけど」

『説明しても駄目なんですか!?』

　しかし夏野は、まるで聞く耳を持たないというように。

「あとは部長であるアナタのサインさえあれば、このブック部とやらはめでたく廃部決定。サインが嫌ならば、拇ぼ印いんでも良いから、さあ指を嚙み切りなさい。もしくは指そのものを提出する、でも良いわよ？」

『コワイ!!』

　粗そ暴ぼうな借金取りのように凄すごんでくる夏野だが、怯ひるんではいられない。ブック部が無くなるなんて、冗じよう談だんじゃない。

『いや、まだ、最後の手段がある……！』

　最後の手段、それは演説。このブック部の有用性を、全力で訴え続けるしかない。真しん摯しに訴えれば、きっと分かってくれる筈はず。言葉が通じるなら、意志も通じるさ。

『いいか良く聞け！　ブック部という部活はなぁ！』

　このブック部の伝統を、長い歴史を、崇高な理念を。先せん達だつの築きずき上あげて来た、全すべての積み重ねを。じっくりと生徒会長殿に教えて差し上げようじゃないか。




　一○分後。振り上げていた前足を下ろし、全力の演説を終える。

　うむ、我ながら惚ほれ惚ぼれしてしまう程に見事な演説だった。特に、本が日本の経済成長に与える影響の件くだりは、レポートにまとめて学会に提出されるべきものだと思う。

『……という訳だ！　分かったか!?』

「え？　ごめん、聞いてなかった」

『聞いててよ!!』

　今必死に説明したんですけど!?　一人で頑がん張ばっていた俺がバカみたいじゃないか！

「集中して本を読んでいたから、気付かなかったのよ」

『なら良し!!』

　本を読んでいたのならしょうがないな。本を読もうとする意思は、何よりも尊とうとい。読書を邪魔するなんてとんでもない。ブック部七つの掟おきてに反する。

「……ふむふむ」

　夏野は、机の上に置かれていた本を読みながら、こちらを見ずに話し掛けてくる。

「この『実録・世界の独どく裁さい者しや』っていう本、なかなかタメになるわね、つい熱中してしまったわ。今後の参考にさせてもらうから」

『何の参考にするの!?』

　つーか、ご自分が独裁者だって認めるんだ。その本に載のっている独裁者って、基本的にロクな最期を迎むかえませんでしたけど、それは良いんですか。

『とにかく、ブック部の説明はしたぞ！　今度は、お前が説明をする番だ！』

「はぁ？　何よ、説明って」

『何でうちが廃部にならなきゃいけないんだよ。我がブック部が無くならなければいけない、その確固たる理由を、きちんと説明しやがれ!!』

　こうして俺が学生生活の全てを注つぎ込こんでいる情熱を、否定出来る理由など無い。本を読むことが悪ならば、ヒトの歴史とはなんだったのか。本を読むことは、全ての人間に認められた当然の権利。だから、夏野に問う。お前の抱えて来たその理由は、果たして、俺の全てを否定するに、値あたいするのかと。

「……それはね」

　夏野は厳おごそかな面持ちで姿勢を正し、顔の前で手を組んで、こちらを真まっ直すぐ見つめて。

「部員がアナタ一人しかいないからよ、このバカ犬」


　　　　　　　　



『ようし、それじゃあ部員を集めに行くぞ!!』

　準備は万端。まだ見ぬ部員を求めて、校内を駆け回ることくらい、この犬の身体からだにとっては容易たやすいことだ。ブック部の存続の為だと思えば、心も軽い。

「……ちょっと」

『待ってろブック部！　俺達の戦いは始まったばかりだ！』

「待ちなさいっての」

『ほぎゃぁ!!』

　勢い良く廊ろう下かに飛び出そうとした俺の背中が、黒ストッキングの足に踏ふみつけられる。そのまま体重をかけて来るのは、当然ながら生徒会長の夏野霧姫で。

「何勝手に走り出そうとしているのよ。ちゃんと説明しなさい」

『いや、あの、足を、どけて、痛い』

「何よ、部員集めって。余計な仕事を増やすんじゃないわよ」

『痛いえ、そこを何とか痛い』

「素直に認めなさい、廃部だって言っているでしょう？」

『痛あの、足をどけて下さ痛い』

　背中から結構ヤバイ音が聞こえて来たので、本気で止やめて下さい。ブック部が無くなるよりも先に、俺の背骨が無くなっちゃう。

　再三再四の懇こん願がんの結果、足をどけてもらい、代わりに、夏野に俺の考えを説明する。俺が考えたのは実に簡単なこと。

　部員がいないから廃部になるのであれば、部員を集めれば良い。

　俺達が通っているのは、少子化の煽あおりを受け、生徒数が少なくなった複数の高校が合がつ併ぺいして誕生した高校だ。その為、普通の高校よりも多数の生徒が在籍しており、部活動の数も多い。その中には、ややマイナーな、部員の少ない部活も存在する。一人しか部員がいないという部も珍めずらしくない。

　俺が狙ねらっているのは、そんな一人だけの部活動。我がブック部と同じく、滅びに瀕ひんしている部活動を吸収合併して、形だけでも一つの部を作ってしまえば良い。俺は、本を置ける場所と、本を読む場所が欲しいだけなのだ。他の部との共存は可能である。

『まあ、実際の部活動の内容は、各おの々おの好き勝手に好きなことを行う実にカオスなものになるだろうけど。どうせ、外からは分からない。バレなきゃ良かろうなのだ』

「私に作戦を漏もらしている時点でダメなんじゃないかしら？」

『しまった!?』

「……バカじゃないの」

　案あんの定じよう、見下すような視線を向けてくる夏野だったが。

「まあ良いわ。その作戦、手伝ってあげるわよ」

『……え？』

「アナタの考え、まあ悪くはないわね。結果的に無駄な部活動の数が減って、私が廃部勧告をして回る手間も省はぶけるし。問題のある生徒が一カ所に集まるのであれば、監かん視しや粛しゆく清せいも楽になるもの。いざとなったらその新しい部活を叩たたき潰つぶせばいいだけだしね」

『そ、そうだよな！』

　監視とか粛清とか叩き潰すとか、あまりに不穏だけど。でも、生徒会長が力を貸してくれるなら百人力だ。敵に回したら怖いが、味方になれば実に頼りになる。

『じゃあ行くぞ、作戦開始だ!!』

　こうして俺と夏野は、ブック部の部室を並んで飛び出したのだった。




　古びた部室棟の中を、夏野と共に歩く。

　時折見かける生徒達が、皆一様に目を背そむけて、逃げるようにその場を去って行くのは確実に、隣となりを歩く黒ストッキングのせいだと思います。

「失礼しちゃうわね。私は真ま面じ目めに職務を全うしているだけなのに」

『真面目に、ねぇ……』

　まあ、確かに。廃部勧告なんていう面めん倒どうなことを、わざわざ生徒会長自らが部室を一つ一つ回って行っている辺り、職務については真面目なのかもしれない。

　ひょっとしたら、周囲への当たりがきついせいで、誤解されやすい性格なのかも。

「目を背けた奴の顔は、全員覚えたわ。生きて卒業出来るとは思わないことね」

『…………うん。誤解もへったくれもないな』

　前言撤てつ回かい。生まれながらの暴君だよ。

　そんな生徒会長と一緒に部室棟を進む。目的は、日も当たらない部室棟の一番奥、零れい細さい部活動の部室が密集している一帯だ。既に部活動の時間だというのに、まるで活気が感じられない。うらぶれた地方の商店街のような有様だった。

『ちなみに、廃部を免まぬかれるには、何人部員がいればいいんだ？』

「今日の日没までに、部員を一○人確保していない部活は登録抹まつ消しようされることになっているわね。一○人集まらなかったその瞬間に、アナタのブック部は廃部確定よ」

『一○人か。まあ、人気の無さそうな部活から、どんどん引き抜いて行くしかないな』

　迷っていても仕方がない。一番手前にある部室の、寂さびれた扉の前に立つ。

　ここは一体何の部活なのかと、扉に貼はられたプレートを見上げてみれば。




【春海和人部】




『何この部活!?』

「自らの名前を部に冠かんするなんて……とんだ自意識の肥ひ大だい化かね。見ていて痛々しいわ」

『いや俺はこんな部活知らないよ!?　何で、俺の名前が使われているの!?』

「別に名前くらい良いじゃない、減るもんじゃないし」

『そんな簡単に割り切れるか！』

　どうして勝手に俺の名前を名乗っているの!?　俺が知らないって時点で非合法でしょ!?　俺の許可を得ていないんだから!!　つーか請われたところで俺の名前を名乗る許可は与えないけど!!　ああもう、本当にどういうことなの!?

「ツッコミばかり入れていないで早く中に入りなさいよ。ほら、春海和人部部長様」

『勝手に部長にしないでくれる!?』

　いくら何でもこの名前は酷ひどい。誰がこんなとんでもないことをしでかしたんだ。

　部員集めとか関係なしにとっちめてやろうと、部室の扉を強ごう引いんに開ける。

　瞬間、俺達の目の前に飛び込んできた光景は。

　部室の中央で、その手足を力なく投げ出して。

　真っ赤な血を流しながら倒れている、一人の女子生徒だった。




　突如として目の前に現れたのは、平和な放課後からかけ離れた、余りにも凄せい惨さんな光景。

『何だこれ……何なんだよ!!』

「おかしいわね、探偵編は前回やった筈よ。確かに全ぜん滅めつエンドで幕を閉じた筈なのに、ひょっとしてアナタ、死んでなかったの？　続き、やる？」

『だからどういうこと!?』

　いきなり意味の分からないことを言い出した夏野は無視して、部室の中へ飛び込む。

　部屋の中央で倒れているのは、この学校の女子制服を着た女の子。タイの色からして一年生だろうか。板張りの床に拡ひろがる真紅の液体は、彼女の口から吐き出されていて。

『……そんな』

　これだけの量の吐血、間違いなく命に関かかわる事態だ。一刻も早く対処しなければならない。最早、部活動などと言っている場合ではない。今は目の前の命の方が大切だ。

『おい、夏野！』

　背後に立つ夏野に、救急車の手配を頼もうとして。

『……ん？』

　しかし、気が付いた。俺がいつの間にか、腹を空すかせていることに。

　その原因は、この室内に満ちる匂においだった。その匂いが、俺の食欲を増進させ、空腹を刺し激げきしている。それは人体から流れる血の匂いではなく、もっと日常的な、食卓に並ぶような芳しい香り。

『……これは、カレーの匂い？』

「うん、カレーだよ!!」

『うぎゃあっ!?』

　俺がカレーの匂いに気が付いたと同時、元気に起き上がる女子生徒。突然の事態で、心しん臓ぞうバクバクの俺とは対照的に、彼女は俺をニコニコしながら見つめて来る。












「ようこそ、この春海和人部へ！　部長の春海円まど香かだよ!!」

『お前が元凶か!!』

「元凶だなんて酷いなぁ、和兄」

『元凶は元凶だろ!!　つーか和兄って何!?　何でそんな親しげに呼びかけてくるの!?　俺達って初対面だよね!?』

「えー、可か愛わいい妹の顔を忘れちゃったの？」

『そもそも俺には妹なんていないんですけど!?』

「和兄はそろそろ諦あきらめて設定を受け入れるべきだと思うよ」

『設定って何!?』

　いや、そんな世よ迷まい言ごとを聞いている場合ではない。血まみれの死体は無かったのだ。だから、今は、ブック部の未来と、そして春海和人部の正体について考えるべき。

　円香と名乗った女子生徒の顔を改めて見ても、見覚えは無い。初めて見る顔だ。俺の知らない誰かが、俺の名前を冠した部活動を作っているとか、どういうサイコサスペンス展開だよ。単純に怖い。

『……お前、何でこんな珍ちん妙みような部活を作ったんだ？』

「それは、和兄が悪いんだよ」

『俺がいけないの!?』

　まさかの俺起き源げん説到来。心当たりが全くなさ過ぎるのと、辺りを漂ただようカレーの匂いのせいでもう頭が変になりそうです。

　そんな俺に対し、目の前の自称妹、春海円香は嬉うれしそうに、机の上に置かれていた大きな鍋なべを持ち上げて見せる。

「じゃーん、カレーだよ!!　さあ和兄、食べて!!」

『このカレー臭の正体はそれか!?』

　大きな鍋一杯に満たされている、真っ赤な液体。円香が鍋を動かす度たびに、端から板張りの床に零こぼれ落おちる。どうやら俺は、床に零れていたそれを、血と思い込んでしまっていたらしい。いや、何でそんなに赤いんだよ。カレーですよね？

「さあ和兄、私の作ったカレーを食べて貰もらうよ。それこそが『春海和人部』の活動内容なんだからね！」

『カレーと「春海和人部」にどんな関係があるの!?』

「それはね、この部活が『大好きなお兄ちゃん、春海和人に妹の愛情一杯のカレーを作って食べさせる部』、略して『春海和人部』だからだよ？」

『その略称はどうなんだろうな!!』

　百歩譲ゆずってカレーは良いとしても、妹でも兄でもないって言っているよね？　さっきからどこの星の電波を受信しているの？　もうツッコミが追いつかないんですけど！

『つーか、カレーが作りたいんだったら、料理部に入れば良いんじゃないのか？』

「うん、私も最初は料理部に所しよ属ぞくしていたんだけど。でも、料理性の違いにより退部を余よ儀ぎなくされちゃったんだよ」

『料理性の違いって何!?』

　ビジュアル系バンドの解散理由みたいなものなのかな？

「……で、いい加か減げん話は終わった？」

「あれ、夏野さん？　お久しぶりです！」

「ええ、久しぶりね円香」

　俺達のやり取りを呆あきれながら見ていたらしい夏野が、会話に加わって来る。

『何だよ、知り合いだったのか……いや、そこら辺を聞き始めたらキリがないような気がするから止めよう。それより、ブック部の未来のことを考える方が先決だ』

「ブック部？　それって、和兄が入っている部活だよね？」

『ああ、うん』

　何で俺の部活のことを当たり前のように知っているんだろう。怖いんですけど。

　ともあれ、当初の計画通り、円香に対して勧誘活動を開始する。多少不安を感じないでもないのだけど、今必要なのは頭数だ。この『春海和人部』と我が『ブック部』とを合併しないかという提案に対し、円香は。

「オッケーだよ！」

　二つ返事で了承。こちらが拍子抜けする程、簡単に。

『え、そんな簡単に、良いのか？』

「勿もち論ろん。全然問題無いよ？」

『で、でも、この「春海和人部」は……』

　俺の名前を勝手に冠したふざけた部活とはいえ。俺がブック部を想おもうのと同じように、円香だって、この部活に対して想うところがあるのではないのか。

「え？　これで和兄と同じ部の部員になるんだから、もう『春海和人部』なんてどうでも良いよ。私は、自分が作ったカレーを、和兄が食べてさえくれれば良いもん！　『春海和人部』なんて、もう完全に必要ないよ！」

『…………そうか』

「そうだよ。変な和兄だなぁ」

『……それは良かった』

「アナタ、何をそんな、読んでいた本のネタバレされたような顔をしているの？　部員が増えたんだから素直に喜びなさい」

『……ちょっと放ほうっておいてくれますか』

　決して自分の名を冠した部活が、どうでも良いとか必要ないとか言われて、凹へこんでいる訳ではない。ただ、何な故ぜか涙がこみ上げてくるだけです。ちょっと愛着が湧わいていたのかよ、俺。

　とにかく、これで二人目の部員ゲットだ。

　この調子で、次に進もう。


　　　　　　　　



　次の部室へと進む俺達と別れ、円香はブック部の部室に向かって行った。

　何でも、特製のカレーを作っておいてくれるらしい。どんなカレーなんだろう、凄く楽しみだな。そんな風に、円香の作るカレーを楽しみにする俺を、可か哀わい想そうなものを見るような目で見つめてくる夏野が若じやつ干かん気になるけど。そして、カレーのことを考えると勝手に震え始める俺の身体も、若干気になるけど。

『よし、次はここにしよう』

　気を取り直して向かうのは『春海和人部』の向かいにある部室。扉のプレートには。

　しっかり【夏野霧姫部】と書かれている。

『……えっと』

　どうしよう、これ。

　見なかったことにしたい気持ちで一杯なんだけど。一応、こうして名前を出されている張本人。我らが生徒会長、夏野霧姫の様子を窺うかがってみる。

「言いたいことがあるのなら言いなさい、駄犬」

『もしかして、この部活の部長だったり……しませんよね。ごめんなさい』

　怒りの視線が俺を貫つらぬきそうになったので、即座に撤回した。

「勝手に私の名前を冠するなんて、これはもう退学程度じゃ済まないわ。吊つるし上あげて、火で炙あぶりながらぐるぐると回して、肉を削そぎ落おとしてあげるしかないわね」

『いや、一応はうちの部活への勧誘候補なので、穏おん便びんに解決出来ませんか？』

　さっき『名前くらい良いじゃない、減るもんじゃないし』とか言っていたよね？　自分の身に火の粉が降りかかった途と端たんにそれかよ。

「それで、どうするの？　部室ごと燃やす？」

『いやだから勧誘してからにしてくれない!?』

　放っておくと本気で火を放ちかねない。ここで立ち止まっていても仕方がないので、勢いを付けて扉を開ける。

　瞬間、俺達の目の前に飛び込んできた光景は。

　部室の中央で、その手足を力なく投げ出して。

　真っ赤な血を流しながら倒れている、一人の女子生徒だった。

『さっきも見たぞコレ!!』

「……やっぱり探偵編はまだ終わっていないということ？　もう一回、石像の下した敷じきにする必要があるのかしら……」

『だから何を言ってるの!?』

　また夏野が訳の分からないことを言い出したけど。ツッコむと思いっきり火傷やけどしそうなので、今回も無視で行きます。何で、部室の扉を開ける度に惨さん劇げきが起こるんだよ。

『まあ、どうせ生きているんだろうし……見なかったことにして、次に進まないか？』

「止とどめを刺さなくて良いのかしら」

『怖いな！　いや、これに関わると絶対面倒なことにしかならないって、そんな予感がするんだよなぁ……どうしようかな、止めようかな、よし止めよう!!』

　うん、放置するのが最良、モアベターだ。

　そうと決まれば即断即決。一八○度方向転換し、抜き足差し足で『夏野霧姫部』の部室から出て行こうとして。

「ちょちょちょちょっと待って下さいよぉ！　何を黙って出て行こうとしているんですかぁ！　折せつ角かくこの部室……いえ豚小屋にいらっしゃったんですから、ごゆっくりされていって下さいよぉ!!」

『……疲れたのかな、変態っぽい声が聞こえる』

「……きっと幻聴ね。就寝前に軽く身体を動かして、ホットミルクを飲んでゆっくり眠った方が良いわよ」

「現実ですよぉ！　現実ですってぇ!!」

『……チッ』

「……チッ」

　仕方がないので、振り返る。

　案の定、そこには血まみれの、しかし妙に快活な笑みを浮かべた女子生徒が……いや女子生徒か？　確かにうちの高校の制服だけど、着ている人間が明らかに高校生ではない。パッと見で二○代後半に見えるし、微妙に制服姿がキツいような。

「ああ、犬からそんな目で、豚を見るような目で見られるなんて、もう本気で最っ高ですねぇ！　生きる活力が湧きますよぉ!!」

『うわぁ、変態だぁ』

　俺達の怪け訝げんな視線に、嬌きよう声せいで応こたえる変態制服女。こういう変態の相手をする機会なんて無いので、正直ドン引きです。

　しかし、さっきの反応を見るに、このまま逃げ出したとしても変態は追っかけて来る気配が濃のう厚こうなので、ここで決着を付けざるを得ない。出来ることなら勧誘なんてしたくないんだけど、ブック部を存続させる為にはやむを得ない。

『……ちなみに、その血は何？　まさかそれもカレー？』

「豚の血です」

『最悪過ぎる……で、何なんだ、この部活は』

「見て分かりませんかぁ？　『夏野霧姫部』ですとも！」

『見て分からないから聞いているんだ。「夏野霧姫部」って、何をする部活なんだよ』

「それはもう『生徒会長の夏野霧姫様にギッタンギッタンにして貰う部』、略して『夏野霧姫部』ですとも！」

『やっぱり略称がおかしいよね!?　内容もとびきりおかしいけど!!』

「しかし、万難を排はいして『夏野霧姫部』を立ち上げてはみたものの、不ふ思し議ぎと生徒会長ご本人は来てくれないんですよねぇ……何が悪いんでしょうか？」

『どう考えてもお前の頭だろ。あとは脳』

「生徒会長がいらっしゃって下さらないと、まともな部活動が出来ないので、毎日毎日、自分で自分を責め続けるという自主トレをしていたんですよぉ。しかし、最近マンネリ化してきまして。そろそろ他の人からの責めが欲しいと思っていたのですが……って、あなた様は!?」

　見れば、変態の目は、俺を通り越して、背後にいる夏野の方へと向かっている。まるでショーウィンドウの中の楽器を見つめる子供のように、その瞳ひとみが輝く。

「ま、まさか来て下さるなんて!!　よ、ようこそ『夏野霧姫部』へ！　生徒会長直々に、この豚小屋にいらっしゃるなんて、夢のようですよぉ!!」

「こんにちは、夏野霧姫よ。早速だけど死ね。慈悲は無い」

「ヨロコンデー!!」

「私の名前を勝手に名乗った咎とが、きちんと受けて貰うから。さあ、どの部位から行ってみようかしら。選びなさい、豚野郎」

「本当ですか!?　やったぁー!!」

『……ごゆっくり』

　俺が『夏野霧姫部』の部室の扉を閉めるのと同時、ハサミが何かを切り裂く音と、変態の嬌声が部室棟中に響き渡った。




　実に有意義な部活動だったのだろう。夏野が部室から出て来た時、変態は恍こう惚こつに目を輝かせて、豚の血だまりの中に倒れていた。そのまま溶けて消えてくれないだろうか。

　それで、変態との縁えんはこれっきりだと思っていたのだけど。

「……という訳で、私もお犬さんの部活に入部しますよぉ。お願いしますねぇ」

　結局、変態もブック部に参加することになった。何でも、『お犬さんと一緒に居れば生徒会長による折せつ檻かんの機会も増えそうですし』という理由らしい。不吉なことを言うな。

　とにかく、三人目の部員の確保に成功した。なかなか良いペースだ。

　最後まで変態の本名を聞かなかったけど、別に良いよね。どうせ変態だもんね。


　　　　　　　　



『次は……次こそは、真っ当な部活動だと良いなぁ』

『夏野霧姫部』の部室を出た俺達は、円香がいた『春海和人部』の、その隣の部室へと向かう。もうそろそろ、普通の部活が出て来る頃じゃないかな。あんな、人の名前を冠するような部活はもうコリゴリです。さあ、カモン普通の部活。

　そう、期待して見つめた扉のプレート。そこに書かれていた文字は。




【春海和人部】




『何でもう一つあるの!?』

「自分の名前を二つ並べて公開するなんて、どこまで自意識過か剰じようなのよ。全く恥を知りなさい……って言うか、正直どうかと思うわ、ここまで来ると」

『だから俺の仕し業わざじゃないって言っているよね!?』

　自分の通っている高校に、自分の名前を冠する部活が二つも存在するとか、ちょっと意味が分からないにも程がある。つーか隣同士なら、一つにまとまってくれませんかね。俺も一カ所に文句言うだけで済むから楽なんだけど！

『ああ、もう！』

　しかし、今更退くことも出来ない。半ば諦めながら『春海和人部』の扉を開ける。

　またもや血まみれの死体が……なんてことはなく、部屋の中央で所在無げに佇たたずんでいるのは、車くるま椅い子すに座った一人の女子生徒。良く見知った顔、同じクラスの姫ひめ萩はぎ紅葉もみじだ。

　彼女は、部屋に入って来た俺達を無表情のままで見つめると、抑よく揚ようの無い声で呟つぶやく。

「ようこそ、春海和人部へ」

『えっと、紅葉さん？　説明をして頂けますか？』

　一応は毎日顔を合わせているクラスメートということで、今までの奴らよりかはまだ真っ当に会話が出来そうだ。まあ、クラスメートの名前を冠した部活に入っている時点で、既にギリギリアウトな感じもするけど。

　しかし紅葉は、俺の問いに小首を傾かしげる。

「説明？　それは何ですか？」

『この部の名前について、是ぜ非ひもの申したいので、名前の由来をお教え願えますか？』

「この部活、ですか。別に、説明する程のものではないのですが」

『いや、懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明しちゃくれませんかね。俺の精神の健康の為に』

「『春の海のように和なごやかな人でありたい部』略して『春海和人部』ですが、それがどうかしたのでしょうか」

『真っ当だ!!』

　ここに来てまさかの正当な略し方が登場した。いや、略し方は真っ当でも、肝かん心じんの活動内容は全く分からない。春の海のように和やかってどういうことだよ。一体何をする部活なんだ？

　しかし、俺の状況を説明すると、紅葉は部活の合併について快く応じてくれた。

「それでは私も、春海和人さんのお世せ話わになりたいと思います」

『そんなにかしこまらなくても良いけど……つーか、お前一人でこの部活をやっていたのか？　あんまり部長とかやるような柄でもなさそうだし、ちょっと意外だな』

「いえ、元々は私の他にも部員はいたのですが。他の部員の方は、春海和人性の違いが原因で皆さん辞やめてしまいました」

『春海和人性の違いって何!?』

「一度、お隣の『春海和人部』とも合併の話が持ち上がったのですが。その際も、やはり春海和人性の違いによって成立には至りませんでした」

『だから春海和人性の違いって何!?　そんな概がい念ねんが存在するの!?』

「ですから改めて、これからよろしくお願いします」

『……何だか引っ掛かるけど。おう、よろしくな』

　ともかく、四人目の部員ゲット。

　ブック部の存続に必要なのは、あと六人。


　　　　　　　　



　その後も、部員の勧誘は続いた。

　姫萩紅葉を見るなり入部を希望して来た男子生徒、っていうかカラスとか。

　同じく、いつの間にか姫萩紅葉の背後にいたメイド服を着た女子生徒とか。

　無む駄だに爽さわやかな笑顔を備えた、上半身裸で無駄に筋肉な男子生徒とか。

　えらく偉そうでえらく老けていてえらくツンデレっぽい初老の男子生徒とか。

　初老の男子生徒から延々と謝罪をしながら逃げ回っていた巨乳で眼鏡めがねの女子生徒とか。

　中々バリエーションに富とんだ部員達が集まったと思う。具体的には、集団で街を練り歩くと高確率でお巡まわりさんが飛んでくるような部員達だ。

　そうして、ひとしきり部室棟を駆け回り、部員の勧誘を続けたのだけど。

『だだだだ駄目だ！　あと一人足りない!!』

　ブック部の存続の為に集めた部員は、現在のところ俺を含めて九人。部活存続のラインとなる一○人には、あと一人足りない。

「少し落ち着きなさいよ」

『落ち着いていられるか！　このままじゃ、廃部になるんだぞ!!』

　校内には、他に合併を了承してくれるようなニッチな零細部活動は存在しない。このままでは、俺のブック部が、志半ばで消滅してしまう。

『どどどどどうしよう！　もう一回走り回って来て……そうだ!!　今日学校を休んだ生徒の家に押しかけて無理矢理……いや、いっそ勝手に入部させてグエ───!!』

　瞬間、俺の背中に夏野の黒ストッキングの足が下ろされた。部室棟の廊下と、夏野の足によって挟まれ、身動きが取れない。

『おい止めろ！　今はこんなことをしてる場合じゃない、部員を探しに行かな痛い！』

　俺の抗こう議ぎなど無視して、夏野は平然と俺を踏みつける。その表情には、どこか楽しげな色が浮かんでいて。

「だから、落ち着きなさいって言っているでしょ」

『何言ってるんだ！　もう日が落ちかけているんだぞ。最後の一人を見つけないと！』

「……その最後の一人に、心当たりがあると言ったらどうかしら？」

『へ？』

「一人だけならアテがあるわよ。部活にも入っていない。そうね、必死にお願いすれば、最後の一人として入部して貰えるかもしれないわね」

『おお！　何という僥ぎよう倖こう！』

　流石さすがは生徒会長だ。正直『こいつ、偉そうな割に変態相手以外には何の役にも立ってねえよなぁ』なんて思っていたけど撤回しよう。

「役に立たなくて悪かったわね」

『止めて！　こんな身動き取れない状態でハサミでチクチクしないで!?』

「……ふん」

　離れるハサミ。踏みつけられた足もどかされて、俺と夏野は向かい合う。

「それじゃあ、早速お願いして貰おうかしら」

『え、何で？』

「必死にお願いすれば入部して貰えるかもしれないって、そう言ったでしょ」

『いや、それは確かに聞いたけど……』

　最後の部員。ブック部の存続の為だ。五体投地でも土ど下げ座ざでも土ど下げ寝ねでもしてお願いしてやろうじゃないか。でも、何で今この場で、しかも夏野相手にやらなければいけないんだよ。

「この場にいる私にお願いするんだから、ここでするのは当たり前じゃない」

『…………へ？』

　頭上から告げられた、生徒会長、夏野霧姫の言葉。

　見上げれば、落ちかけた夕ゆう陽ひを背にした、夏野の顔が見える。

「あら、私が入部することに何か問題があるというのかしら？」

『い、いや、別に問題は無いけど。え、アテがあるって……え？』

「勿論、私のことよ」

『でもお前、生徒会長じゃないのか？』

「あら、生徒会長が部活動に入ってはいけないなんていう校則は無い筈よ。それに、生徒会長である私が入部したら、色々とメリットもあると思うけど？」

『あ、いや、そうかもしれないけど……』

　確かに、この高校をほぼ牛ぎゆう耳じっている生徒会長が入部するのは、強力なバックを得られるという意味でありがたい。しかし、こいつを入部させて良いのか。入部させるということは、部活の仲間になるということ。この危険人物と、だ。

「遠えん慮りよしなくても良いわよ。困っている生徒を助けるのが生徒会長の職務なんだから」

『まず俺を困らせていたような気がするんだけど……一体何を企たくらんでいるんだ？』

「別に、何も企んでいないわよ。ただちょっと部の名前を『ドッグキラー部』にでもしようかと考えているだけで」

『酷いこと企んでるじゃん!!』

　案の定じゃないか。俺をキルするつもりなの!?

『つーか、何で今更部活なんだよ。生徒会長だって忙しいだろ？　部活に入って何かやりたいことでもあるのか？』

「……無いわよ」

『え……無いの？』

「理由なんて無いわ。楽しそうだから、やる。それだけよ」

　静かに、しかし力強く、夏野の言葉が告げられる。

「何をするかなんて、これから考えていけば良いじゃない。何をする訳でもないってことは、何をやっても良いってことよね？　だったら、ゆっくりと、適当に考えれば良いじゃない。それは、とても楽しいことだと、そう思わない？」

　そう語る夏野の表情は、暮れゆく夕陽が眩まぶしくて見えなかったけれど。それでも普段とは違う、爽やかな笑みを浮かべているような気がした。

「違う、かしら？」

『……いや、違わない』

「でしょ？」

『ああ、そうだな。これから楽しくなるよ。間違いない』

　今日一日で集めた部員達はどいつもこいつも一癖くせどころか二癖も三癖もありそうで。

　その痴ち態たいを書き連ねたら、文庫本数冊では足りないだろう。そんな奴らと過ごす、これからの学生生活、それは、どんなに破は天てん荒こうで、騒々しくて、そして楽しいものになるだろうか。

「……で、お願いがまだみたいだけど？」

『あぁ……』

　俺は、五体投地して土下座して土下寝して。

『入部して下さい。よろしく、お願いします』

　最後の、部員に向けて声を掛ける。

「……ええ」

　頭上から、微かすかに聞こえる笑い声。

「しょうがないわね。そこまで言うのなら入部してあげるわ」

　夏野の声が、俺達しかいない部室棟の中に静かに響く。

「アナタの、その『ブック春海和人夏野霧姫春海和人マッスル姫萩紅葉ごめんなさい娘ラブ姫萩紅葉ドッグキラー部』にね」

『ちょっとお待ちになって!?』

「何よ。まさか、ここまで来て『ブック春海和人夏野霧姫春海和人マッスル姫萩紅葉ごめんなさい娘ラブ姫萩紅葉ドッグキラー部』への入部を認めないとか言うつもり？」

『いや認めるよ？　認めるけど、その名前は何!?』

　さっきまでの良い感じの雰ふん囲い気きをぶち壊すようなその名前は何なの？

「何って、部活の名前でしょ。私達の」

『そんな妙な名前の部活初めて聞いたよ!?』

「何を言っているの。複数の部活が合併する時は、元の名前を順番に並べるってのが常識で慣かん例れいよ。だから、今回の場合は『ブック春海和人夏野霧姫春海和人マッスル姫萩紅葉ごめんなさい娘ラブ姫萩紅葉ドッグキラー部』ってなるのよ」

『いや、いやいやいやいや』

　いくら慣例とはいえ、流石にその名前は酷過ぎるっていうか、長過ぎるっていうか、フルネームの割合が多過ぎるっていうか、最後らへんが物ぶつ騒そう過ぎるっていうか……ともかくツッコミが鳴り止みそうにないんですけど。

「今はそんな細かいことについて話している場合じゃないでしょ。さっさとしないと陽が落ちて、部活の合併の申しん請せいが出来なくなるわよ？」

『そ、そうだ、急がなきゃ！』

　太陽はもうほとんど沈んでいる。今すぐに校長室に申請書を提出しなければ、これまでの努力が全て水の泡だ。

「走るわよ！」

『ああ！』

　校長室に向けて走り出す俺と、後ろから付いてくる夏野。

　落ちかけた陽の光を浴びながら、一人と一匹が部室棟の中を走る。

　何だか、今日はずっと走ったり叫んだりで、疲れることばかりだったけれど。心も身体も、もう色々と限界だけど。それでも、ひょっとしたら、こういうのが青春って奴なのかな、と。そんな、柄でもないことを考えてしまう。

　だったら、せいぜい青春の情動の赴おもむくままに突っ走って行こう。

　我らが部活『ブック春海和人夏野霧姫春海和人マッスル姫萩紅葉ごめんなさい娘ラブ姫萩紅葉ドッグキラー部』の、未来に向けて!!


　　　　　　　　



「そんな部活を認める訳ないでしょ!?」

『デスヨネー』

　一撃で却きやつ下かされた。そりゃそうだよね。ちょっと、夕陽の中の放課後という雰囲気に乗せられすぎましたよね。

「全く、これだからアフロ校長なんかに任せておけないのよ！　やっぱりこのあたし、光り輝く若手実業家、秋あき月づきマキシ理事長が、その輝かしき手腕を振るう必要があるということね!!」

　夏野をはじめ、九人の新入部員達の入部届をかき集めた俺達。吸収合併の果てに生まれた、全く新しい部活動の認可を貰う為に向かった校長室で待っていたのは、見慣れたアフロ校長ではなく。

「ああ、生徒からの嘆たん願がんを毅き然ぜんとした態度で退しりぞけるあたしも輝いてるわ！　さすがはこのあたし、シャイニング理事長！　秋月マキシ様ね！」

　校長の机の上に立ち上がり、こちらを見下ろしてくる金髪の女性は、我らが学舎まなびや『マキシマム秋月高校』の理事長、秋月マキシ。この学校の最高責任者が、最後の障しよう害がいとして立ちはだかったのだった。

　ちなみに、部屋の主である筈のアフロ校長は床で伸びている。原因は心労だろうか。いつも朝礼で見かける立りつ派ぱなアフロも、すっかり萎しおれてしまっている。

「そんな妙で輝いてない名前の部活、あたしの高校に認める訳にはいかないわ！」

　提出した申請書をバシバシと叩きながら、ポージングを決めるマキシ理事長。

「もっと、煌きらびやかでゴージャスな名前！　そうね、『マキシマム秋月ＭＡＸＩまきしマキシ部』とかだったら認可してあげてもいいわよ？」

『その名前も大たい概がいだよね!?　どれだけ自分の名前推おしなの!?』

　一応ツッコミを入れてはみるけれど。しかし敵は理事長、一生徒が相手にするにはあまりにも強大だ。

『くっ、どうすれば……』

「あら、何を心配してるのよ、駄犬。私達の青春は、誰にも邪魔させやしないわよ」

　俺と共に校長室に入ってきた夏野が、理事長の前に立つ。

「全く、理事長ごときが偉そうに」

「あら、そういうあんたは生徒会長じゃない。久しぶりね。何よ、たかが生徒会長の分際で、このあたしに逆らおうって言うの？」

　マキシの顔に浮かぶ、傲ごう岸がん不ふ遜そんな笑み。自分の圧倒的な優位性を全く疑うたがっていない。当たり前だ。夏野がいくら校内での権勢を誇ほこっていたとしても、マキシからすれば、単なる一生徒であることに変わりは無い。

「ねえ、理事長」

「何よ、生徒会長」

　しかし、そんな強大な敵を前にして、夏野霧姫は不敵に笑う。この絶体絶命な状況をひっくり返す策を、隠し持っているかのように。

「この部屋から無事に出たかったら、『ブック春海和人夏野霧姫春海和人マッスル姫萩紅葉ごめんなさい娘ラブ姫萩紅葉ドッグキラー部』を認めなさい」

「……はぁ？」

「聞こえなかったの？　五体満足でこの部屋を出て、明日からも平穏無事に過ごしたいというなら、この部活を認可しなさいと言っているのよ。認めないのなら、今からこの部屋の中で暴れてあげるわ。切り刻んで、磨すり潰つぶして、消し飛ばして、捩ねじって、この部屋の絨じゆう毯たんが誰かの血と肉でグズグズになるまで、徹てつ底てい的てきに暴れてあげる。さあ、どうするのかしら偉大なる理事長様は。この部屋から出たいの？　それとも、永遠に続く苦痛にその身を捧ささげたいの？　早く決めてくれない？　私もハサ次郎も、待つことには慣れていないのよ」

　夏野の隠し持った策。それは、脅きよう迫はくだった。

『い、いやいやいやいや』

　この生徒会長、何を言ってるの？　こっちは、部活を認めて貰わないといけない立場なのに。何で理事長を刺激するようなことをするの？

　そんなことをしてしまっては、俺達の『ブック以下略部』はもう終わりだ。帰宅部として、書店に通い続ける日々を送ることになってしまう。

「な、何よその態度！　たかが生徒会長のくせに！」

　当然、理事長はその身を怒りに震ふるわせて。

「許せない！　絶対に許せないわ、あたしをバカにして！　そんなに言うなら、勝負よ！　あたしも、輝く部活を作って、あんたの部活なんか叩きのめしてあげるから！」

『勝負しちゃうの!?』

　え、何この理事長。何でいきなり勝負って発想になるの？　別に、普通に認めてくれるだけでいいんだよ。薄々分かってはいたけど、この人も大概おかしいな！

「ふん、面白いわね。でも、私達の『ブック春海和人夏野霧姫春海和人マッスル姫萩紅葉ごめんなさい娘ラブ姫萩紅葉ドッグキラー部』と勝負したいのなら、部員が一○人は必要よ。果たして、アナタにそれだけの人数が集められるかしら？」

「はぁ？　一○人くらいすぐに集めてやるわよ！　待ってなさい!!　あたしの輝きを前にして、二本の足で立ち続けられるとは思わないことね!!」

　夏野も理事長も、揃そろって断だん崖がいへと突っ走るような方向性。俺だけが全く分からないんだけど、部活同士の勝負って、これから何がどうなるの？

「何をボーっとしているのよ。さあ、早速私達の部活動を開始するわよ！」

『……え？　俺達の部活？』

　困こん惑わくし続ける俺に向け、夏野は大声で叫ぶ。

「最初の標的はあの理事長！　あの白いのを倒して教師連中を支配下に置いて、次に並み居る有象無象の部活共を平定して部員達を傘さん下かに集めることで、この学校は完全に私の領地と化すのよ。さあ、力と暴力と破壊力で、この学校をド派は手でに乗っ取るわ!!　これが私の、私達の部活動よ!!」

『そんな部活動は嫌だああああああああぁぁぁぁぁ！！！！！！』




　こうして。

　夏野霧姫率ひきいる『ブック春海和人夏野霧姫春海和人マッスル姫萩紅葉ごめんなさい娘ラブ姫萩紅葉ドッグキラー部』と、秋月マキシ率いる『シャイニングマキシマム黒服黒服黒服黒服黒服黒服黒服黒服黒服部』は、世界中の高校全てを巻き込んだ、長い長い抗争、後の世に『黒白戦争』と呼ばれる争いを繰くり広ひろげることになるのだが。

　それはまた、別の話である。




　一体、どこで何をどうやって間違えてしまったというのか。

　俺はただ、平穏に読書をしたかっただけなのに。こんな、世界を揺るがすような争いに巻き込まれなければならない理由など無いのだ。

　そう、春海和人は、どこにでもいるただの高校生で。

　ただの、読書バカなのだから。


















　この世界は、今や滅びの時を迎えようとしていた！

　天を覆おおう暗雲。澱よどんだ大海。踏み散らされる花。そして、荒野を徘はい徊かいするモンスター。

　世界を蝕むしばむ魔物達の悪意を前に、抵抗しようとする意志も行動も叩たたき潰つぶされ、残されたのは絶望のみ。気力と笑顔を失った人々は、生きるのではなく、ただ生かされるだけの日々を過ごしていた。

　しかし、明けない夜が存在しないように。

　朝になれば、太陽が再び空に昇るように。

　絶望に染まった深い闇やみをも斬きり裂さく光が、希望の象徴が、確かに生まれていた。

　世界中の希望をその双肩に乗せ、世界中の笑顔を取り戻す為ために力を振るう存在。

　その名を、勇者という。


　　　　　　　　



『ついに、ついにここまで来たんだな……！』

　長く険けわしい旅路だった。

　モンスター達の巣食う洞どう窟くつを攻略し、魔物によって支配されていた街を解放して。助けた人々の歓声に背中を押されて、いよいよここまで来た。

　敵の抵抗もあったが、俺達の勢いを止めることなど出来はしない。魔物の大軍を打倒し、降ふり注そそぐ敵の魔法を乗り越え、ようやく、このいかにも禍まが々まがしい城の一番奥にある玉座の間、その扉の前へと辿たどり着ついた。

　扉一枚を隔てた向こう側には、奴がいる。

　魔王。諸悪の根源。最後の敵。

　既に魔王の配下である三闘神や四天王、五人囃ばや子し、六歌仙、七福神、八王子達をことごとく撃げき破はして来た。残るは魔王、ただ一体だけだ。とはいえ、決して楽観視することは出来ない。魔王の配下達、その全すべての力を足し合わせたとしても、魔王の力には及ばない。魔王とは、それ程に強力な存在なのだから。

　辺りは静せい寂じやくに包まれている。これが最後の支し度たくということで、仲間達はそれぞれ自らの装備の点検を始める。俺もまた、自分の装備に目を向ける。まあ装備といっても俺の場合、武器は自前の爪つめと牙きばだし。防具はそもそもサイズが合わないので装備出来ない。

　何な故ぜなら、俺は犬。

　勇者犬、カズヒト。

　世界を救う勇者という大役を任ぜられた、ミニチュアダックスフンドなのだから。




「そもそも犬が勇者を名乗るなんておこがましいと思わないの？」

『この期ごに及んで文句を言われるの!?』

　それ、最初に出会った王国の酒場で言ってくれれば良かったじゃないか。めくるめく大冒険を繰くり広ひろげた後、しかもラスボス直前に言われてもリアクションに困るし、パーティの士気にも関かかわってくるから本当に止やめてくれませんか？

　そんな異論を唱となえるのは、仲間の一人であるナツノ。王国一のバーサーカーである。

「はぁ？　誰がバーサーカーですって!?」

『お前しかいないだろうが!!』

「私の優雅すぎる戦いのどこをどう見ればバーサーカー扱いになるのよ。余りにも優雅すぎて、天使か女神と見間違えるのならともかく」

『お前の戦いの、どこに優雅な要素があったって言うんだよ』

「まるで天使の羽が舞うような、華麗な戦いだったじゃない」

『舞ったのは敵の血とか肉片とか、そんなものばかりでしたよね？』

　ナツノの戦いの後に残るのは、見渡す限りの屍し山ざん血けつ河が。普通ならただ相手を倒すだけで済むのを、ナツノの場合、意識の無い相手に対しても刃を振るい、バラバラの肉片になっても攻撃を止めない。まさにバーサーカー。オーバーキルにも程がある。

　魔王軍四天王の一人、何にでもクレームを付けるクレーマー将軍を舌戦で凌りよう駕がしたことを考えると、決して武力だけが取とり柄えではないのだが。しかし、言い負かした後に結局斬り掛かったので、やっぱりバーサーカーだ。じゃあ最初から斬れば良かったじゃん。そっちの方が手っ取り早いでしょうよ。

　まあ、その人並み外れた武力を頼りにしているのは確かだ。これまでにあった沢山の難なん関かんを突破出来たのは、間違いなくこいつのおかげ。ナツノは、我らがパーティの要かなめなのである。怖いけど。

「まあ良いわ。それで、駄勇者犬、ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

『ん、どうした？』

　しかし、そんな暴れん坊のナツノといえど、最終決戦を前にして神しん妙みような面おも持もち。自らの得え物もの、聖せい鋏きようエクスカリバ次郎を研とぎながら、真剣な声音で話しかけてくる。

「……アナタ、このパーティの中に、好きな子とかいるの？」

『それ今聞かないといけないことなのか!?』

　何で最終決戦の場で聞くの!?　そんなの、最初に宿泊した宿屋とかでやっておけば良いような話だよね。冒険が終わりに近付いているっていうか、もうすっかり魔王の部屋の前なのに、わざわざ今言わなくても良いでしょ!?

「そう、はぐらかす気なのね」

『いや、はぐらかすっていうか、それ今する話じゃないよね。今は魔王をどうやって倒すのか、それを考えるべきじゃないの？　例えば、伝説の装備が果たして魔王に通用するか、とか。魔王が身に付けている闇のバリアを突破することが出来るのか、とかさ』

「あら、私にとっては、魔王征せい伐ばつなんかよりもよっぽど大事なことよ」

『好きとか嫌いとかよりも重要度が低い魔王って、どうなの？』

「そう、そこまで言うならいいわ」

『良かった、分かってくれたか』

「この戦いが終わったら、ちゃんと教えなさいよね」

『後回しにしてでも気になることなの？　まあ、分かったよ』

　俺の返事に頷うなずくと、ナツノは聖鋏エクスカリバ次郎を研ぐことに集中し始めた。

　つーか、最終決戦前に、戦いの後の約束ってあんまり良くないような気がするんだけど。フラグ的な意味でさ。




　ナツノから離れ、他の仲間達の様子を見て回ることにする。

　勇者たるもの、仲間の調子を知っておくことも立りつ派ぱな仕事だ。

　これから始まるのは魔王との最終決戦。僅わずかな不調が、大きな災わざわいに繋つながらないとも限らない。そして何より、うちのパーティには問題児が多く、ちょっと目を離している隙すきに、とんでもないことになりかねないのだ。

　例えば。

「カズ兄、カレーが出来たよ!!」

　こんな感じです。

　見れば、暗く長い廊ろう下かの床に直接お鍋なべやら、まな板などが並べられていて、即席キッチンのようになっている。鍋の中になみなみと注そそがれているのは、冒険中幾度となくお世せ話わになったカレーだ。いや、魔王の部屋の前で一体何をやっているのかな？

「カズ兄、ほら！　カレーだよ！」

『……うん、そうだね』

　軽い感じでカレー作りに精を出しているのはマドカ。俺の妹……を自称する女の子だ。

　出会うなり『カズ兄は前世からの兄で、最も早はや兄でないカズ兄は存在しないよ！』とか迫られた時は本当にどうしようかと思った。そもそも、俺には妹は存在しない。もし妹が存在したら、血筋的にその妹も勇者ってことになってしまう。それはちょっと、色々と困るのではないのか。

　しかし、よくよく話を聞いてみるとマドカは実に良い娘で、どうしても俺の力になりたいとのことだったので、晴れて勇者一行に加わることになったのだった。

　そんなマドカのパーティ内での役割は、敵の殲せん滅めつを担うバーサーカーである。

　うん、確かにバーサーカー二人ってバランスが悪いですよね。

「バーサーカーだなんて酷ひどいよ、カズ兄。私は、料理と、カズ兄への愛情ぐらいしか取り柄のない普通の女の子だよ？　あ、でもカレー作りに関しては王国一だけどね！」

『いや……』

　普通の女の子なのに、魔王征伐に来ている時点でどうかしているのはさておき。確かに、マドカのカレーが王国一と噂うわさされているのは真実。しかし、それは決して『王国一の美味』という意味ではない。

　非道なる化学兵器、無慈悲な攻撃手段として、王国一の評価を受けた大量破壊兵器。それがマドカのカレーなのである。

　俺達はマドカのカレーに幾度となく助けられた。助けられてしまった。何しろ、カレーをぶっかけるだけで、モンスター達は悲鳴を上げてゆっくりと溶解していくのだ。魔法使いのいない我がパーティが、無事に魔王城まで辿り着くことが出来たのは、『魔法が無いならカレーを掛ければ良いじゃない』という、マドカの無茶なカレー論によるところが大きい。

　魔王軍四天王の一人、どんな物理攻撃も魔法攻撃も跳ね返してしまう肉体を持つ、筋肉自じ慢まんのマッスル軍ぐん曹そうも、マドカが差し出したプロテインカレーを食べた途と端たんに爆散した。恐らく、胃が内部から爆発したのだろう。いかに筋肉を鍛きたえようとも、胃の中までは鍛えられなかったということか。

　危険度で言えば、間違いなくパーティの中で最凶。

　だからこその、バーサーカーである。

「ほら、カズ兄もカレー食べてよ！」

『えっ？　いや、その、えーと』

　そんなマドカは、出来たばかりのカレーをスプーンに載のせ、俺へと差し出して来る。

　出会ったばかりの頃、勧められるがままカレーを口にしたことがあるが、その後俺がどうなってしまったか。気付いたら曜日が一回りした後だった、という事実から推察して欲しい。

「ほーらー、カーズーにーいー」

『い、いや、そいつは、魔王の奴に振る舞ってやればいいんじゃないかな？　魔王の奴も、楽しみにしていると思うぞ？』

「分かったよ！　魔王さんに私のカレーをお腹なかいっぱい食べてもらうね！」

『うん、それでいい』

　マドカのカレーを食べれば、いくら魔王とはいえダメージを受けることは間違いない。まさか胃の中を攻撃されることは想定していないだろうからな。いくら鎧よろいを纏まとおうとも、胃の内部までは守れないよね。

「じゃあ、カズ兄はその後だね！　楽しみにしていてね！」

『あ、ああ……』

　死刑執行の時間が延びただけなのかもしれない。魔王を倒したら全力で逃げよう。




「だ、大丈夫だよ、どれだけカズヒト君がカレーを食べても、私が回復させるから」

『いや、心配してくれるのはありがたいんだけど、俺はこのカレー食べないよ？　カレー大好きっ子みたいに言わないでくれる？』

　マドカの言葉にたじろいでいる俺を見兼ねたのか、背後から声を掛けて来たのは仲間の一人、ハミ。我らがパーティの回復の要、僧侶の職に就ついている少女である。本当、バーサーカー以外の役職がいると安心するよね。

「わ、私の回復魔法なら、臓ぞう器きくらいは何とか再生出来るから、大丈夫」

『やっぱり安心出来ない！　言い方が生々しくて怖い!!』

「前にカズヒト君が、マドカちゃんのカレーを食べた時もね。胃にぽっかり穴が空いちゃってて、あのままだったら、きっと命が危なかったよ」

『良かった！　助かって本当に良かった……いやちょっと待て、どうして俺の胃に穴が空いているのが分かったの？』

「それはね、実際に見えたから、だよ」

『そっか、見えたのか、だったら仕方がないな……ってそれ、俺の胃の穴が実際に見えるような状態になっていたってこと!?』

　それ、穴が開いているのは胃だけじゃないよね!?　俺のボディにホールがオープンしていたんじゃないの!?

　とにかく、ハミはここまで回復役として頑がん張ばってくれた。ハミがいなかったら、俺達のパーティは幾度も全ぜん滅めつしていただろう。俺の胃にも穴が開いたままだっただろうし、そのままただのしかばねになっていた可能性もある。

　魔王軍四天王の一人、ダメージを与えるほどにテンションが上がるマゾヒズム隊長との戦いにおいても、逆に相手を回復するという裏技で倒すことが出来たのも、ハミのおかげだ。

「そ、そんな。僧侶として、当たり前、だよ」

『いや、そんな謙けん遜そんしなくても。実際、凄すごく助かっているからな』

「仲間を死なせたら、本当に申し訳ないから。そうなったら、私が死ぬしかないから」

『二次被害!!』

　僧侶が死んだらそこで戦闘終了なんですよ!?

　ハミはどう考えてもパーティの柱なので、そう簡単には死なせねぇよ？

「私の生命を対価にしてパーティ全員を復活させる魔法を使うよ？」

『ああそういう魔法もあったよな、確かに！　でも、それを使うような状況って、もう詰んでいるような気がするけどさぁ!!』

　幸さいわい、そんな厄やつ介かいな魔法を使う事態には至っていなかったが。しかし、敵は悪名高き魔王である。果たしてこの先、どうなるかは分からない。

『いや、絶対に大丈夫だ、保証する』

「……うん」

『お前に何かがあったとしても、必ず俺が、勇者である俺が守るから。だからお前は安心して、俺の背中を見守っていてくれれば良いんだ』

「……分かった。私は、自分の出来ることを。回復魔法を使い続けるよ」

　ハミは笑って頷く。その笑顔が背後にあるからこそ、俺は安心して戦えるのだ。

「大丈夫だよ、死ぬ時は、一緒だからね」

『いや、死ぬとかそう簡単に言わないでくれないかな？』

「志こころざし半ばで倒れても安心して。苦しまないように一瞬で命を奪うばった後、私も死ぬから」

『お前が手を下すのかよ！』

「苦しまずに済むような安楽回復魔法とかもあるから。眠るように、意識が足下からスーッと薄くなっていくのが……」

『それってもう攻撃魔法じゃないの!?』

　安楽死とか絶対に御ご免めんなので、必死で頑張ろう。味方に殺されないように。




『……よし』

　ともあれ、パーティメンバーは皆仕度を終えたようだ。

　皆、緊きん張ちようした面持ちで、魔王の部屋の扉の前に立つ。それぞれの得物を構える姿、誰の顔にも、迷いの色は無い。

　俺も勇者として、最後の命令を仲間達に下す。命を大事にするのでもなく、ガンガン行く訳でもなく。勇者である俺が、言うべき命令は。

『全員、魔王を倒して、そして、生きて帰るぞ！』

「魔王ね……少しは斬きり応ごたえのある相手だと良いけど」

「とりあえずカレーを振る舞えばいいんだよね、カズ兄！」

「こ、怖くない、怖くない怖くない怖くない怖くない」

『よし！　行くぞ!!』

　さあ、覚悟は決まった。ちょっと皆の意志がバラバラなような気もするけれど。

　扉を押さえる前足に、力を込めて。

　最後の戦いに、いざ赴おもむこうとして。

　しかし、俺達の覚悟を邪じや魔まするように。

　床も天てん井じようも、魔王の城ごと揺るがすかのような轟ごう音おんが、響いた。




『な、何だ!?』

　慌あわてて身を伏せ、辺りを窺うかがう。まさか魔王が先制攻撃を仕掛けて来たというのだろうか。次の瞬間に飛んで来るかもしれない魔王の攻撃を警けい戒かいする。

　しかし、隣となりのナツノは平然とした様子。普段と変わらぬ冷静な声色で、淡々と告げる。

「魔王の仕し業わざではなさそうよ、勇者犬。今の音は扉とは別の方角、この魔王城の入り口の方から聞こえたもの」

『入り口だって!?』

「来るわよ！　伏せなさい！」

『なっ!?』

　ナツノの号令。それに従い、体勢を変えようとした瞬間。

　しかし、そんな余裕すら与えないというように、それは一瞬で俺達の前に現れた。二度と目を離すことが出来ないような、そんな規格外の存在感をもって。

　あらゆる生物の中でも最大。

　あらゆる暴ぼう威いの中でも最強。

　それは、巨大なドラゴンだった。

『──ッ!?』

　言葉を失う。

　まるで現実感を欠いた光景が、俺の目の前に広がっている。

『な、何で、こんな所にドラゴンが……!?』

　絵本の中でしか見たことのない存在が、確かにそこにいた。想像上のものではない。頰ほおを撫なでる空気が。肌に感じる刺し激げきが。そして目に映る威い容ようが、ドラゴンの実在をはっきりと物語っている。

　長く伸びた首、蛇のように蠢うごめく尾、そして堂々と広げられた翼。

　俺達が戦ってきた恐るべきモンスターも、目の前のドラゴンと比べてしまえばただの雑ざ魚こにしか見えない。魔王の奴、こんな隠し玉を用意していたのか!!

『なっ、あれは!?』

　ドラゴンの登場に驚きよう愕がくしたのも束つかの間ま、新たな驚愕が襲い掛かる。

　巨大なドラゴンのその背の上に、誰かが腰を下ろしている。

　考えられないことだった。ドラゴンとは、自然災害そのものといった災厄、人間がどうにか出来る存在ではない。生物としてのスペックが、あまりにもかけ離れている。

　そんなドラゴンの背中に、何故人が乗っているのか。

『一体何者だ……？』

「動くわよ」

　ナツノの言葉と同時、ドラゴンの巨体が動き始める。その長い首を、ゆっくりと床の上、俺達の目の前へと下ろしてくる。そうして、ちょうど滑り台のような格かつ好こうになった首を、ゆっくりと滑り降りて来るその人影。

　そいつは、俺達の前で着地すると、俺と目を合わせて。

「こんにちは、勇者です」

　そんな、衝撃的なことを言い出したのであった。















　ドラゴンの背に乗っていたのは、モミジという名の小柄な少女。とても巨大なドラゴンを従えているようには見えない。

「成なる程ほど、あなたも勇者なのですね」

『いや、あなた〝も〟って言われても……』

　勇者は俺だよ。犬なのに勇者です、唯一無二の勇者です、知っているでしょう？

　王様から命令を受けて、世界を魔王の魔の手から救う為にここまでやって来た、由ゆい緒しよ正しき勇者です。つーか、勇者って普通は一人だけだよね。俺も勇者で、お前も勇者って、それはちょっとおかしいでしょう。

「成程、そちらの事情は理解しました。ですが、私も勇者です」

『いやいやいや、勇者が沢山いちゃったら、色々と不ふ都つ合ごうが出るだろ。何かこう、勇者の血筋とかから生まれて来るのが勇者だよ？　だから俺が勇者なんだよ？』

「勇者の血筋？　それは、何ですか」

『……へ？』

「勇者学校で単位を取って卒業したら、勇者になれるという話でしたが」

『え、学校とかあるの!?』

「はい、毎月送られてくる教材できちんと学習しました」

『しかも通信教育!?』

「はい。『これでキミも一年後には勇者だ！』と大きく書かれた封筒が来たので試してみたところ、無事に勇者になれました。赤ペン勇者先生による即時採点のおかげです」

『サポート体制もバッチリだな!!』

　そんなんで勇者を名乗っても良いの!?　生まれてからずっと、勇者になる為の特訓をしてきた俺の立場はどうなるの!?

　いやほら、別に俺もね、自分を特別視して欲しい訳ではないんですよ。勇者としての役得も苦労もあって、それでもこうして魔王を倒す為に頑張っている訳じゃないですか。だから俺以外に勇者がいるっていうのはちょっと認めがたいんですけど、どうですか、そこらへん。

「学校を卒業していないのですか。ではカズヒトさんは、中退勇者ですね」

『何だよその不ふ名めい誉よな称号!!』

「しかし、赤ペン勇者先生も仰おつしやっていました。勇者とは、自らに課す覚悟のようなものだと。勇者を勇者たらしめる要素は、誰の心の奥にもあるもの。己に恥じない勇気こそが、勇者を名乗る為に必要なのだと」

『うわぁ良いことを言いやがるな赤ペン勇者先生！　会ったこと無いけど！』

　こだわっている俺が馬鹿みたいじゃないか。でもその言い分だと、別に勇者の学校とか出る必要も無いし。国民総勇者、名乗ったもん勝ちだよね。そこはちょっと色々と自重して欲しかったな！




『…………はぁ』

　何だか、ドッと疲れてしまった。まだ魔王と戦う前だというのに。

　結局、勇者という言葉に一番振り回されていたのは俺だったようだ。

　しかし、今更振り返っても仕方がないこと。俺は俺だ。勇者である以前に、本を読むことが大好きな犬だけど。唯一無二の勇者でなくても、世界を愛する気持ちは誰にも負けない。その気持ちを忘れなければ、きっと大丈夫。俺の冒険は、ここに辿り着くまでに仲間と育はぐくんで来た絆きずなは、噓うそじゃないんだ。

「そうだよカズヒト君。勇者であっても勇者でなくても、死ぬ時は死ぬんだから」

『うっさい僧侶』

「最初からカズ兄はカズ兄だから、一切私は気にしてないし、どうでもいいよ!!」

『うっさいバーサーカー』

「だから犬が勇者を名乗るなんておこがましいと言ったのよ、只犬」

『うっさいバーサーカー』

　はい、このように仲間達から激げき励れいを受けております。

　えっと、こいつら俺を励はげましてくれているんだよね？　長いこと一緒に旅をしてきた仲間なのに、いまいち信用出来ないんだけど。魔王と決着を付ける前に、そこのところをキッチリ確認しておいた方が良いんじゃないのか。

『ま、まあ、勇者に関しては分かったよ』

　気を取り直してモミジの方へと向き直る。

『勇者がどれだけいたって、騒ぎ立てるようなことじゃないよな。誰が魔王を倒しても、世界が平和になるんだったら、それで何も問題は無いんだから』

「そうですね、確かにそう思います」

『オッケー納なつ得とくだ。よし、問題は次だ!!』

　ツッコミどころその一、勇者については納得した。

　じゃあ、ツッコミどころその二だ。さあ、気合い入れて行くぞ！

『このドラゴンは何!?』

「……ドラゴン？」

『だから、このでかいのは何かって聞いているんだよ!!』

「ああ、車くるま椅い子すのことですか」

『車椅子ぅ!?』

　俺の全力のツッコミが一撃で返されてしまった。

　いや本気でどういうことなのか分からないんですけど。だってコレ、車の要素も椅子の要素も無いよね、どう見てもドラゴンですもんね、地上最強の生物ですもんね。

　しかしモミジは、平然とした様子を崩くずさないままで言う。

「車椅子とは、移動の補助の為に乗るものです」

『まあ、そうだな』

「私はこれに乗って移動しています。ですから、これは車椅子です」

『いや、その理屈はおかしい』

　一片の隙も無いような論理っぽいけど、根本的におかしい。だってドラゴンだもん。

『つーかお前、このドラゴンを移動手段として使っているの!?　それは何と言うか、魔王とか比較にならないレベルの危険人物じゃないの!?』

「飛べますので」

『車椅子は飛ぶ必要ないよね!?』

「火も吐けますし」

『車椅子は火を吐く必要もないよね!?』

「同じようなことを、元の世界のカズヒトさんにも言われたような気がします」

『元の世界って何!?』

　うん、分かった。勇者とかそういう以前に、こいつがちょっと俺の常識では計れないような人物だと良く分かった。

　しかし、こうなってしまってはしょうがない。勇者同士が争う必要などないのだ。むしろ勇者同士協力して、魔王に当たるべきだろう。考えてみれば、パーティの仲間達だって皆、俺の常識では計れない奴ばかりなのだ。今更一人二人増えても変わりはない。

『……モミジ、お前は魔王を倒しに来たんだよな？』

「はい、勿もち論ろんです」

　まあ、ドラゴンがいるなら、百人力どころの騒ぎではない。魔王の軍勢全てを相手にしてもお釣りが来るレベルだ。下へ手たしたら、魔王そのものだって倒せるかもしれない。

「しかしながら、この城に入る時点で苦労しました。何しろ車椅子が大き過ぎて、正面玄げん関かんから出入りが出来ませんでしたので」

『そのドラゴン、意地でも車椅子扱いなんだな』

「仕方がないので、少しだけ乱暴に突入しました」

『ってことは、さっきの凄い音は、乱暴に突入した音だったのか……？』

　少しだけ、と言う割には、被害が甚大だったような気がしますけど。

「結果、どうやら魔王の座する場所の近くまで辿り着いたようですから、問題はありません。後は、その扉を開けて」

『ふむ』

「そこから火を流し込めば、それで終了ですね」

『ひどい!!』

　流石さすがにそれはどうなのか。確かに相手は悪い魔王だけど、あんまりじゃないのか。

　この魔王の部屋、特に換気とかの備えは無さそうだし、そんな閉じた部屋に火を吹き込んだら、それはもう悲惨なことになるよね。逃げ場の無い中で、魔王はゆっくりと焼かれますよね。目の前でエクストリーム・バーベキューが開かい催さいされてしまう。

「駄目でしょうか？」

『いや、駄目って言うんじゃないけど、勇者としてはどうだろうかって』

「魔王を倒すことこそ、勇者の使命だと思うのですが、違うのですか。世界に恒久的平和を取り戻すことが、勇者の唯一の目的であると。違うのですか？」

『違いませんけど!?』

　何か、真ま面じ目めに魔王の相手をしようとしていたのがバカに思えて来る。正々堂々やる必要が無いのは理解出来るけど。俺って、勇者としての考え方が古いんだろうか。

『……はぁ』

　もう色々、面めん倒どうになって来た。魔王とか、別にどうでもいいんじゃないの。だって勇者って通信教育でなれる職業で、人間総勇者時代なんでしょう？　別に俺が頑張らなくても良いんじゃないですか？

「急に適当になったわね、駄犬」

『うるさいよ』

　こっちにはドラゴンがいるから、勝利は確定だ。俺がするべきことなんて無い。さっさと魔王を倒して、さっさと城下町の書店に寄って、さっさと自分家ちのベッドに寝っ転がって読書がしたい。

「どうしてもアナタがその手で魔王を倒したいというのであれば、このドラゴンを私が斬っても良いのよ？　ドラゴンスレイヤーの称号、是非とも手にしたいところだから」

『マジで勘かん弁べんして下さいナツノさん』

「ねえねえカズ兄、ドラゴンってカレー食べるのかな？　もしくはドラゴンって、カレーの材料になるのかな？」

『頼むから落ち着いて下さいマドカさん』

「私がドラゴンの生いけ贄にえになれば良いんだよね、そうだよね？」

『大人しく座っていて下さいハミさん』

　大変だ、俺の仲間がどうかしている。

　ここはやはり、勇者にしてリーダーである俺がどうにかしないといけないのか。

『俺には落ち込んでいる余裕すら無いのかよ。ああもう、皆の力を合わせてさっさと魔王を倒そう。モミジ、そのドラゴンで頼む』

「ドラゴン、ですか？」

『……車椅子で、頼む』

「分かりました、カズヒトさん」

　モミジは無表情のままで頷くと、ドラゴンに何かを囁ささやき始はじめる。魔王焼却の命令を下しているのだろう。言葉が通じる問題に関してはもう気にしない。

　そうして、ドラゴンの巨体が動く。

　扉の方に首を向け、魔王を焼き殺そうとして。

「待ちなさい!!」

　しかし、俺達の行動を制する声が、魔王城の廊下に響いた。




　声と共に、辺りが急に明るくなった。

　この、闇が凝こり固かたまったかのような場を照らす圧倒的な光。それは。

「あたしに黙って魔王を征伐しようなんて、そんなことは許さないわ!!」

『……誰だよ』

　知らない人だった。初めて見る人だった。ここに来て新たな登場人物を受け入れるほど、今の俺の心に余裕は無いんですけど。

　しかし、声の主はカツカツと音を立ててこちらへと歩いて来る。純白の鎧に金色の髪、どういう原理だか分からないけれど、全身が光り輝いている少女。

「全く、揃そろいも揃ってノットシャイニングね！」

『だから誰だよ！』

「って、どうしてこんな所に犬が!?」

　俺の存在を認識するや否や、飛とび退のく金髪の少女。怯おびえた様子を見せながら、俺の方を指差して抗こう議ぎして来る。

「ささささてはこの犬、魔王の部下ね!?　地じ獄ごくの番犬みたいな奴ね!!」

『失礼な！　俺は……まあ色々自分の存在価値について揺らいでいたりもしたけれど、こう見えても、ちゃんとした勇者なんだぞ!!』

「何で犬が勇者なのよ!!」

『それ、さっきも言われたんですけど!?　犬が勇者で何が悪いの!?』

　犬が勇者って、そんなにおかしなことだろうか。生まれてからずっと犬なので、別にどうとも思わないんだけど。人間が急に犬に生まれ変わった、とかならまだしも。ナチュラルボーンドッグの何が悪いんだよ。

『つーかお前、本気で誰だ？　もう俺ら五人とドラゴンとで、ここの通路は満員なんだけど』

「ふん、聞かれたならば答えてあげる。聞かれなくても答えるわ！　そう、あたしこそが三千世界に名の知れた、勇者の中の勇者、いいえ、そんなものじゃないわね。勇者を超えた勇者、つまりは超勇者、ブリリアントブレイドマキシ様よ!!」

『だから誰なんだよ！』

　三千世界に名の知れたって言われても、全然聞いたことが無いし。

「超勇者という響きには覚えがありますね」

『いやモミジさん、ちょっと黙っていてくれる？』

「うるさいのが来たわね、とりあえず魔王の前にこいつを斬ろうかしら」

『ナツノさんも、斬らないでくれる？』

　放ほうっておくと妙な争いが勃ぼつ発ぱつしかねない。この人達に協調を求めるのが無理な話なのだろう。何となく分かるよ。

　そんな俺達をよそに、白い少女は一人で盛り上がり続ける。

「超勇者であるあたしこそ、魔王を倒すのに相応ふさわしいわ！　犬だか勇者だか知らないけれど、魔王を倒すのはこのあたし、超勇者マキシ様だけに許された覇は道どうなのよ!!」

『……超勇者マキシ様、ねぇ』

「何よ、何か言いたいことがあるの!?」

『堂々と名乗りを上げているところ悪いんだけど。いや、ちょっと今はタイミングが悪いっていうか。はっきり言って、お前どうしてここに来たんだよ。空気読めよ』

「な、何なのよその反応は！　超勇者がこうして現れてあげたんだから、もっと崇あがめ奉たてまつりなさい、あるいは土ど下げ座ざしなさい！　ほら、こんなに輝いているのよ!?」

『いや、勇者でも超勇者でも、別にどっちでも良いし……』

　むしろ、勇者のバリエーションがこれ以上増えても困るんですけど。

『お前も、やっぱり通信教育で学んで勇者になったのか？』

「はぁ？　通信教育？　そんな輝いてないものを受ける訳ないじゃない!!」

『え、じゃあどうやって……ひょっとして、お前も勇者の血筋の……』

「あたしは勇者っぽいから勇者なのよ！　生まれた時から輝いているから！」

『……どうしよう、この人凄い』

　超自称勇者だった。斬ざん新しん過ぎる理由で勇者を名乗っているよな、この人。

　もう考えるのを止めよう。勇者という名前に縛られるのはもうよそう。

　みんなが勇者だ。俺が、俺達が、勇者なのだ。


　　　　　　　　



　気を取り直し、モミジと、超勇者を交えて話を始める。

　話というのは他でもない、魔王の部屋に乗り込む順番について。何しろ、ドラゴンが構えている時点で魔王が倒されることは既に決定済み事項。問題なのは順番だけだ。

『魔王を倒すんだったら、先に行ってくれるか？　俺達はここで待っているから』

「当たり前よね！　あたしに先を譲ゆずるのは当然のことだし！　一番は勿論あたしよ！」

『いや、この扉からドラゴンが炎を流し込む予定だから、もし魔王に会って思い出作りしたいんだったら、今のうちにと思って』

「何をするつもりなのよ!!　そんな倒し方が許されると思ってるの!?」

　真っ当なツッコミが入った。顔を真っ赤にして怒り出す超勇者。この人、格好はどうかしているけど、実は常識人だよね。

「そ、そんなノットシャイニングな倒し方が許されると思ってんの!?　このあたしが華麗な活かつ躍やくを見せる予定なのに、そんな大おお雑ざつ把ぱな戦い出来る訳ないでしょ!?　というか、そんなの戦いじゃなくてただの虐ぎやく殺さつじゃない！　これから行われる魔王との激しいラストバトル、いずれ語られるあたしの大だい叙じよ事じ詩しに載のる予定なのに!!」

　前言撤てつ回かい。やっぱり常識人ではなかった。

『お前は自分が目立ちたいのか、魔王を倒したいのか、どっちなんだ？』

「そんなの、目立ちながら倒したいに決まってるじゃない！　そして倒したことで更に目立つ！　目立つと倒すのダブルハリケーン！　ああ、勇者として何一つ捨てないことを選択するあたしってば、激烈輝いてるぅ!!」

『よし、魔王を倒そう。さくっと焼こう』

　色々面倒だし、さっさと終わらせよう。モミジにドラゴンファイヤーを頼んで、消し炭にして貰もらおう。

「ちょ、ちょっと待ちなさい!!」

　しかし、無視されそうになった超勇者がなおも大声を上げる。

「そんな卑ひ怯きような手を使う必要なんてないって言ってるのよ！　何故ならあたしが魔王を正々堂々と討ち取るから！　さあ現れなさい、あたしの仲間達!!」

　マキシがそう叫んで、指を鳴らした瞬間。

　通路の奥から、足音が聞こえて来る。それは、一人や二人のものではない。多くの足音が重なって、まるで一匹の巨大な生物の足音のように聞こえるのだ。

　統制された軍隊のような、その足音の正体、それは。

「来たわね、あたしの大事な仲間達が!!」

『……はぁ？』

　現れたのは、揃いの鎧を身に纏った、漆しつ黒こくの軍団だった。

「揃いの黒服、揃いの意志！　これぞ超勇者マキシ様の忠実なる部下にして統制された軍勢、黒服の精せい鋭えい、その名もブラックナイツよ!!　揃いに揃った大人数で、魔王がいくら強敵でも確実に打倒してやるんだから!!」

　マキシの背後に控える、漆黒の壁かべ。その数、およそ五百人。

　はい、じゃあツッコミ入れるよ。

『流石に多過ぎるだろ!!』

　何だか、空気が薄くなったような感じすらする、魔王城の通路。

　そりゃまあ、いきなり五百人も増えたら、空気も足りなくなるよね。

　超勇者の連れてきた黒服達を見渡す。戦士。剣士。魔法使い。僧侶。盗とう賊ぞく、商人、賢者、遊び人、その他諸もろ々もろ。どうやら、職業は各自で異なっているが、しかし皆が同じように、黒を基調とした装備で身を固めている。闇に溶け込むような格好、どちらかと言えば魔王の側のカラーリングにも見えるが。ただ一人白い鎧がその前に立つことで、超勇者の存在が、より引き立っている。

　通路を埋め尽くす、漆黒のブラックナイツ達。こんな大人数が、一気に魔王の元へとなだれ込んだら、一体どうなるか。

『数の暴力って、こういうことを言うんだろうな……』

　こんな大人数で掛かって来ることは、さすがの魔王といえども想定外だろう。

　いや、だって、五百人だぞ？　俺達のパーティが四人……正確には三人と一匹で魔王に挑いどもうとしていたのに、どうして五百人も用意しちゃったの？　ちょっと宿屋に泊まるだけでとんでもなく出費がかさむんじゃないの？

『お前、正々堂々と戦うんじゃなかったのかよ。こんな大人数で魔王に挑むのが許されるのか。それこそ、お前の言うノットシャイニングなやり方じゃないのか？』

「ふん、それは素人しろうとの考え方ね!!　ここに揃っているブラックナイツは、あたしの仲間にして忠実な部下。つまりはあたしの力の一部ってことよ。だから、ブラックナイツが倒すということは、あたしが一人で魔王を倒すことだと言っても過言ではないのよ!!」

『いや、その理屈はおかしい』

「さすがあたし、一人でも百人力、いえ五百人力よ！　ああ、みんなの輝きを集めて束ねて戦うあたしって、最高に輝いてるっ!!」

　超勇者は俺の話を聞いてくれず、魔王の待つ扉の方へと全員で向かってしまう。

「行くわよ、輝きの足りない魔王!!　輝く超勇者であるあたしの輝きを目に焼き付けて、そのまま輝きつつ滅びなさい!!」

「「「「ＹＥＳ！　超勇者マキシ様の言う通り！！！！」」」」

「行くわよブラックナイツ!!　ホワイトマキシ様に続きなさい!!」

「「「「ＹＥＳ！　超勇者マキシ様の言う通り！！！！」」」」

『……うわぁ』

　このままでは、魔王が数の暴力に負けてしまう。数十秒後に訪れるだろう凄せい惨さんな光景に、思わず身が震えるが。

「カズヒトさん、そこをどいて頂けますか」

『……へ？』

　上から掛けられた声に振り返ってみれば。そこにいたのは、モミジ……正確に言えば、巨大なドラゴンの背に無表情で乗っているモミジだった。

　どうして、扉の前に移動しているんだろうか。ドラゴンさんも、大変やる気に満みち溢あふれた目をしていらっしゃいますけど。どうしたの？　テンション上がっちゃってる？

「ついに、魔王を倒す時が来たということですね」

『いや、既に五百人ほど突入しようとしているので、ドラゴンは控えていてくれますか。確実にオーバーキルになるんで、止やめて下さい』

「仕方がありませんね。私とドラゴンも突入します」

『だから止めろって言ってるだろ!?　話を聞いてってば!!』

　つーかお前今ドラゴンって言ったよね!?　車椅子じゃなかったの!?

　俺の制止も聞かず、ドラゴンが爪を振るい、尾を叩きつける。

　たったそれだけで、通路の壁が、先に突入したブラックナイツの方々を軽く巻き込んで崩ほう壊かいしていく。更に辺りを破壊しながら、ドラゴンが魔王の部屋へと突入する。

　瞬間、再び地鳴りのような音が辺りに響き渡った。

『こ、この音は……？』

　断続的に続く、この城全体を軋きしませるような音。それは、まるで城全体が悲鳴を上げているかのようで。

『ま、まさか、魔王城が倒とう壊かいしようとしているんじゃ……！』

　まずい。全員生き埋めになってしまう。確かに、魔王など簡単に倒せる戦力が揃っているけど、城の倒壊という事態に対する備えは全くしていない。早く皆に伝えないと、下手をすれば全滅だ。

『おい皆！　城がマズい！　早く逃げないと！』

　しかし、超勇者も、黒服達も、モミジも、ドラゴンも、誰もが魔王を倒すという熱狂に酔よって、俺の話を聞いてくれない。

『ああもう、誰も聞いてくれない!!　み、皆、一刻も早く脱出を!!』

　パーティの仲間達に向けて号令を飛ばす。ここまで共に歩んで来た仲間達だ、俺の想おもいもすぐに受け取ってくれる筈はず！

「さあ行くわよ、駄犬。魔王を斬り滅ぼすわ」

「カレーの出番だね！」

「あ、私も死なないように頑張るよ、後ろの方で」

『お前らもやる気だなぁオイ!!』

　あれ、俺の想いが通じていませんよ。全員が全員、完全に魔王をどうにかしてやるという気迫でいっぱいです。いや、だから、脱出しないとみんな死んじゃうんだよ？

　かくして、俺の声など聞こえていないように、魔王の部屋へと突撃していく一行。

　完全に取り残された形になった俺。

　あれ、俺って勇者じゃなかったっけ？　ついこの間まで皆から持ち上げられていたのに、どうしてこんな大事な場面で一匹で悩んでいるのだろうか。

「はっはっは、復活した魔王軍四天王も味方してあげようじゃないか!!」

『そ、その声は!?』

　落らく胆たんしている俺の背中に、妙に爽さわやかな声が掛けられる。

　振り返れば、いつか倒した筈の魔王軍四天王が勢揃い。マッスル軍曹を筆ひつ頭とうに、クレーマー将軍とマゾヒズム隊長、未登場のブックストア教授まで揃っている。

　どうやら味方になってくれるらしい。かつての敵が味方になるというシチュエーションは素す敵てきだけど、この大変な時に来なくても。これ以上仲間が増えても、魔王サイドの負担が増えるだけなんだよ。

　しかし味方勢のやる気はピークに達していて、俺の声で止まるような状況ではない。俺がどうにか出来ることなど、無い。勇者とか、そんなことにこだわることなく、それぞれの目的で動いている。バラバラだけど、一つの意志に沿って行動している者達。

　誰かが勇者になれるのなら。

　誰もが、勇者になれるのだろう。

『……行くか』

　仕方がない。魔王を倒して、このふざけた騒動も終わりにしてしまおう。

　勇者だとか魔王だとか、そんなしがらみに囚とらわれることなく、誰もが自由である世界の為に、魔王を倒そう。

　そして、とっとと脱出しよう。早く脱出しないと、死んじゃうもんね。




　もつれるように魔王の部屋へと突入する、俺と五○九人と一頭。

　長く苦しい戦いの終着点に、ついに辿り着いたのだ。しかし。

『…………あれ？』

　そこには、誰もいなかった。

　最終決戦の舞ぶ台たい、魔王の待つ玉座の間。

　禍々しい装飾で彩られた玉座に、人影は無い。

　魔王の姿は、何ど処こにも無い。

『……いない？』

　壁に掛かったロウソクにはまだ火が点ついている。ついさっきまで、誰かがここにいたことは間違いない。魔法で脱出したような気配も無い。一体何があったというのか。

「……駄犬」

　と、何かに気付いたようなナツノが、俺を呼んでいる。

「これを見なさい」

『これって……』

　ナツノが掲げて見せたのは、魔王の玉座に置かれていたらしい一枚の紙。そこには。







　　　旅に出ます

　　　探さないで下さい






　　　　　　魔王






　それだけが、書いてあった。

　ご丁てい寧ねいにも、魔王の花か押おうが捺おしてある。追い詰められて慌てて書いたような、震える文字。それは紛まぎれもなく、置き手紙と呼ばれる代しろ物ものであった。

『………………おう』

　うん、まあ、逃げるよね。部屋の前で、自分を殺そうと大騒ぎしている連中がいて、しかもその中にはドラゴンまでいるんだから、そりゃ逃げますよね。誰だってそうする。勇者だってそうする。

　魔王が逃げてはいけないなどと誰が決めたのか。俺の知らないところで余生を過ごすくらいは、まあ認めてやっても良いのではないだろうか。それに、一度逃げ出した時点で、魔王としての威い厳げんも何もあったもんじゃないから、再起の可能性も低い。魔王さえいなくなれば、各地の魔物達も大人しくなるだろう。

　つまり、不本意な終わり方ではあるけれど。とにかく、魔王の脅きよう威いは去ったようだ。

『本当、どうかと思うけど』

　世界は、救われたのだ。




「はい注目ー!!」

『へ？』

　突然、ナツノが手を叩いて皆の注目を集める。そのまま全員の視線が集まったことを確認すると、ナツノは堂々とした様子で。

「何もせず、このまま魔王城にいたところでどうしようもないわ。だから、魔王がいなくなったことを前提にして、未来のことについて考えるべきだと思うの」

『まあ、そうだな』

　流石は勇者のパーティの一人。実に真っ当な意見だと思う。

「でも皆、魔王を倒すというモチベーションで集まったんだから、その点に関してはちゃんと発散しておかないとね。王様から貰える報ほう奨しよう金きんのこともあるし、魔王を倒した証明が必要よね。魔王は、出来るだけ残虐に、平和の為の礎いしずえになって貰わないと困るわ」

『……うん？』

　引っ掛かる。何だか、雲行きが怪しいような。

『ナ、ナツノさん？　何を言っているの？』

「だからね、私に提案があるんだけど」

　嫌な予感がして、言葉を止めようかと思ったが、しかしナツノの言葉の方が早い。

「代わりの魔王をでっち上げて、皆で倒すっていうのはどうかしら？」

『何を怖いこと言い出してんの!?』

　魔王に代わりなんかいないよ！　勇者に代わりがいることも衝撃的なのに、その上魔王にすら代わりを用意したら、もう収拾がつかなくなるよね！

　そんな訳の分からないことを始めるくらいなら、逃げた魔王をどうにかしろよ！　この大人数でローラー作戦掛けようじゃないか。だって嫌な予感がするんだもの！　具体的には俺の身に何かが起こりそうな予感が!!

　しかしナツノは平然と、俺の方を見下ろしてくる。その瞳ひとみに映るのは、心の底から楽しそうな色で。

　もう心底嫌な予感を覚えて、急いでその場を去ろうとする前に。

「じゃあ、お願いね？」

『………………はぁ？』

　お願い？

　お願いって、一体何を……？

『って、あれぇ!?』

　動けない。振り返れば、ナツノの長い足が俺の尻尾しつぽを踏みつけている。俺を押さえたまま、手にした聖鋏エクスカリバ次郎を構え、息を大きく吸う。どう考えてもこの状況を楽しんでいる表情、しかし真剣な声で。




「おのれ犬魔王！　こんな所に隠れていたとは予想外、しかし絶対に逃がさないわ！　ここで出会ったが百年目、世界平和のその為に、大人しく勇者に倒されなさい!!」

『ちょっとおおおおおおおお！！！！！！』

　ツッコミを入れる隙もない死刑宣告。どうしてそんなことになるのか、一体俺の何が悪かったと言うのか。いやもう全部魔王が悪いんだけど。ここまで勇者として頑張って来た結果がこれって、どうなんだ。世界に救いは無いのか？

「あら、救いはあるわよ。私達の平和というね」

『その私達の中に、俺は含まれないの!?』

「はい」

『肯定された!?』

「犬魔王！　これで支配の時代は終わりよ！　人々の顔に笑いを取り戻す為、誰もが自由に己の望むままの生活を送る世界の為に、ここで果てなさい!!」

『ちょっ、ちょっと待ってくれないか!?』

「問答無用!!」

『ストップ!!　ストップウウウウウウゥゥゥゥゥゥ!!』




　しかし、俺の願いも空むなしく振り下ろされるナツノの聖鋏エクスカリバ次郎。

　次いで放たれるモミジのドラゴンファイヤー。マドカのカレー。ハミの過か剰じよう回復魔法。ブラックナイツによるファイブハンドレッドアタック。超勇者のマキシマムレヴォリューションファイナルスーパーブリリアントブレイドシャイニングビーム！

　そんな無慈悲な攻撃達に、俺は為なす術すべも無く。

『…………ああ』

　あっさりと意識を手放すしかなかったのだった。




　脳のう裏りをよぎる走そう馬ま灯とう。それは、旅立ちの日のこと。

　勇者として我が家を旅立った、あの日。記憶の中の俺は、希望に満ち溢れていて、世界は俺が救うのだという使命感に燃えていた。まさか、こんな魔王扱いされるような事態になるとは、夢にも思っていない。

　こんな本当の魔王よりも酷い目に遭あわされるとは。

　出来ることなら、あの日の俺に伝えてやりたい。

　真に倒すべき敵は、すぐ側そばにいるのだ、と。


















　俺の名前は春はる海み和かず人ひと！　生活が大ピンチだ！

『……お金が無くなってしまった。どうしよう』

　食費を切り詰める為ために、毎日もやし炒いためだけで過ごし。

　交通費を浮かせる為に、遠くの本屋にも徒歩で向かい。

　光熱費を浮かせる為に、月の明かりの下で読書をした。

　本の代金以外の何もかもを犠ぎ牲せいにして、本を買う為のお金を捻ねん出しゆつして来た。しかし、それもいよいよ限界だ。本を読む為の資本、俺の身体からだが限界を迎えてしまったのだ。

　健全な読書は健全な肉体に宿る、という程大おお仰ぎような信念を抱えている訳ではないが。目が霞かすみ、本を押さえる前足にも力が入らないとなれば、最も早はや読書が出来る状態ではない。

　一応、犬の身の上で、更には学生でもある俺。学校に行くことすら出来なくては、仕送りをして貰もらっている父上、母上に顔向けが出来ない。このままでは、苦心して得た都内での一人暮らしという座が取り消されてしまう。

　しかし、悩んでいるだけではどうにもならない。読書の量を減らさず、かつ真っ当な生活を送る為には、どうしても先立つものが必要で。

　地じ獄ごくの沙さ汰たも金次し第だい。大抵の物は金で買える。

　この世は銭ぜにだ！　あと本！

　そんな訳で、生まれて初めてアルバイトというものをしてみんとてするなり。

　じゃあ書店で働こう、と脊せき髄ずい反射で決定しそうになったが、しかし本を前にして自由に読めない環境は、逆に辛つらい。本があるのに読めないとか、それはもう魂たましいに逆らっているのも同じ。どうせなら、食費を浮かすことが出来る飲食系が良いのではないか。

　そうして、俺は手近なファミリーレストランの求人広告を見つけて、早速バイトの面接へと赴おもむいたのだった。


　　　　　　　　



「じゃあ、私の攻撃を一分間避よけ切きったら採用ということにしましょうか」

『そんなバイオレンスな面接があってたまるか!!』

　意気込んでバイトの面接に出掛けた俺を待っていたのは、攻撃だった。

　俺、アルバイトとか初めてだから詳しくないんだけど、いきなり攻撃される面接ってどう考えてもおかしいよね。就しゆう職しよく難なんって、こういう物理的な難しさの問題だったの？

「ふん、とりあえず最初の一撃は避けるのに成功したみたいね」

『ギリギリだったけどな！』

　いきなり銀色のハサミで攻撃して来た真っ黒い制服の女性、夏なつ野の霧きり姫ひめ。どう考えても危険人物だ。こんな奴が店長をしているって、このファミレス大丈夫なのかよ。そしてその攻撃を避けた俺も凄すごいな。自分で自分を褒ほめてやりたい。

「アナタ、勘かん違ちがいしているようだけど、私は店長じゃないわよ？」

『じゃあどうしてそんな偉えらそうな顔して面接しているの!?』

　店長じゃないならそっちの方が大問題だよね？

「ほら、これから一緒に働く仲間なんだから、私の攻撃に耐えられるような人材じゃないと困るじゃない。だから、店長が面接するより先に、私が試してあげているのよ」

『何様なの!?　ってか、そんな日常的に攻撃される可能性のある職場なの!?』

　常にハサミで襲おそわれる危険性のある職場なんて、世紀末のスラム街かよ。一刻も早くバイト先を探す必要があると言っても、流石さすがにこんなところでは働きたくない。

『あ、あのー、僕、今日はこの辺で失礼します』

「あら、何ど処こに行こうと言うのかしら？」

『え、いや、ちょっとお腹なかが痛くて。イタ、イタタタタ』

「……ふうん」

　ファミレスのバックヤードから、急いで外に出ようとする。こんな危険地帯にいつまでもいられるか。三十六計逃げるに如しかず。扉に向けて、一歩を踏み出そうとした瞬間。

『──ッ!?』

　突とつ如じよ背後で膨ふくれ上あがる殺気。振り返る余裕なんて無く、その場で大きく横に飛とび退のく。その瞬間、つい先程までいた場所を、銀色の一いつ閃せんが通り過ぎた。

『って何をするんだ、何を!!』

　それは、危険人物夏野霧姫の持つハサミによるもの。ギリギリで躱かわせたから良いものの、あのまま飛び退かずにいたら、どんな惨事になっていたか。この地味な色合いのバックヤードが、所々に赤をあしらったオシャレな内ない装そうになってしまうところだよ。

「……一分ね」

『へ？』

　真っ黒い制服に身を包んだ夏野は、俺の抗こう議ぎなど無視して、壁かべに掛かった時計を見ながら呟つぶやく。

「言ったでしょ？　私の攻撃を一分間避け切ったら採用って。さっきの一撃で丁ちよう度ど一分だったのよ。ギャーギャーうるさいから二回しか斬きれなかったけど。でも、二回とも躱した訳だし、まあ及第点ってところかしらね」

『え、いや、採用って、あのー……？』

　何か納なつ得とくされているようですが。今更採用されても、逆に困るんですけど。こんな危険な職場、一秒たりともいたくありませんよ。帰って良いですか？

「何をグダグダ言ってるの。採用は決定事項よ。ほら、チャキチャキ働きなさい」

『つーか、さっきから採用採用って言っているけどさ。店長でもないお前に、そんなことを決める権限があるの？』

「権限？　それなら問題無いわ。店長を斬ったら、役職ごと手に入ったもの」

『店長斬られちゃったの!?　じゃあ結局、お前は何なの!?』

「店長の時代は終わったわ。新たな時代を斬り開く新店長・夏野霧姫とは私のことよ」

　何を言っているのか分からないけど、そんなＲＰＧのドロップアイテムのノリで権限と役職の譲じよう渡とが行われるのかよ。恐ろし過ぎるよ。

　しかし、逃げようとするとハサミが煌きらめくこと請け合いなので、本気でここで働かなければならないらしい。選択の余よ地ちは既に無い。

　ひょっとしてこれって、アルバイトじゃなくて、強制労働なんじゃないですか？




『どうも、元店長の姫ひめ萩はぎ九く郎ろうです』

『カラスじゃねーか!!』

　元店長を呼んでくると、夏野が出て行って数分後、バックヤードに現れたのは、真っ黒いカラスだった。こんな、ゴミ捨て場に生息しているような鳥が、食品を扱う場にいたら駄目だよね。衛えい生せい的てきにマズイことしかないだろうよ。免めん許きよ的てきにも大丈夫？

『……それ、犬である君に言われる筋合いは無いんですけど』

『確かにそうかもしれないけど』

『いいですか。カラスだって、こうして立派に職に就つくことが出来るんです。確かに今は店長の権利を剝はく奪だつされて、元店長というしがない役職でしかありませんが……まあ、その辺りのバランスは元の世界通りということで』

『はぁ？　何だよ、元の世界って』

『君と僕とが敵になり、骨肉の争いを繰くり広ひろげていた世界のことですよ』

『いや、もうちょっと俺にも分かる言語で話して欲しいんだけど……』

　元の世界って何？　恨うらみがましい視線を送ってくる原因はそれなの？　妄想の話で俺を恨まれても困るし。しかし元店長のカラスが向ける憎ぞう悪おの視線は、本気だ。

『ええ、春海君には煮え湯を飲まされ続けて来ましたよ。僕はただ、妹とスキンシップやコミュニケーションやエクササイズをしたいだけなのに、どうしてこんな犬畜ちく生しよう風情に邪じや魔まをされなければいけないのか!!』

『妄想の話は良く分からないけど、多分お前自身に問題があるんじゃないのかな。つーか、妹って誰？』

『はぁ!?　何を言っているんですか！　世界で一番ぷりちーな紅葉もみじを知らないとか、これはもう死刑ですよ、死刑！　死刑執行！　デスバイハンギング!!』

『うわぁ……』

　さっきの夏野といい、このカラスといい。何な故ぜこのファミレスには、こんな危険な存在しかいないんだ。勘かん弁べんしてくれませんか。

『と、とにかく、俺は、ここで働くことになったんだよな？』

『そうですね。秋あき山やま……いえ新店長が決めたのなら、口出しは出来ませんから。僕個人としては犬畜生なんか雇やといたくないし、視界に入れたくもありませんが、新店長が決めたのなら文句は言えません。くっ、僕が不ふ甲が斐いないばかりに……！』

『だからどうしてそこまで俺を目の敵かたきにするの？』

『しかし、こうなっては仕方がありません。新店長が雇わずとも、誰かが雇ったでしょう。春海君がこのファミレスで働くことは、アカシックレコード的な何かに刻まれた運命だったので』

『俺のアルバイトって、そんなに壮大な物語の一部なの!?』

　そんな重いものをバイト感覚で背負いたくないんですけど。

　まあ、ここまで来たからにはもうどうしようもない。拒否したらどんな目に遭あわせられることか。確かにあの夏野は怖いし、カラスの視線も気になるけれど、逃げた場合はもっと酷ひどい目に遭う予感しかしないのだ。

　とにかく、決まったからには、精一杯働いてみせよう。

　この、ファミレス『ＤＯＧ ＥＮＤ』で！

『……実に不吉な名前だよな』

　先行きは不安だけど、まあ頑がん張ばって労働に勤いそしむとしよう。

　そう、本の為に！


　　　　　　　　



　用意されていたファミレスの制服を着て、バックヤードからホールへと移動する。

　制服は、白のシャツに黒のベスト、蝶ちようネクタイにエプロンという定番の格好だ。犬用の制服がきちんと用意されているのは、運命のお導みちびきだろうか。

　ドアの隙すき間まから、店内の様子を窺うかがう。

　シックな色合いで統一された、落ち着いた店内。天窓から光が取り入れられる構造になっていて、心地ここち良よい空間を演出している。座席の数は四○席程度。客の入りはそこそこといった感じ。誰もが、リラックスしているのが分かる。

　良かった、最初に出会った一人と一羽がアレだったから心配したけど、お店の方はまともそう。これならば、安心して本の為に働くことが出来るだろう。

『あれ？　そういや夏野は、何処に行ったんだ？』

　同じようにカラス用の制服を着た元店長・姫萩九郎に問いかける。

『ああ、新店長なら食材を狩りに行きましたよ』

『え、食材を買いに？』

『違います。食材を狩りに行ったんです』

『買い、に？』

『狩り、に』

『…………聞き違いじゃなかったのか』

　聞き違いであって欲しかった。何だよ、狩りって。それって、獰どう猛もうな大型生物とかモンスターが相手の場合に使う言葉じゃないのか。何やってるんだよあのハサミ女。

『まあ、新店長の代わりに、今日は僕が教えてあげます。うちの仕事は主に「ホール」「キッチン」「清せい掃そう」「宣伝」の四つになります。まずは春海君に何が出来るか、試してみましょう』

『ああ、分かった』

　カラスの説明に頷うなずく。

『まずは基本的な、ホールの仕事からやってみましょうか。いわゆるウエイターとかウエイトレスって奴ですね。今、ホールに出ている先せん輩ぱいに指し導どうしてもらって下さい』

　最初はホールの仕事か。お客の注文を聞いて、料理を配はい膳ぜんする。まさにファミレスの顔というべき仕事。ちょっと楽しみだ。

　そうして、勢い良く扉を開け、ホールに飛び出そうとして。

「呼ばれて飛び出て、円まど香かだよ!!」

『うおぁぁぁぁ!?』

　突然現れた女の子によって、思いっきり持ち上げられたのだった。




「えへへ、和兄。久しぶりだね！」

『和兄って？　え、何？　つーか、誰？』

　俺を思いっきり持ち上げるのは、明るい色の髪かみを肩で切きり揃そろえた活発そうな女の子。

　白いブラウスに、オレンジ色のミニスカートとエプロンが一体になった女子用制服を見事に着こなした、円香と名乗る女の子が、満面の笑みでこちらを見上げている。

「酷いなぁ和兄。妹の顔を忘れたとは言わせないよ！」

『妹!?　いや忘れるも何も、最初っから俺に妹はいないんですけど!?』

「もう何回目か分からないくらいなんだし。そろそろ慣れようよ。この世界は元の世界の雰ふん囲い気きに近いから、ちゃんと覚えてくれていると思ったのに！」

『だから元の世界って何!?』

「そうだ、前の世界ではちょっと暴れちゃってごめんね、和兄。ちょっと大勢で襲おそっちゃったけど、背骨とか大丈夫だったかな？」

『今度は前の世界!?　そして、俺の背骨に何があったの!?』

「他にもロボットだったり魔法少女だったり。色々な世界で色々なことがあったけど、私はどんな世界でも、どんな運命の下でも、和兄の妹だからね!!」

『色々な世界って何!?　色々あり過ぎなんじゃないの!?』

　しかし、自称・俺の妹である円香は、俺の戸と惑まどいを一切考こう慮りよせずに喋しやべり続ける。

「まあ、あんまり気にしても仕方ないよね、和兄。ほら、ホールの仕事を教えてあげるから！　こっちに来て！」

『気にするよ!?』

　知らない間に妹が増えていたりしたら困るだろ。いや、元々俺には妹がいないので、無から有が生まれた格好になりますが。無から生まれる妹って、それはもう妹じゃないよね。もっとコズミック的な何かじゃないのか。

　まあ、円香の言うことももっともだ。今はこのファミレスで働いて日々の生活費と、本を買う代金を得ることが先決。大人しく先輩からご教授頂くとしよう。

『分かった。じゃあまず、ホールって何をすればいいんだ？　配膳？　レジ？』

「でも、私もホールの仕事って今朝から始めたばかりだから、実は和兄に教えられるほど詳しくはないんだよね!!」

『おいカラス！　この先輩駄目だ！　チェンジ！』

「大丈夫だよ！　ホールの仕事なら、ノリと勢いと空気を読む力さえあれば大体何とかなるから。和兄は私の動きを適当に見て、適当に真ま似ねすれば良いからね」

『おい全国のホールスタッフの方々に謝れ』

　ホールの仕事って、そんなに簡単なものじゃないよ？　皆、誇ほこりを持ってるんだよ？

「……あのね、和兄。私、実は昨日まではキッチンで働いていたの」

『そうなのか？』

「だけど、ちょっとうっかりでキッチンを大破させちゃったら、ホールに回されちゃって……」

『大破させちゃったの!?』

　これまた穏やかな話ではありませんね。うっかりキッチンを大破させるって、何をすればそんな惨さん劇げきが起こるんだよ。この娘の細腕にどんな力が秘められているの!?

「別に、変なことはしていないよ？」

『いや、キッチンを大破させている時点で十分変だからな。一体、何をしたんだ!?』

「うん、ちょっとね。包ほう丁ちようを滑らせちゃって」

『え、それだけで？』

　円香は、恥ずかしそうに、自分のしてしまった失敗を告白する。しかし、その内容はなんとも拍子抜けなもの。包丁を滑らせただけで破壊されるキッチンとか、それはむしろキッチンの側に問題がある気がする。円香に非は無いのでは。

「うん、それで、キッチンの半分が消し飛んじゃって」

『待ちたまえよ君』

　それは流石さすがにこの娘の非ですよね。

　キッチンを半分吹き飛ばすとか、爆薬でも使わない限り無理な話ですよね。何でそんなことになってしまったんだ。一体どんな包丁で料理をしていたのだ。まさか、喋ったり変形したり斬ったり撃うったりするような妙な包丁じゃないだろうな。そんな包丁、存在する筈はずないけれど！

「あ、お客さんが来たみたい。注文を取って来るから、和兄もちゃんと見ていてね」

『ああ、お前のやり方、ちゃんと見せてもらうからな。不安だけど』

　軽い足取りで、入店した客を席に案内する円香。

　その様子は、普通のファミレスと変わらない。だからと言って、目を逸そらすことは出来ない。この店独自のルールとか存在するかもしれないし。何しろ新店長がアレで、元店長もアレだ。どんな俺ルールが適用されているのか、分かったものじゃない。

「じゃあ、ナポリタンと、アイスコーヒーを」

「はい、ナポリタンとアイスコーヒーですね！　かしこまりました！」

　しかし俺の心配をよそに、円香はごく普通の様子で接客している。

　メニュー表を指差して行われる注文を、笑顔で復唱。そこに、おかしな様子は見られない。お客に向けて一礼すると、円香は危なげない足取りで俺の近くまで戻って来た。

　一度、俺に向けて笑顔を見せた後、そのまま奥にあるキッチンに向けて注文を叫ぶ。

「オーダー入りました！　カレー二つ！」

『円香さん!?』

　ちょっと待って!?　その注文おかしくありませんか!?　俺の常識を軽く凌りよう駕がするやり取りが今、目の前で行われたんですけど!?

「どうしたの和兄、そんな変な顔しちゃって」

『お前が変なことを言い出したからだろ!?』

「変なことなんて言ってないよ？　お客様の注文をそのままキッチンに伝えただけで」

『そのままじゃないよな!?　事実が歪わい曲きよくされたよ、今、目の前で!!』

　客の注文内容は、俺もしっかりと聞いていた。

　確かに、『ナポリタンとアイスコーヒー』と、そう注文していた。しかし円香がキッチンに伝えたのは、『カレー二つ』という謎なぞの注文である。おかしいだろ。

　ナポリタンをカレーと勘違いするのは、五万歩ほど譲ゆずって理解出来なくもない。ナポリタンもカレーも洋食という共通項はあるので、万が一、いや億が一の確率で勘違いすることはあるかもしれないし無いかもしれないしあるかもしれない。

　しかし、アイスコーヒーをカレーと間違うことだけは絶対に無い。だってアイスコーヒーって料理じゃないし。ＤＲＩＮＫだし！

　しかし円香は、何がおかしいのか分からない、というように首を傾かしげる。

「でも、カレーは飲み物だって、前に偉い人が言っていたよ？」

『多分、そういう意味の言葉じゃないよね!?』

「ほら、ドリンクバーの横に、カレーが置いてあるお店とかあるよね？　要するに、カレーはドリンクってことだよ？」

『違う！　絶対に違うから!!』

　あれは別に『さあ飲め』って意味で用意しているのではないよ。つーか、アイスコーヒーの代わりにカレーが来たら、テーブルにカレーが二皿並ぶことになっちゃうよね？

「カレーを飲みながらカレーを食べるつもりだったのかな？　カレーオンカレーだね」

『カレーにカレーで、カレーがダブっちゃったし。インド人もビックリだろ!!』

「じゃあ、カレーは美お味いしいから、つい二皿頼んじゃったんじゃないかな？」

『どんだけカレー推しなの!?』

「んー、和兄はカレーの奥深さを知らないから、そんなことを言うんだよ。カレーを二つ頼むっていうのは、何もおかしなことじゃないよ。むしろ素す晴ばらしいことなんだよ。その素晴らしさが分からないっていうのは、人生の七割を損しているのも同じだよ」

『え、何で俺が責められているの？』

　おかしい、非常識を追及していたつもりだったのに。いつの間に立場が逆転してしまったのか。それともこの地球上に、カレーを二皿頼みがちな文化が存在しているの？

「いつか、和兄にも分かるよ、カレーの深しん淵えんが」

　俺に憐あわれむような視線を向けて、円香はホールスタッフの業務に戻って行く。残された俺は、しばらく悩んでいたが。

『……いや、やっぱり絶対におかしい』

　このまま円香にホールの仕事を教わっていたら、いずれ俺もカレーの深淵とやらに飲み込まれてしまうかもしれない。他に、仕事を教えてくれるスタッフはいないのか。

　改めて店内を見回すと、店の奥で注文を取っているスタッフを発見した。

　筋肉モリモリマッチョマンのスタッフ。男性用制服が小さ過ぎてピチピチになっているが、爽さわやかな笑みを浮かべながら、接客をしている。

「じゃあ、このハンバーグと、オレンジジュースを」

「ははは成なる程ほど、そうすると、大体一二○○キロカロリーくらいだね！　それなら、二時間ほどみっちり汗をかけば問題ないさ！　さあ運動の時間だ、一緒に汗を流そう!!　ほら、ワンツー、ワンツー！　もっと腕と腰を振って!!　ワンモアセッツ!!」

『……うん、アレも駄目だ』

　お客を強ごう引いんに立たせ、トレーニングウェアのようなものに着替えさせるマッチョマン。そのまま店の一角で筋トレを始めた。アレは絶対に真似しちゃ駄目な奴だ。

『他には、他にはいないのか……？』

　余りの事態に思わず目を背そむけた先、そちらにもまた別のスタッフを発見した。

　年配の男性。制服を着ているのは良いのだが、しかしその上から枯草色のトレンチコートを羽は織おり、帽ぼう子しを被かぶっているのはどうなのか。制服の意味あるのか、それ。

　その老人もまた、お客からの注文を普通に取っているのだが。

「じゃあ、コーンサラダと、アイスコーヒー」

「貴様！　そんな利尿作用の強いものばかり頼んで、只ただで済むと思っているのか！　大変なことになってしまうぞ！　いかん、前途ある若者に無様な真似はさせられん！　さあ儂わしに付いて来るのだ、取り返しのつかないことになる前に、お手洗いに向かうぞ！」

『……うん、駄目だ』

　そのまま、強引にトイレに駆け込んで行くと、中に客を押し込み、扉の前に陣取って『出るまで出さんぞ！　儂のような粗そ相そうをさせる訳にはいかんのでな！　きちんと最後まで出し切るのだぞ!!』と大声を張り上げ始めた。アレも絶対に真似しちゃ駄目だ。















『結論。この店はおかしい』

『何を失礼なことを言っているんですか、春海君』

　おかしさの元凶であるカラスが現れた。

　店がおかしいのは、店長がおかしいからに決まっている。というか、そもそもカラスが店長って何だ。おかしいだろ、常識的に考えて。

『ですから、それを犬である君が言うのはどうなんでしょうか』

『いや、ここのホールスタッフ達、明らかにおかし過ぎるだろ』

　注文を無視してカレーを出し。強制的にトレーニングをさせて。あまつさえ、トイレに押し込んだりしている。まともにホールスタッフの業務をしているのが一人もいない。

　つーか、まずキッチンまで注文が回って来ない時点でおかしい。

　カレーオンリーとはいえ、一応はキッチンに注文を伝えている時点で円香はまだマシな方だ。いや、円香がマシな部類に入っている時点でもう駄目だろ。俺が同じ仕打ちを受けた場合、すぐさま消費者センターに駆け込むと思うし。

『ふふん、甘いですね春海君。彼らはあの接客で問題ないのですよ。いえ。むしろ、あれこそが最高の接客とすら言えるでしょう』

『何を自信満々に言っているんだお前。問題しかないだろ』

『ほら、店の入り口、ガラス戸の所に貼はってあるものを見て下さい』

『……はぁ？』

　カラスに言われるがまま、店の入り口、ガラスのはめ込まれたドアの方を見る。

　確かに、そこには、見慣れないステッカーのような物が貼られている。よく見るとそれは、大きく『Ｍ』とだけ書かれた、紫色のステッカーだ。

『何だあのステッカー。……Ｍ？　何か嫌な予感がするんだけど』

『あれは、ある特定のお客様御ご用よう達たし、という証明でして』

『はぁ？　特定のお客様？』

『ええ、店の中でどんな仕打ちを受けても怒らないどころか、むしろ喜びを覚えるお客様に対してのアピールです。この店では酷いことが起こると事前にお知らせする、つまり店側の誠意の証明！　よって、多少店側の行動がおかしくても問題はありません!!　むしろおかしくないのがおかしい!!』

『いきなり何を言い出すんだ、このバカ』

　もう呆あきれ過すぎて、カラスとか店長とかよりも先に、直球でバカって言っちゃったよ。ストレートに罵ば倒とうしちゃったよ。

『その証しよう拠こに、春海君、先程のお客様を見てみて下さい』

『へ？』

　店の中へと目を戻すと、先程円香が受けた注文、カレー二皿が、客の前へと運ばれて来るところだった。

「お待たせしました、ご注文のカレー二皿になります！」

「カ、カレー!?　え、えーと……えっと、私が頼んだのはナポリ……」

「ご注文の方は以上で宜よろしかったですか？」

「あの、ナポ……」

「宜しかったですか？」

「え、えっと……」

「宜しかったですね？」

「……はい」

「ごゆっくりどうぞー♪」

　円香は、満面の笑みを浮かべて、キッチンの方へと戻って行く。

　対してお客は、目の前に出されたカレー二皿を、信じられないものを見る目で見つめている。そうだよね、注文と違うもんね。まさかのカレー×カレーだもんね。

　そのお客はカレーをまじまじと見つめた後、しかし不意に笑みを浮かべて。

「頼んだ注文が来ないだなんて。こ、これも新たなプレイ!?」

　おかしなことを言い始めた。

「あぁ！　気分はナポリタン一色だったのに、そんな期待を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだなんて！　なんて最高なお店なんですかぁ！　流石は教団Ｍ御用達のお店ですねぇ！」

　そして両手にスプーンを持つと、一心不乱に目の前のカレーを食べ始める。

「こ、この脳天を直撃するような辛さも最高、癖くせになりますねぇ！　食道まで焼け付きそうです！　外からも内からも責めて来るだなんてぇ、あぁ、もう出ちゃいそう！」

　女性客の顔が真っ赤に染まり、目もぐるぐる回っているけれど、大丈夫なのだろうか。つーかそのカレーの色は一体何だ。血の池地獄みたいな色をしているんだけど。本当に食べ物の色なの？

「痛い！　辛いを通り越して痛い！　でも、この痛さがクセになっちゃうぅぅ!!」

　しかし、女性客のスプーンが止まることはない。一口食べる度に、辛さに対して嬌きよう声せいを上げながらも満面の笑みを浮かべ、滝のような汗が流れるのにも構わずカレーを食べ続けている。こんな酷い状況下でも悦よろこび続けるって、この客、どれだけドＭなんだ。

　そして、店内の他の客からも嬌声が上がる。

　見れば、マッチョマン店員の強制トレーニングを受けている客も、凄く笑顔で。

「し、食事の前に強制運動なんて最高！　乳酸が！　乳酸が溜たまって来たァァァ!!」

　老人店員が監かん禁きんしているトイレの中からも、喜びの声が。

「ファミレスなのに便所飯!!　こ、この孤独感と屈くつ辱じよく感かんが堪たまらない!!」

　酷い仕打ちを受けても、本気で嫌がっている客は一人もいない。表面上は嫌がっているようでも、実際には悦んでいる。

　それは、俺の常識を遙はるかに超えた、ファミレスの姿だった。

『もう一度結論。店だけじゃないな。客もおかしい』

『ええ、そうですよ』

『認めちゃうのかよ。つーか、よくこれで問題にならないな！』

『安心して下さい。多少客が酷い目に遭っても、あのステッカーが貼ってある以上、警けい察さつの介入は有り得ませんから』

『いや、だから何だよ、あのステッカー』

　貼ってあればＯＫって、この法治国家で成立したらいけない事態じゃないのか。何らかの法律に違い反はんしているよね。この店ごと、公安とかに密告すべきではないのか？

『教団Ｍからの資金は、店を経営する上でかなりの旨うまみですからね』

『おい、生臭い一面が見えたぞカラス』

『何を言っているんですか。きれいごとだけでは商売はやっていけません。お金が無ければ何にも出来ません！　この世は銭だ！　お金を持っている者が勝ちなんだ！　だから春海君もバイトをしようとしているんでしょう？』

『アルバイトする人を、そんな金の亡者みたいに言わないで欲しい』

　人それぞれ、色々な事情があることでしょうよ。俺の場合は、大変文化的なことに使う為に、金を必要としているのです。

『どうせ春海君のことだから、本を買うことに全額使ってしまうつもりですよね』

『どうしてそれを知っている!?』

　おかしいな、履り歴れき書しよには書かなかった筈なんだけど。


　　　　　　　　



『どうやら春海君には、ホールスタッフの仕事は務まりそうにありませんね』

『いや、別に務まらない訳じゃないぞ。ここのホールスタッフと、それにお客が特殊だから、ちょっと慣れるのに時間が掛かりそうってだけで』

『まあ、次に行ってみましょうか。「キッチン」の仕事を見てみましょう。今、キッチンスタッフ用の服を用意しますからね』

『いや、キッチンは流石にどうなんだよ。俺、料理の経験ってあんまり無いし。レシピを読んで脳内で想像するくらいしかしたことないし』

『大丈夫ですよ。やれば出来ますよ』

『つーか、そもそも犬がキッチンに入るのって問題なんじゃ……』

『大丈夫ですって。カラスの僕だって入っているんですから、大丈夫大丈夫』

『お、おう』

　良く分からない理由で押し切られ、カラスに続いてキッチンへと入る。

　キッチン。それはまさにファミレスの要かなめとなる場所。ここで様々な料理が生み出され、そしてお客の元へと運ばれて行く。そんな場所で、包丁すら持てない俺に何が出来るのか。調理は出来なくても、盛り付けくらいなら何とかなるのだろうか。

　考えていても仕方がない。カラスがクチバシでつまみ上げて渡して来る白い服に、袖そでを通す。白い服……というか、これって服なのか？　柔らかな材質で出来ていて、しかも妙に冷たいんだけど、これがキッチン用の制服なの？

『おいカラス、これって何の服なんだ？』

『え？　餃子ギヨーザの皮ですけど』

『服じゃなかった!?』

『ちょっと、具が喋らないで下さいよ。お客様が驚おどろいてしまうではないですか』

『客よりも誰よりも！　今の俺が一番びっくりしているよ!!』

　まさか俺をこんがりとフライパンで焼くつもりなのかこのバカガラス。

　バイトを具にするとか。これはもう警察の介入するべき事案ではないのか。注文の多いファミレス？　客を料理しないだけまだマシなの？　いやマシじゃないよね!?

『……すいません春海君、君の気持ちも聞かずに、こんなことをして』

　俺の剣けん幕まくに、カラスはしゅんとして。

『水餃子の方が良かったんですね？』

『調理法の問題じゃねぇよ!!』

『あぁ、揚あげ餃子ですか』

『お前をから揚げにしてやろうか!!』

『あはは、面白い冗じよう談だんですね。春海君如ごときが、僕をカラッとジューシーに揚げられるとでも？　ほら、さっさとキッチンに入って下さい。火力には自信がありますよ？』

『……お前、いつか絶対から揚げにしてやるからな』

　餃子未遂の恨みは絶対に忘れないとしても、仕事があるというのであればしょうがない。銀色の両開きの扉をくぐってキッチンの中へと入ると、奥の方から声が掛けられた。

「おや、新しい食材かい？」

『違います!!』

　確かに餃子の皮に包まれているけれど、食べられません！　熱したフライパンに乗せれば調理開始って感じですけど、決して食べられません！

　調理されてはかなわないので、必死にアピールを試みる。

『ワタシハ　ショクザイ　デハ　アリマセン』

「何だ、犬じゃないか。それじゃあ食べられないね」

『良かった。分かってくれたか』

「毛が邪魔だからね。きちんと洗って、血抜きもしっかりしないと、食べられないね」

『だから調理する方向で話を進めないでくれる!?』

　俺の意思が何とか通じたかと思ったけど、予想外の方向に話が進みそうになる。このままではまずいと、直じか談だん判ぱんしようとして。

『……って、メイド？』

　視線の先にいたのはメイドだった。白と臙えん脂じ色いろの二色を基調とした、ロングスカートのエプロンドレスを着たメイドが、一人でキッチンを切り盛りしている。

『いや、何でキッチンにメイドがいるの？』

　メイドがホールの方で働いているのなら、まだ分かる。そういうお店もあるし。

　でも、どうしてキッチンにメイドがいるんだ。そんな格好をしているなら、お客に目の保養を提供するべきだろ。エプロンドレスのスカートの裾すそを、ふわっと翻ひるがえしたりするべきだろう。宝の持ち腐れ、メイド服の無む駄だ遣づかいじゃないの？

「ふん、元々は私がホール担当だったのを、あの円香って娘と交代したんだよ。まあ、あんなことをしちゃったから、無理もない話だけどね」

『あんなこと？　円香はここで、何をしたんだ？』

「それはもう、キッチンの半分が消し飛ぶ大惨事さ」

『消し飛ぶ!!　大惨事!?』

「まさか包丁をちょっと滑らせただけであんな事態になるとはねぇ」

『だから滑らせたのは本当に包丁なの!?』

　俺の必死のツッコミに、元店長カラスが『ああ、知らないってことは幸せですね』みたいな目で見つめて来るのが気に食わないんだけど、本気でどういうことなんですか。

『ま、まあ、それについてはもういいや。それで、俺はここで何をすればいいんだ？』

　ともかく、大人しく話を進めることにしよう。あの自称妹の円香についてツッコミを入れていると、きりが無いような気がしてしょうがない。

「ああ、簡単なことだよ。そこのテーブルに、小麦粉と卵黄とパン粉があるから」

『おう』

「それを身体に浴びて、しばらく待ってるといいさ」

『揚げる気だよな!?』

「油の力を借りれば、毛も、内ない臓ぞうも、何とかなるんじゃないかねぇ」

『どうしても俺を調理したいの!?』

　折しも犬の丸揚げがオーダーされたとでも言うつもりですか。いや注文があった訳ではないよね。だってこのファミレス、基本的には客の注文を無視するし、精々円香がカレーをオーダーするくらいだもん！

『ああ、僕が注文したんですよ、ホットドッグを』

『お前かこのバカガラス!!　つーかホットドッグはそういう料理じゃないです!!』

『いえ、別に料理ではなくても、春海君が苦しんでくれればそれで構わないので。という訳で佐さ茅ちさん、ホットドッグ一つ、大急ぎでお願いします』

『なら、こっちはカラスの丸焼きを注文してやろうか？』

『やるんですか!!』

『やってやるぞ!!』

「こら！　何を喧けん嘩かしているんだい!!」

『ほげぇ!!』

『うきぃ!!』

　突如、俺達目掛けて巨大な刃が降って来た。その風圧だけで、俺とカラスの小さな身体が吹き飛ばされてしまう程の刃。見れば、デッキブラシのようなものの先から、巨大な刃が生えている。おおよそ真っ当なものとは思えない刃物だ。

　そんな非常識なものを持ち出したのは、当然ながら非常識なメイドで。吹き飛んだ俺達を空中で捕まえて、キッチンテーブルの上に並べていく。

「食材同士、喧嘩したら駄目じゃないか」

『食材じゃないって言っているだろ!?　ってか、その刃は何!?』

『僕も食材扱いなんですか!?　その得え物ものはちょっと洒落しやれになりませんよ!?』

　どうやら本気らしく、メイドは俺達を冷たい目で見下ろして来る。犬とカラスの区別なく、まとめて調理してしまおうという目。やる時はやる目だ。

「今日初めて、カレー以外の注文が入ったんだ、張り切って調理してやろうじゃないか。朝からずっとカレーしか作って来なかったからね、腕が鳴るってなもんさ」

『いや、それは途中でおかしいって気付けよ!!』

　カレー専門店でも、カレーだけしか作らない訳じゃないぞ。サラダやナンだって作るだろうよ。

「単なるホットドッグを作るだけじゃ物足りない。カラスの丸焼きでもなお足りない。犬とカラスをふんだんに使った、ちょっと手の込んだ創作料理を作りたいと思ったとしても、誰が私を責められると言うんだい」

『いや俺は責めますけどね！』

『僕も責めますよ！』

　こんなところで一生を終えてたまるものか。俺にはまだ読みたい本があるんだぞ。

　しかし俺達の必死の訴えを、メイドは聞いちゃくれない。

「それじゃあ作るよ！　全すべては愛する姫萩紅葉お嬢じよう様さまに食べて頂く為、この森もり部べ佐茅、全力で犬とカラスを料理してみせようじゃないか！　お嬢様、しばしお待ち下さい！」

「はい、分かりました。佐茅さん」

『──ッ!?』

　突然聞こえた声の方を振り向けば、いつの間にか新たな人物が出現していた。

　奥にある勝手口から入って来たのだろうか。キッチンには不釣り合いな、和服で車くるま椅い子すの少女が、お皿を片手にメイドの隣に鎮ちん座ざしている。

『何だ？　また変なのが増えたぞ』

『ああン!?　紅葉を変と言ったのかこの犬は!!　殺すぞ!!』

『おい落ち着けカラス』

『落ち着けるか馬鹿犬！　オイコラ表に出ろこのやろぎゅ』

　いきなり激げき昂こうしたカラスが俺に飛び掛かって来たが、メイドが空中で撃ち落としたので大人しくなった。その隙に車椅子の少女が、お皿を持ったまま俺に話しかけてくる。

「お久し振りです、春海和人さん」

『……へ？　あれ、どこかで会いましたっけ？』

　少女の顔を見上げる。真まっ直すぐに切きり揃そろえられた前髪。澄んだ湖面のような瞳ひとみ。和服に、無骨なデザインの車椅子。いや、見覚えが無い。こんな特徴的な姿なら、一度でも見れば、忘れようがないと思うんだけど。

「前の世界では、火あぶりの刑に処してしまい申し訳ありませんでした」

『どういうこと!?』

「思ったよりもドラゴンの火力が強かったのですが、お身体の方は大丈夫でしたか？」

『ドラゴンに焼かれたんなら大丈夫な訳ないよね!?』

　俺ってその良く分からない世界で、魔王か何かだったとでも言うの？　そうじゃなきゃその境遇っておかしいよね？　いや、仮にそうだとしても納得なんか出来ないけど！

　やっぱりこの娘も、おかしな連中の一人なのか。だって、そんな凄せい惨さんな話をしているのに、表情が一切変わらない。そこの危険メイドとも親密な関係のようだし。

　しかし、車椅子の少女は、何かを懐なつかしむように俺を見て。

「春海和人部の活動も、不十分なままで終わってしまいましたから」

『何その部活!?　何で俺の名前が使われているの!?』

「この世界は、比較的元の世界に沿って常識的なようですから、ゆっくりとお話をしましょう、春海和人さん。春海和人部も再建しましょう」

『え、常識に沿っているの？　これで!?』

　今のところ、俺の周囲、変な奴しかいないし、変なことしか起こりませんけど。それでも、これを常識的だと言うのですか。あと、春海和人部なるものを再建したところで、未来は絶対に無いと思うんですが、どうでしょうか。

「ちなみに今回の私は、このお店の超店長を拝はい命めいしています」

『超店長って何!?　それは偉いの？　偉くないの？』

『だからこの駄犬、誰の許可を得て紅葉と話しているんだ!!　コロス!!』

　と、佐茅にやられていたカラスが復活。俺に対する殺意を隠そうともせず、怨えん嗟さの声を上げながら飛び掛かって来る。しかし。

「佐茅さん」

「了解しましたお嬢様……いえ超店長。せいッ!!」

　メイドの振るった刃に叩たたき落おとされて、そのまま俺の横に墜つい落らくした。

『お、おのれ春海和人！　春海和人ォォォォ!!』

『俺が何をしたの!?　完全に逆恨みだよね!?』

　勝手に暴れて、勝手にお仕置きされただけなのに、どうして俺に恨みが向かうんだよ。そんな血の涙でも流しそうな恨みを買った覚えなんてありませんよ。でも、このカラスが酷い目に遭っているのを見るのは気分が良いな。もっとやれ、もっと。

「全く、食材が逃げたら駄目じゃないか」

『も、紅葉、助けて!!　大切なお兄ちゃんだよ！　姫萩九郎だよ!!』

「姫萩九郎？　いえ、知らない人ですね」

『そんなぁ!!』

「ほら、諦あきらめなよ食材、調理の時間だ」

　紅葉の拒絶、そして、メイドの殺やる気に、カラスの顔色が変わる。いやカラスの顔色とか良く分からないけど、本気で焦あせっていることだけは分かる。

『ぼ、僕はこのお店の店長ですよ!?　店長を料理するつもりですか!?』

「……確か、あのハサミ女に役職も権限も奪うばわれたんじゃなかったのかい？　それに、店長だろうと何だろうと、腹に入ってしまえばみんな同じだよ」

『それ料理人が言ったら駄目な台詞せりふですよねぇ!?』

　メイドとカラスは、まるで前世からの仲かというくらいに仲良さそうにしているので、そのまま料理されるところまでノンストップでゴーすればいいと思う。ほら料理って、料理人と食材のコンビネーションって感じじゃん。ある意味では共同作業じゃん。

『くっ、こうなったら……！』

　カラスが血走った眼めをして、急に俺の方を向く。

『一緒に逃げましょう、春海君！』

『いや何で俺まで巻き込むんだよ！　自分だけどっか行けよ!!　もしくはさくっと調理されれば良いじゃないか!!』

「……そう言えばホットドッグの調理もあったねぇ」

『逃げるぞ！！！』

　こうして、俺はカラスと並んで逃げることになるのだった。


　　　　　　　　



　そのまま、裏口を抜けて店の外まで逃げ出した俺達。

　どうやらメイドは『勤務時間中は許可なく店の外に出てはならない』という職しよく務む規き程ていのおかげで、外に出て来られないらしい。

　それを遵じゆん守しゆ出来るなら、もっと人間として大事なもの、つまり常識を守って欲しい。結局俺達を襲ったあの箒ほうき……というか良く分からない刃物はなんだったのか。円香の言っていた包丁といい、ちょっとおかしいんじゃないか。

　ちなみに元店長のバカガラスとは逃亡の途中で別れた。果たしてあいつが無事かどうか、あのメイドから逃げることが出来たのかどうかは定かではないが、逃亡中にも細かく俺の命を狙ねらおうとしてきたカラスのことだ。どうなろうが知ったことではない。

『ふう』

　しかし、ファミレスから外に出てみて改めて思う。

『……俺、本当にここで働くべきなのか？』

　面接で酷い目に遭い、ホールスタッフも客も変態だらけで、挙あげ句くの果てにキッチンでは食材にされかけた。こんなブラック企業も真っ青の……いや真っ黒の職場で働かなくても、働く場所なら他にいくらでもあるのではないだろうか。

『うん、そうだよな……別に、ここじゃなくても』

　そう考え、ファミレスから一歩離れようとした身体が、誰かとぶつかる。

「和人、君？」

『え？』

　声のした方を見れば、おどおどとした少女がこちらを見つめて来る。初めて見る顔だ。

『……え、えっと、誰だっけ？』

「あ、ごめんね、私の名前なんて当然知らないよねごめんなさい、大おお澤さわ映は見みですすいません、こんな風にアピールして申し訳ありません」

『ええぇ……』

　手にした箒とチリトリで顔を隠しながら、ネガティブな自己紹介をする、映見と名乗る少女。

　円香と同じ服を着ているところを見ると、恐らくはこのファミレスの関係者なのだろう。しかし、とても客商売に向いているとは思えない程に、怯おびえた様子だ。

「会えて良かった。あのね、私和人君に言わなければいけないことがあって……」

『え、俺に？』

「あのね、前の世界ではごめんね、和人君。臓ぞう器きとかいじっちゃって」

『お前も!?　ってか、臓器!?』

　円香も、さっきの紅葉も物ぶつ騒そうなことを言っていたけど、前の世界とやらの俺はどんな酷い目に遭っているんだ。まるで世界中から敵視されているかのような悲劇を背負っているんだけど、俺はそこで何をしたの？　やっぱり魔王なの？

「和人君への償つぐないと弔とむらいの為に、今の私は一いつ生しよう懸けん命めい、このお店の掃そう除じを続けているよ」

『いや、その和人君は目の前にいるんだけど。申し開きがあるんなら掃除じゃなく、今の俺に対してやってくれないかな』

「でないと、あんなに無惨な結末を迎えた和人君が浮かばれないから」

『だから俺はどんな無残な結末を迎えたの!?　お願いだから教えて!!』

　しかし映見は答えず、今にも泣き出しそうな表情を浮かべるだけ。どうしてそこまで悲ひ愴そうな顔をされないといけないんだ。こっちが泣きそうなんですけど。

「お店の周りを掃除して、最後に私自身を掃除して消し去ってしまえば、それで完了するから。ようやく、和人君の待つところへ行けるよ。もう一人にはしないからね」

『俺は目の前にいるよ!?』

「あ、でも、私が息をすることで二酸化炭素が増えちゃうね。地球環境に良くないから、息を止めるよ。無駄なゴミは出さないよ」

『二酸化炭素だって植物的には必要だから！　気にしないで！』

　本気で口を塞ふさごうとする映見を止める。運命は、俺の前に常識人を置かないらしい。




　何とか落ち着かせて話を聞いてみれば、映見は、いわゆる『清掃』担当のスタッフらしい。掃除くらいなら俺にも出来そうなので、手伝おうかとも思ったけれど。あんなに頑張っている映見の仕事を奪うことは俺には出来ない。ファミレスの周囲を掃除し、そのまま店内へと戻っていく映見を黙って見送ることしか出来なかった。

『さて、どうしよう、かな』

　改めて、この店で働くことについて考える。

　映見のように、必死になって働いている奴もいるのだ。危険人物や変態ばかりだけど、各々が持っている職務に対する情熱に、偽りは無い。

　考えてみれば、皆実に楽しそうに働いているじゃないか。楽しそうに、ハサミで斬りつけられたし、楽しそうに注文をねじ曲げていたり、実に楽しそうに食材にされかけた。

『……やっぱり止めた方が良いのか？』

　だって、楽しそうの方向が間違い過ぎですよ。

　まあともかく、カラスが言っていたファミレスの仕事は『ホール』『キッチン』『清掃』『宣伝』の四種類。三つは既に見た。最後の一つを見てから後のことを考えても遅くはない。一応、最後まで見てみようじゃないか。

　ということで、最後の一つは。

「宣伝と言えば、このあたしよね!!」

『……はぁ』

「このあたししかいないわね!!」

『……そうですね』

　残った一つ『宣伝』の仕事を見る為に、人通りのある大通りの方へと出てみれば。

　そこで待っていたのは、ファミレスの宣伝担当だという、白い服装を身に纏まとった女性。

　とにかく、光っていた。

　周りの迷めい惑わくを顧かえりみないくらいに、輝いていた。

　数キロメートル先からでも視認出来るのではないかというようなその輝きは、確かに宣伝担当に相応ふさわしいもの。本人の美び貌ぼうと美声と、その煌きらびやかに輝く長い金髪と相まって、まさに宣伝担当になる為に生まれて来たような人物。もしくは、若手芸人的な職業が向いていそうな人物。

「ああ、ファミレスの宣伝といえども手を抜かずに全力でこなすあたしってば、超輝いているわね！　あたしの最高の威光をもってすれば、開店から閉店まで、おはようからおやすみまで、お店を満員御礼にすることなんてお茶の子さいさいよ!!」

『……うん』

「どんな世界であっても、あたしの輝きは留とどまるところを知らないんだから！　あらゆる並行世界を平等に照らしてみせるあたしってば、まさに全世界、全宇宙の女王、スペースシャイニング☆クイーンね!!」

『……はい』

　最早生返事を返すことしか出来ない。宣伝担当の輝いている人、テンションが随ずい分ぶんと高くていらっしゃいますが、今の俺にはちょっと眩まぶし過すぎます。具体的に言うと、色々と疲れてしまってツッコミ力が足りない。映見を見て『流石におかしい奴は打ち止めかな？』なんて思ったけど、まだこんな隠し球があったのか。

「ふふん、あたしがあまりに輝いているから、恐れをなしているのね!?」

『いや、そう言う訳じゃないけど』

「しかし安心しなさいアルバイト！　まああたしもアルバイトなんだけど！　あたしに掛かれば、千客万来間違いなし！　時給もみるみる上がるに決まっているわ!!」

　俺とは正反対に元気いっぱいな宣伝担当の輝いている人は、こちらを振り向いて。

「って何で犬がいるの!?」

　しかし次の瞬間、激しい動きで後ずさった。

「ひいいいい!?　ま、まさか前の世界からあたしを追っかけて来たって言うの!?」

『お前も前の世界とか言い出すの!?』

　宣伝担当の輝いている人は、俺を指差して必死の形ぎよう相そう。何だか小刻みに震えているようにも見えるけど、まさか犬が嫌いだとでも言うんじゃないだろうな。でも、それなら流石に気付くのが遅すぎるんじゃないのか。そこら辺も芸人気質だと言うの？

「く、しかしこれも、あたしに課せられた試し練れんに違いないわ！　幾いく多たの世界を渡り歩いてきたあたし、こんな所で負けてなんかいられないのよ！　ロボットにも乗れなかったし、魔法少女も死体も出オチで、理事長も勇者も中途半端だった。だから、今日ここで決めてやるわ！　この試練を乗り越えて、見せ場にしてみせる！」

　宣伝担当の輝いている人は、拳こぶしを突き上げ、良く分からないことを宣言すると、そのまま、おっかなびっくり、俺へとゆっくり手を伸ばして来る。

　まさか、犬嫌いを克こく服ふくしようというのか。何て根性だ、宣伝担当の輝いている人！

「大丈夫、あたしなら出来る！　出来る！　出来る！」

『そうだぞ、頑張れ、宣伝担当の輝いている人！』

　しかし。

「せいっ！」

「げふぅっ!?」

　背後に現れた何者かからの攻撃を食らってよろめく宣伝担当の輝いている人。

　そのまま為なす術すべも無く絞め落とされ、宣伝担当の輝いている人は、その場に倒れ込む。

「……人がちょっと外に出ている間に、随分と楽しそうにしているじゃない」

『お、お前は!!』

　突然の惨劇を引き起こしたのは、黒いファミレス制服に、赤みがかった大きな瞳、太ももの紅あかいホルスターに、銀色のハサミを挿さした危険人物。このファミリーレストラン『ＤＯＧ ＥＮＤ』のアルバイトにして、新店長。

　夏野霧姫、その人であった。


　　　　　　　　



『宣伝担当の輝いている人ぉー!!　しっかりしろ宣伝担当の輝いている人ぉー!!』

「何ようるさいわね、斬るわよ」

『怖い!?』

　目の前で起きた事態に、俺は叫ぶことしか出来ない。こうして頑張って宣伝をしていた宣伝担当の輝いている人に、何の恨みがあるって言うんだ。宣伝担当の輝いている人は、ただ輝いて、ただ犬嫌いを克服しようとしていただけだというのに。

「ふん、宣伝と来たら私の仕事でしょう？　それなのに、この白いのが分ぶん不ふ相そう応おうにもしゃしゃり出て来るものだから、教育的指導をしてやっただけよ」

『いや、どう考えてもお前に宣伝は無理だよ。だって見た目怖いし。ハサミとか持ってるし。そんなんじゃ、怖くて誰もこの店に近寄ろうなんて……いや、ここの客層的にはアリなのか？　つーかお前、狩りに行っていたんじゃなかったの？』

「何言ってるの。そんなの、もうとっくに終わったわよ」

『終わっちゃったんだ!?』

「めぼしい素材は全部手に入れたし。クエストも一通りクリアしたわ。このハサ次郎があれば楽勝よ」

『お前、本当に何者なの!?』

　どう考えても、いちファミレスに収まっているべき人間じゃないよね。こいつに向いているのは、それこそハンターとか、狩人とか、もしくは用よう心じん棒ぼうとか、そんな感じの職業ではないだろうか。全身黒のコーディネートは、どう見ても悪役だし。

「成程、過激に露ろ出しゆつした格好が見たいのね、このエロ犬は」

『そんなこと言ってないだろ!!』

「あられもない格好で人前に立たされて、羞しゆう恥ちに頰ほおを赤く染める私の姿を想像して興こう奮ふんしているのね。このドエロ駄犬！」

『だから一言も言ってないし！　そもそも俺は文字列にしか興味ないんだぞ!?』

　第一、そんな薄い胸を見て何が楽しいと言うのか。ここのファミレスの制服、胸の部分を強調するような構造になっているせいで、新店長の大平原は余計に強調される。ついさっき、円香や映見や宣伝担当の輝いている人の制服姿を見たばかりだから尚なお更さらだ。

「せいっ！」

『ぬおッ!?』

　跳ちよう躍やく。銀色のハサミによる攻撃をギリギリで回かい避ひ。そのまま空中で一回転して、夏野の背後に着地しようと試みるが。

「甘いっ！」

『グエラッ!?』

　しかし、回り込まれてしまった。

　バックハンドの左手が、空中にいる俺を捕まえる。そのままつまみ上げられる俺の身体。強制的に夏野と視線を合わせられ、赤みがかった大きな瞳が目の前に現れる。

「アナタ、いつもいつも同じようなことばかり言って。どうせすぐ捕まって斬られるのに、学習能力が無いの？」

『いつも言ってないよ!?　お前に会うのも、今日が初めてだし!!』

「ああ、いつも言っているのは、元の世界の話だったわね」

『だから元の世界って何なの!?』

　そろそろ俺にも教えてくれません!?

「元の世界は元の世界よ。元の世界のアナタは、毎日毎日私のハサ次郎に斬られて悦んでいたのよ？」

『絶対に噓うそだ!!』

　斬られて悦ぶとか、どんな変態だよ。それで悦ぶのは生きつ粋すいのドＭぐらいなもんだ。

　ああもう、本当に皆、俺にも分かる言葉で喋ってくれないだろうか。何だか、世界中の人間が俺を騙だましているような気さえする。前の世界とか元の世界とか、凄く大切なことをごまかされているような気がする。

『それに、仕事もどうすりゃいいんだよ』

　夏野が宣伝担当の輝いている人を絞め落としてしまったせいで、このファミレスで残っていた最後の仕事も出来なくなってしまった。せっかく色んな奴らの働いている姿を見て、少しはやる気を出そうとしたのに。

　俺はこのまま、働くことは出来ないのか。労働を始めることすら出来ず、世の荒波に放ほうり出だされるしかないのか。本も買えないのか。

「あら、そんなに仕事をしたいというのなら、取って置きの仕事があるわよ？」

『へ？』

「そうね。もし、アナタがどうしてもって望むのなら、どうしてもって頼むのなら、どうしてもってお願いするのなら。私が特別に、仕事先を斡あつ旋せんしてあげても良いわよ？」

『……お前が？』

「え、ええ、ちょっと特別な仕事なんだけどね」

『でも、俺犬だぞ？　犬でも出来る仕事なのか？』

「むしろ、アナタにしか出来ないと言っても過言ではないわ。どうかしら」

『…………』

　囁ささやくように告げられる、少しの熱を帯びた夏野の言葉。

　見れば、夏野の顔は妙に真剣で、冗談を言ってないことが分かる。

　確かに、この夏野の提案は、ファミレスでの仕事を逃のがしかけている身としては非常にありがたい提案で。一も二もなく、飛び乗るべきもので。だから、俺の返事は。

『え、嫌だよ』

　拒否である。

　当たり前だ。だって怪しいもの。もの凄く怪しいんだもの。

　こいつが紹介して来る仕事って、どうせ堅かた気ぎのものではないだろうし。

　例えば、戦場の最前線に送り込まれるとか、そういう無茶な仕事を押し付けられるのではないか。ちょっと新型ロボットの写真撮とって来いよ、なんて言われるのでは。それってアルバイト感覚で受けて良いものじゃないよね？　歴戦の兵士の仕事でしょ？　ただの犬が出来る仕事とは思えない。

『いや、せっかくだけどさ。遠えん慮りよしておこうかな』

「…………本を買うお金が欲しいんじゃなかったのかしら？」

『うッ!?』

　夏野のカウンターが鮮やかに決まる。急所に当たった！

「アナタね。犬のくせに、仕事をえり好み出来る立場だと思っているの？　アナタに出来る仕事を用意出来るのは私だけ！　そう、私だけなんだから！　アナタは、グダグダ言ってないで、私のところで、永久に、一生働いていればいいのよ！」

　何故だか明後日あさつての方向を向きながら告げる夏野。

『はぁ？　お前の下で一生働くって？』

「そ、そうよ！　春海和人は、一生夏野霧姫の側そばにいればいいのよ！」

『……一生？』

「ええ……一生!!」

　そう告げる夏野の顔は何だか妙に赤く染まっているように見えて。

　その身体は、まるで一世一代の舞ぶ台たいに上がったかのように震えていて。

　だから。

　そんな夏野に対する、俺の返事は。

『だから嫌だって』

　拒否である。

　当たり前だ。俺はそもそも本を買うお金を稼かせぐ為に働くのだ。

　稼いだお金は、全て本の代金と、少しの生活費に当てられる。何も一生働き続けなくても、適度に働いて、適度に本を買えれば良いのである。そもそも、こんな危険人物の側に一生仕つかえるなど、それは終身刑に等しい行為ではないのか。絶対に御ご免めんだよ。




「……………………………………そう」




　しばしの沈黙の末に。夏野が、こちらを向く。

　その身体は、何やら小刻みに震えて。

　その顔は、何らかの感情を堪こらえていて。

　しかし、夏野の表情は確かに笑顔だった。

　やや引きつっているようにも見えるが、確かに笑顔であった。

「……そう、面白いことを言うじゃない、この駄犬。ええ、面白いことを言うわ。でもね、早まるんじゃないわよ。待たい遇ぐうについてはまだ何も言っていないでしょ。バイト代は全て本で支払うわ。簡単な仕事をこなすだけで、本を一○冊現物支給。仕事を続ければ、一生読むに困らないだけの本が手に入るのよ？」

『え、一○冊も？』

「それに、生活費は全て私持ちよ。つまり、簡単な仕事をこなし続けるだけで、アナタはもう本を読み続ける一生を送れるということよ」

『そ、それは凄いけど。で、でも、その仕事ってどうせ、長い時間が掛かったり、滅め茶ちや苦く茶ちや辛つらかったりするんだろ。いくら本が手に入っても、読む時間が取れないんだったら意味は無いぞ。俺は本を読みたいんだからな！』

「あら大丈夫。仕事に掛かる時間は一瞬よ。それに辛いことなんてないわ。率先してやりたいと言う人だって沢山いる、誰からも羨うらやましがられる仕事なんだから」

『……本当？』

「本当」

『じゃあやる！　お前のところで一生働く！』

　これは承しよう諾だくするしかない。当たり前だ。

　俺はまさに本の下僕。一生読むに困らないと言われて承諾しない筈がない。どんな地獄であろうとも、本があれば別だ。閻えん魔ま様所有の蔵書だって読んで見せようじゃないか。

「それじゃあ、契けい約やく成立ね」

『ああ！　よろしく！』

　俺は右前足を、夏野は右手を共に伸ばし、お互いの手を握る。

　お互いをつなぐ契約成立の証あかしに、夏野は、清すが々すがしい微笑ほほえみを浮かべる。

「それじゃあ、早速最初の仕事をお願いしたいんだけど」

『ああ、任せろ。俺は一体何をすればいいんだ？』

　清々しくも、しかし何故だか背筋が凍るような微笑みで、夏野は告げる。




「簡単よ。そこにいて、大人しく斬られればいいだけ」




『……………………え？』

　今、こいつなんて言った？

『ごめん、今、よく聞こえなかったんだけど、何を斬るって？』

「犬を」

『誰が？』

「私が」

『……はい？』

「私が、犬を、斬るわ」

　ちょっと待って、それって仕事か？　単なる処刑じゃなくて？　本は得られると言っても、俺の受ける損失の方が大き過ぎませんか。物理的に減りますよね？

　このままではまずいと後ずさり、逃げ出そうとする俺だったが、しかし夏野に回り込まれてしまう。その手には、銀色のハサミが煌めいていて。

「ほぉら、行くわよ、駄犬。一回斬るごとに、本を一○冊あげるわ」

『いや、ちょっと！　ちょっと待って！』

「こうして犬をどうにかする様を見せつければ、いい宣伝になるわよね。何しろあのファミレスに集つどうのは、教団Ｍの関係者ばかり、こういう仕打ちが大好きな連中でしょう。私もスッキリ出来るし、ついでに宣伝も出来るなんてまさに一石二鳥、最高よね!!」

『お前がスッキリすることが主目的なの!?』

「働いてばかりいたら、ストレスが溜まっちゃうのよ。ええ、ストレスばかりで、本当に困っちゃう。どっかの犬は、本当にストレスが溜まることばかり言ってくるし」

『その割には凄い笑顔じゃないですかぁ!?』

「はいはい、じゃあ斬るから。豚のように鳴きなさい!!　ほら一○冊!!」

『ぶひぃぃぃ！！！！』

「はい、二○冊!!」

『ぶひぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！！！！』

　実に楽しそうな夏野の笑顔から、振り下ろされる銀色の刃。

　汚い悲鳴を上げる俺。

　そして、俺達の様子を見てドン引きしている一般市民の皆様。

　俺、知らなかったよ。働くのって、こんなに大変なものだったんですね。




　結果として、俺と夏野が街中で繰り広げていた惨劇が、ある筋の人々の間で評判になったらしく、ファミリーレストラン『ＤＯＧ ＥＮＤ』はその後大いに繁はん盛じようすることになった。訪れた客は皆それぞれ理り不ふ尽じんな責め苦に遭い、涙を流して喜んだそうだ。

　大繁盛の立役者である俺と夏野は、しばらくは本の代金と生活費には困らないだけの特別ボーナスを貰うことになった。つまり、一応の目的は達成された訳だ。

「やっぱり、働くのって素晴らしいわね」

『いや、お前はもっと何か言うことがあるんじゃないのか？　具体的には、俺の減った毛に対してさ。つーか、これ、どう考えてもファミレスのバイトじゃないよね？』

「うるさいわね。それじゃあバイトの何たるかを理解したところで、そろそろ次の世界に行くわよ！」

『今度は次の世界!?』

　だからもうそれ本当になんなの!?

　一体次に何が待っているの!?

「それとも、また最初からやり直したい？」

『もうこりごりだよ!!』

　何だか、色々と大変なことがあった気がするけれど。

　今日も俺は元気で本を読み続ける。何があっても読み続ける。俺は本を読むのが大好きで。どれほど世界が変わろうとも、その想おもいだけは決して変わらないのだから。

　どんな運命にあっても。

　どんな世界においても。

　誰に囲まれても。

　本を、読み続ける。

　何故なら。

　春海和人は、読書バカなのだから。


















「決まったぁー!!　チーム・ドッグイヤーズ、決勝進出です!!」

　高らかに響くアナウンス。

　俺の放ったボールが、相手チームのキャプテンである中なか原はら選手を撃ち抜いたのだ。

　どっと沸わき上あがる会場の中、振り返れば歓喜の雄お叫たけびを上げているチームメイト達の姿が見える。俺も、両前足を大きく上げて勝利の叫びを上げる。

　ここは、『天下一ドッジボール大会』の日本予選会場。

　現在、世界で最も競技人口の多いスポーツ、ドッジボール。その総人口は、全人類の三割に匹ひつ敵てきするとも言われている。老若男女を問わず、誰もが熱中しているスポーツだ。

　そんなドッジボールの総決算とも言われるのが、四年に一度世界規模で行われる、この『天下一ドッジボール大会』。その日本予選会の準決勝戦を、俺達のチームはたった今勝ち抜いたのだ。あと一回勝てば、いよいよ世界大会への切きつ符ぷが手に入る。

　コートを取り囲むように設置された観客席では、大きな横断幕がなびいていて、選手を称たたえる歓声が響いている。その歓声を全身に浴びながら、思い出すのはこれまでの試合。ここまでの道のりは決して平へい坦たんではなかった。強力なライバル達との激しい戦いの数々に、何度もくじけそうになった。しかし、そんな困難を越えてここまで来ることが出来たのも、頼れるチームメイト達がいたからだ。

　キャプテンである俺、春はる海み和かず人ひとが全国を駆け回って集めた、チーム・ドッグイヤーズの最高の仲間達。彼らの力に何度も助けられた。

　俺の妹を名乗る謎なぞの少女、円まど香かの驚きよう異い的てきな身体能力。柊ひいらぎ鈴すず菜なと菜な沙ずなの姉妹が放つ、謎のツープラトン攻撃。謎の組織から派は遣けんされた謎のメイド、森もり部べ佐さ茅ちの清せい掃そう殺さつ法ぽう。禿とく頭とうの謎の大男、仏ほとけ坂ざか大だい門もんの寡か黙もくな一撃。謎のメンバーばかりだが、実に頼りになる奴らだ。

　そして、忘れてはならないのは。

『春海君、お疲れ様です！』

『ああ、九く郎ろうさんもお疲れ様。どうにか、ここまで来れたな』

『僕達のチームプレイの勝利ですね！』

　カラスの身体からだを巧たくみに活いかして空から相手を攻撃する我がチームの副キャプテン、姫ひめ萩はぎ九郎。彼がいなかったら、ここまで来ることは出来なかっただろう。

　何せ、九郎さんはカラスだ。空を飛び続けているので相手の攻撃はまず当たらないし、相手の虚きよを突いた真上からの攻撃は驚異のヒット率を誇ほこる。反則じゃないかとの声もあったが、だってカラスなんだから仕方がないじゃないですか。

『しかし、準決勝の相手、チーム・フォーガットンは実に強敵でしたね』

『ああ、そうだな』

　キャプテンの中原選手の、奇妙なステップで相手を惑まどわすメリー投法。茶さ堂どう選手の、コーヒーフレーバーを巧みに使用したアロマ投法。呉くれ選手のクレーム投法。住すみ谷や選手の逆転無罪投法。怪かい盗とう選手の、相手から華麗にボールを盗み出す技にも苦労させられた。

　戦いは熾し烈れつを極めた。猟りよう銃じゆうの弾丸のように襲おそい掛かかってくるボールに、何人もの仲間が外野送りになった。しかし、最後にコートに立っていたのは、俺達だった。

「お、俺達の分まで、頑がん張ばってくれ」

『ああ、任せておけ。俺達が必ず優勝してみせる』

　コートの中心で、相手チームのキャプテン中原選手と、がっちり握手を交わす。

「それじゃあ俺はドラッ……じゃなくてコーヒーを飲みに行ってくる、また会おう」

　そう言って、中原選手はそそくさとコートから去っていく。変な薬でもやっているんじゃないかというような怪しい挙動だが、共にドッジボールで闘った以上、過去にどんな因いん縁ねんがあっても俺達は仲間だ。

　そんな仲間の想おもいを背負い、俺達は次の決勝戦に挑いどむ。

『僕は、準決勝のチーム・アフロの様子を偵てい察さつします。春海君はゆっくりロッカールームで休んでいて下さい』

『ああ、任せた』

　俺達が決勝で当たるだろう相手、チーム・アフロ。『黒いダイヤモンド』『猛も者さ猛も者さ』『漆しつ黒こくの弾丸』等、数々の異名を持つキャプテン、アフロ選手の恐ろしさは、身をもって知っている。前大会の決勝戦、俺達はアフロ選手の放つ必殺技、アフロを広げて展開する黒毛ショックアブソーバーで、全すべての攻撃を防がれた。あの膨ぼう張ちようするアフロには、しばらく夢でうなされたものだ。

　恐ろしいのは、アフロ選手だけではない。大おお澤さわ流投球術という怪しげな技を使う愁しゆう山ざん選手。業界用語連発で相手を惑わす藤ふじ井い寺でらＤ選手。筋肉が凄すごい宗むな像かた選手。三位一体攻撃のラーメン三銃士。他のメンバーも、決して侮あなどれない選手ばかりだ。

　そんな決勝を控えて、昂たかぶった心を落ち着ける必要がある。その為ために、何をすべきか。

『……本だな』

　読書に決まっている。読書をするのが一番落ち着きますからね。




『さーて、何を読もうかな』

　ロッカールームに入り、目の前に本を並べて考える。先日発売された『六輪の書』、現代に蘇よみがえった宮みや本もと武蔵むさしが書いているという噂うわさは本当だろうか。いやいや、今こそ『犬でも出来るドッジボール』を読んで初心に返るべきか。ううむ、どっちにしよう。

『決めた。両方読もう！』

　実に良い考えだ。両方読むことで効果は二倍。二周読めば更に倍だ。

　そんな感じで、読書に勤いそしもうとしたところ。

『大変です春海君!!』

　しかし、ロッカールームに飛び込んで来たカラスに邪じや魔まされることになった。

『どうして俺の読書の邪魔をした！　言え！』

『なっ!?　本を読んでいる場合ですか!?　決勝戦の前なんですよ!?』

『俺の読書と、決勝戦、どっちが大事だと思っているんだよ!!』

『君が読書バカなのは知っていますけど、せめて今だけはドッジボールの試合の方を大事にしてくれませんか!?　本当に大切な大会の試合なんですよ!?』

『……まあ、一理あるな』

　確かに今は大会の最中だ。今だけは、ドッジボールに集中するべきなのかもしれない。

『それで、チーム・アフロの様子はどうだったんだ？　対アフロ用に考案した最強の必殺技「アフロむしり」の効果は期待出来そうか？』

『いや、そんなこと言っている場合じゃないんですよ！』

『俺の必殺技をそんなこと扱いするなんて、どういうつもりだこのカラス。アフロの代わりにその羽根をむしってやろうか？』

『だから、それどころじゃないんです!!』

　九郎さんは、慌あわてた様子で、驚きよう愕がくの事実を告げた。

『チーム・アフロが、無名のチームに負けてしまったんですよ!!』




　九郎さんの報告を聞き、急いで会場に駆け付けた俺達が見たもの。それは、真っ黒に染まったコートだった。

　黒の正体は、チーム・アフロのキャプテン、アフロ選手のご自じ慢まんの髪かみの毛け。アフロのアフロが、バラバラに切り刻まれてコート中に散乱している。その中に、アフロ自身も倒れている。何か恐ろしいものを見たかのように、怯おびえの表情を張り付けたままで。

『……誰が、こんなことを』

『相手コートを見てみて下さい』

　言われて、相手側の内野コートを見れば、そこには、全身を黒尽くめのユニフォームで固めた女性がたった一人立っている。内野に一人だけしか残っていないということは、お互いに残り選手が一人だけになる程の激げき闘とうだったということか。

『いや、違う。外野の人数がいない？』

　この『天下一ドッジボール大会』では、ボールに当たった内野のプレイヤーは外野に送られ、内野のプレイヤーが先にいなくなった方が負けというルール。しかし、相手チーム側の外野には、誰もいない。内野に、黒衣の女性がいるだけ。

『あいつ……まさかたった一人だけでアフロに勝ったって言うのか!?』

『はい、たった一人の手によって、チーム・アフロは粉ふん砕さいされました。ボールだけではなく、象徴であるアフロさえも奪うばわれて』

『何てこった……！』

　確かに、ルール上はチームの人数は七人まで、という上限が設定されているだけで、下限は決められていない。しかし当然どのチームも、七人で参加して来ている。

　だがあのチームは、一人でチーム・アフロとの試合に臨のぞんだ。まるで『お前達如ごとき、一人で十分だ』と、告げるように。それは、アフロ達を舐なめているというだけではない。ドッジボールというスポーツそのものを馬鹿にする、そんな行為だ。

『……負けられない』

　俺達は皆、ドッジボールに青春を捧ささげてきたんだ。チーム・フォーガットンも、チーム・アフロも。今までに戦ってきたチーム・ブックストアや、チーム・カレーも。誰もが、ドッジボールを真剣に楽しんでいた。

　しかしあいつには、それが無い。そんなチームには、絶対に負けられない。

『……ん!?』

　絶対に負けない。そんな覚悟を決めて、相手を見ていると。ふと、向こうもこちらを見ていることに気が付いた。赤みがかった瞳ひとみが、俺を真まっ直すぐ見つめている。

　初めて見る相手。その筈はずなのに、いつかどこかで出会ったことがあるような、そんな郷きよう愁しゆうめいた錯さつ覚かくに襲われる。しかしすぐに、その考えを振り払った。

『あれは、敵だ』

　アフロの仇かたき。俺達、チーム・ドッグイヤーズの、決勝の相手。

　その名は、チーム・デスバイシザース。




『それじゃあ、決勝戦での作戦を伝えるぞ！』

　ロッカールームに戻って、最後のミーティングを始める。

『まずは……円香』

「和兄、カレー食べる？」

『いや頼むからカレーはしまってくれ。これから決勝戦だぞ』

「えー、ガッチン漁で獲とった魚介類を沢山入れた、ビーフカレーだよ？」

『どうして魚介類がビーフになるんだよ……まあいい、円香はいつも通り攻撃してくれ、サポートするから』

「うん、和兄がそう言うなら、妹としてばっちり頑張るよ！」

『俺はお前の兄じゃあないけどな……』

　どうしてこの子が俺を兄と呼び続けるのかは分からないけど、とにかく円香は超攻撃型の選手だ。俺と共に攻撃に参加してもらい、相手を殲せん滅めつしてくれることを期待する。

『次は……鈴菜』

「はいお犬さん、私はボールにぶつかれば良いんですよねぇ？」

『いやぶつかったら駄目だろドッジボールなんだから。いい加か減げんルールを覚えろよ』

　まあ、たとえ鈴菜に当たったとしても、地面に着く前に俺達がキャッチすればセーフなので、一応問題は無い。人間バリアーとしてはとても役に立っている。変態だけど。

「お任せ下さい。この柊鈴菜、あらゆるボールの前に飛び出して、あらゆるボールをこの身体にぶつけて見せます!!」

『だからぶつかるだけじゃ駄目なんだよ……菜沙、こいつのフォローを頼むぞ』

「はいはい、了解しましたよ。菜沙さんにお任せ下さいな」

　鈴菜の暴走具合は正直俺の手に余るので、姉である柊菜沙に監かん視しを任せるしかない。底知れないオーラを放つ菜沙。それなりに長い付き合いなのだが、イマイチ何を考えているのか分からない奴だ。ただ、あんなのが妹では、姉として苦労しているだろう。

『佐茅は……例のメイド奥義みたいなやつで、攪かく乱らんを頼む。手が空いたら攻撃も』

「了解したよ。このコート、一ひと欠片かけらの埃ほこりも残らないように、隅々まで綺き麗れいに清掃してやろうじゃないか」

『大門さんは、他メンバーの防御を頼む。その大きな身体で、迫り来るボールをがっちりとキャッチしてくれ』

「任せろ」

『えっと、九郎さんは……まあ何か、流れで』

『どうして僕だけ指示が適当なんですか!?』

『いや、俺も不ふ思し議ぎなんだけど、どうもあんたのことが信用出来ないんだよな』

『仲間に向かって何ですかその態度は!!』

　いや、九郎さんには本当に申し訳ないけど、どうもこのカラスを心から信用する気になれない。隙すきを見せると寝首を搔かかれそう。前世で、絶対に何かあったんだと思う。

『とにかく、作戦は以上だ。決勝戦も気合いを入れていこう』

　相手は、アフロを容易たやすく倒したプレイヤー。決して油ゆ断だん出来る相手ではない。だからこそ、こちらが積み重ねて来た日々を、思い切りぶつける。仲間と紡いだ絆きずな。それさえあれば、どんな相手にも負けることは無いと、信じている。

『それじゃあ行くぞ！　チーム・ドッグイヤーズ、ファイト!!』

「「「「「『『オー！！！！！！！』』」」」」」

　全員で円陣を組んで、声を合わせ、気合いを飛ばす。

　紡いだ絆が見せる奇跡、これから精一杯に燃やしてみせるぞ!!




「さあ、チーム・ドッグイヤーズの入場です!!」

　コートに出て行く俺達を迎えたのは、会場を揺らす程の歓声。この決勝戦は、国中の人間が注目している試合。会場のボルテージも、かつてない程に高まっている。

「……来たわね」

　辿たどり着ついたコートで待っていたのは、黒尽くめの女だった。チーム・アフロを一人で粉砕した、恐るべき敵。センターラインを挟はさんで向かい合うが、その視線は、こちらを凍いてつかせる程に鋭するどい。

『お前なんかに、絶対に負ける訳にはいかない!!』

「あら、お前、だなんて言われる筋合いは無いわね、駄犬。私には夏なつ野の霧きり姫ひめという、ちゃんとした名前があるんだから」

『じゃあ、夏野。勝つのは俺達だ！　たった一人で戦っている奴なんかに、俺達最高のチームが負けるなんてことは絶対に無い!!』

「それは、私だって同じこと。私も、負けられない理由があるんだから」

　真剣に語る夏野に、思わず気け圧おされてしまう。そこには間違いなく、本気で戦いに臨むという覚悟があった。

「それに、誰が一人だなんて言ったのかしら？」

『え？』

「確かにチーム・アフロは、私一人で倒したけどね。アレは何と言うか、斬きり慣なれた相手だったから。だけどこれは決勝戦。私の方も、全力を出させてもらうわ」

　そう言って、指を鳴らす夏野。その瞬間、コート上に新たな人影が出現した。人影の数は六つ。それぞれが、まるで悪の組織のようなフード付きマントを被かぶっている。

「これが、私達のチームの全容よ!!」

　夏野の宣言と共に、六人がマントを投げ捨てた。白日の下に晒さらされる相手チームの面々、それは初めて見た顔にもかかわらず、何な故ぜか記憶を刺激する、そんな顔だった。

「おおーっと、チーム・デスバイシザース！　決勝戦でいよいよ現れたのは、これまでの戦いでは出場していなかったメンバー！　解説の陸む奥つ田たさん、どう見ますか!!」

「いやアリス、私はお前が風か邪ぜ引いて動けないっていうから様子を見に来ただけなんだけど。何で私はこんなところに座らせられているんだ。帰っていいか？」

「成なる程ほどー、そうですか！　陸奥田さんは流石さすがですね!!」

「聞けよ」

「痛いわよナオ!?　っと、そ、それではついに明らかになった、チーム・デスバイシザースのメンバー！　それぞれ、プロフィールを紹介していきましょう!!」

　解説の人から手刀を叩たたき込こまれながらも、小柄で妙な髪型をした実況アナウンサーの声は高らかに響く。

「一人目は、ちょっと気弱な眼鏡めがねっ娘こ！　だけど胸はでかいなんて気に食わないじゃない！　父から受け継いだ怪しげな投球術を使うチーム一の良識派、大澤映は見み選手!!」

「えっと……あの、ごめんなさい、頑張ります」

　一人目からして酷ひどい紹介だ。

「二人目は、歌って踊れるアイドル系プレイヤー、秋あき月づきマキシ！　何か私とキャラが被っているのが気に食わないけど、やけに光っている白い奴よ！　それだけ!!」

「ちょっとそこのアナウンサー、輝かないこと言わないでよね！　このあたしが参戦したからには、コート全体を目ま映ばゆく照らして、誰もあたしに当てられないようにしてあげるんだから！　あぁ、ドッジボールどころか、地球全体を照らすあたしって輝いてる！　このあたし、秋月マキシの威光に全員ひれ伏しなさい!!」

　超うるさいんですけど。そして眩まぶしいです。

「三人目！　車くるま椅い子すにはボール発射機能が搭とう載さいされており、発射されたボールは鋼鉄すらも打ち抜くとか！　あらゆる兵器を詰め込んで参戦、謎の和装少女、姫萩紅葉もみじ！」

「成程、ドッジボールですか。とにかく相手にボールをぶつければ良いのですね。それなら、私も問題なく参加出来そうです」

　ちょっと待て、兵器って何だよ兵器って。

「四人目。小さな身体に大きな力！　小柄って辺りが私と被っているのがやっぱり気に食わないけど、マフラーを使った投球術が炸さく裂れつするとかしないとか！　穂ほ積づみ雷らい火か!!」

「絶対に、負けない。ファン第一号の座は、譲ゆずらない」

　何故か俺の方をえらい眼めで睨にらんでいる。視線が怖い。

「五人目。この大会のスポンサー様なので、下手なことは言えないわ！　だから特に言うことはありません。頑張れ！　水み無な川がわ真ま秀ほ!!」

「ちょっと！　手抜きにも程がありませんの!?　ちゃんと紹介して下さいます!?」

　大会スポンサーが相手とか、凄くやりにくいんですけど。

「六人目。学ラン着てても心は乙女おとめ！　アイドルとして活動しながら、アルバイトで鍛きたえた肉体で、敵を完かん膚ぷなきまでに叩たたき潰つぶす！　肉体派アイドル、早はや崎さきステラ!!」

「誰が乙女だ！」

　いやどう見ても乙女に見えるんだけど、違うの？

「最後に、チーム・デスバイシザースのキャプテン！　その漆黒の姿は、相手にボールという名の死を突き付ける死神なのか！　準決勝までの試合全てをたった一人で制して来た、まさに悪魔！　地じ獄ごくから来た鬼！　超怖い！　夏野霧姫!!」

「あのアナウンサー、後でお仕置きね」

　そんな七人。俺達のチームに勝るとも劣らない、超個性的な面々だった。

「さて、こうしてチームが出で揃そろったからには、全力で勝ちに行くわよ。覚悟しなさい」

『……こいつ、強い』

　新たに現れた六人もさることながら、チームキャプテンの夏野霧姫の強さは別格だ。

　こうして向かい合うことで、その強さが改めて分かる。遺伝子レベルで恐怖が刻きざみ込こまれているかのような、そんな得体の知れない感情が胸の奥に生まれている。

　いや、弱気になるな。俺は一人じゃない。

　ドッジボールで繋つながった仲間がいる。共に汗を流し、共に苦労を分かち合った仲間達。時には喧けん嘩かもしたけれど、最後には肩を組んで大笑いだ。同じ釜かまの飯を食った間柄、その絆は家族よりも強い。そんな仲間が背中を守ってくれるのなら、何も怖くない。

　だから、そんなチームメイトに向けて、最後の言葉を掛ける。

『それじゃあ皆、張り切って行くぞ!!』

　振り返って、気合いを入れようとして。

　しかしそこには、誰もいなかった。




『…………へ？』

　何で誰もいないの!?　全員どこに行ったの!?　いやマジでどういうこと!?　急に俺のチームだけが時空乱流に巻き込まれたの!?

　混乱したまま、辺りを見回すと、すぐに俺のチームメイトを見つける。敵の、チーム・デスバイシザースのコートの上に立っていたのだ。

『え、何で皆、そっちにいるの？』

　混乱から抜け出せないままの俺の耳に飛び込んでくるのは、アナウンサーの声。

「おおっと、決勝戦ではルールが変更されるとの情報が入って来ましたぁ!!」

『ルール変更!?　何でこのタイミングで!?』

「決勝戦のみの特殊ルール！　外野は無く、コート全面を使って、一度ボールに当たったら終わり！　先に相手のメンバーを全て倒したチームの勝ちとなります!!」

『外野なし!?　全て倒すって……はぁ!?』

「しかも決勝戦に限り、メンバーの移動が自由になりました！　それぞれ好きなチームに入って戦って下さい!!」

『ちょっと待って。どういうことか全く分からないんだけど!!』

　ルールを叫ぶアナウンスの声も、どこか遠い。何故なら、俺のチームメイトは既に全員敵陣にいるから。自由という言葉の残ざん酷こくさをひしひしと感じているところだから。

　ほら、いくらメンバーの移動が自由と言っても、普通は自分が所属していたチームで戦うじゃないですか。ここまで一緒に頑張って来た仲じゃないですか。

　しかし、俺の仲間は、もういない。全員敵だ。信じられないこの状況に、呆ぼう然ぜんとしたまま、チームメイト……じゃなくて、元チームメイトに語り掛ける。

『鈴菜、菜沙。どういうことだ？　どうして裏うら切ぎったんだ？』

「いや、よく考えたら我々が作家の先生方に逆らう訳にはいかないと言いますか。そもそも私達、編集者ですものねぇ」

「そうそう、編集者たるもの常に作家の側にあれ、と社訓にもありますから。仕方がないじゃないですか」

『いやお前らはドッジボール選手だろ!?』

　急に何を言い出したの!?　これまで普通にドッジボール選手だったのに、どうして他のジョブがありました、とか言うの!?　アルバイト感覚でやってたの!?

『佐茅、お前はどうなんだよ!!』

「メイドが主人に逆らう訳にはいかないからね。申し訳ないけど、お嬢じよう様さまのお側そばにつかせてもらうさ。安心しなよ、一撃で片付けてやるから」

『大門さん!!』

「マネージャーとして、編集者として、マキシを守らなければならない」

『九郎さん!!』

『ほら、僕も兄として、可か愛わいい妹と一緒にいてあげないといけないって言うか、やっぱり紅葉の傍そばにいるのが一番落ち着くって言うか、そもそも僕は春海君のことは大嫌いな気がするのでこれが一番正しい形だと思います』

『やっぱりお前敵じゃないか!!』

　愚おろかなカラスをやっつけることには何の躊躇ためらいも無いけれど、その他のメンバーはさっきまで大事な仲間だったのだ。今は敵だと、そう分かってはいるんだけど……と、相手チームの一人が、申し訳なさそうにこちらのコートへと戻ってくる。鈴菜だ。

『あれ、どうしてお前戻って来るんだ？　裏切ったんじゃないのか？』

「いえね、お犬さん。よく考えてみたんですけども、こちらのコートにいた方が、先生方からの強烈なボールを食らうことが出来るので、私的にはお得なんですよねぇ」

『最低の理由だな!!』

「さあお犬さん、私を存分に肉壁として使って下さい！　これまでの練習の成果を見せつける時ですよぉ!!」

『うるせぇ!!』

　完全に一回裏切っただろお前！　しかも今だって心はあっち側にあるし！　性せい癖へきの都つ合ごう上じよう、こっちに味方しているだけじゃないか!!

『ああもう、唯一の味方がこんな変態なんて……！』

　鈴菜が戻って来たとはいえ、彼ひ我がの戦力差はあまりにも大きい。意識が無くなるまで無限に使用出来る鈴菜のドＭシールドは確かに有用だが、防御してばかりではどうにもならない。力が抜けて、コートにへたり込んでしまう。

「大丈夫、私がいるよ！」

　しかし、そんな俺の背中が、背後からそっと撫なでられた。振り返れば、そこにあったのは円香の朗ほがらかな笑顔。

「和兄、ちょっと遅れちゃって、ごめんね」

『円香、お前、裏切ったんじゃなかったのか……？』

「私が和兄を裏切る筈ないよ。カレーの仕込みをしていて、遅れちゃっただけだよ」

『そっか、兄じゃないけど、ありがとう……いや試合前にカレーの仕込みをしている点は擁よう護ご出来ないんだけど。お前は結局どこまでいってもカレーなの!?』

「でも、もう何も心配しなくていいからね。私と和兄さえいれば、誰にも負けないんだから。兄妹の絆で、どんな敵でも倒してみせる！　チーム・ガラムマサラが!!」

『そしてチーム名が変わっているし……』

　チーム・ドッグイヤーズだって言ってるだろ。キャプテンとしてそこは譲れないぞ。

　とにかく、円香には裏切られていないことが分かり、少しだけ心に余裕が生まれた。

　これなら立ち向かうことが出来る。円香と鈴菜を率ひきいて、強大な敵に挑む。こちらは三人（犬込み）で、相手は十一人（カラス込み）という圧倒的に不利な状況だけど。

『やってやろうじゃん!!』

　大勢の観客が見守る中、アナウンスの声が会場に響き渡る。

「それでは、天下一ドッジボール大会日本予選決勝、試合……開始です!!」

　こうして、運命の決勝戦が始まった。


　　　　　　　　



「「とおっ!!」」

　開始の合図は、円香と佐茅によるジャンプボール。

　互いのジャンプ力は、ほぼ同等だった。両側から伸ばされた手が、ボールを求めて絡み合う。そうして、どちらの手に落ちるのか分からないまま高く跳ねたボールは。

『任せて下さい!!』

　空中でカラスによってキャッチされ、そのまま夏野へと手渡された。

『ひ、卑ひ怯きようだぞ!!』

「卑怯もラッキョウもないわ。やりたいことやったもん勝ち、それが青春なんだから。じゃあ、早速だけど私の必殺技を見せてあげるわ。構えなさい、でないと死ぬわよ」

『いきなり必殺技かよ!?』

「そう、エリクサーを惜しまず使う私だからこそ、最初から全力で戦うわ。食らいなさい駄犬、必殺の、ライトニングドッグブレイカーを!!」

『何その物ぶつ騒そうな名前!?』

　しかし、俺のツッコミは途中で掻かき消きえた。それは、夏野の一撃があまりにも強かったから。しなやかなフォームから投げられたボールは、俺に向けて一直線に飛んで来る。

『……あ』

　一目見て、駄目だと分かった。迫り来る死に、俺の脳は勝手に走そう馬ま灯とうを流し始める。

　思い出すのは予選の二回戦、チーム・ブックストアと戦った時のこと。相手チームの桜さくら選手と弥生やよい選手による対愛あい玩がん犬けん用投球術に苦しめられた。オッチャン選手が再起不能になりつつも戦う姿に、相手チームの家族愛を感じたっけ。ああ、一回戦のチーム・セブンスシンや、三回戦のチーム・トラップワークスも皆強敵だった。沢山のライバル達を越えてここまで来た俺達だけど、今度はやられる番なのか。

　と、そんな考えも一瞬のこと。夏野の放ったボールは容よう赦しやなく、俺に向かって来て。

「げふぅ!!」

　直前で横合いから突っ込んで来た鈴菜に思い切りぶち当たった。

『す、鈴菜あぁぁぁ!!』

　顔面にボールが直撃し、大きくのけぞる鈴菜。

　しかし、すぐにキッと表情を変えると、大きく跳ねたボールを、ふらつきながらもキャッチ。いくら変態といえども、身体に染み付いた特訓は無む駄だじゃなかったのだ。

　しかし夏野の必殺技を食らったことは事実。慌てて鈴菜に駆け寄る。

『だ、大丈夫か鈴菜!!』

「う、うう、ううううう」

『ああ、こんなに血が出て。だけど良くやったぞ鈴菜、お前はやっぱり！』

「ううう、最高に気持ちいいですねえぇぇぇー!!」

『やっぱり変態だな!!』

　顔面に当たったにもかかわらず、笑顔の鈴菜。やっぱり変態だ。感心した俺がバカでしたよ。俺が呆あきれているのをよそに、鈴菜はボールを手に、投球の体勢を取る。

「さあ、今度は私の番ですね！」

『そうだ！　投げ返してやれ鈴菜！』

「私の全力のボールを、先生、食らって下さい!!　行きますよぉ!!　とおっ!!」

　気合いいっぱいで放たれた、鈴菜の投球。それは、夏野に向けて勢いよく飛んで。

『……ん？』

　いかなかった。

　大きく、山なりの軌き道どうを描いて飛んで行くボール。まずドッジボールではお目に掛かれない、ゆっくりとしたもの。案あんの定じよう、夏野はいとも簡単にキャッチしてしまう。

「ああっと、残念でしたねぇ！」

『おい』

「くっ、申し訳ありません、お犬さん！　私は全力で投げたんですけども！」

『お前、いまわざとゆっくり投げたよな？　そうだよな？　つーか、パスしたよな！』

「しかし次こそは！　次こそは必ず、先生を倒して見せます！　ですからどうか、この私に全てお任せを!!」

『そうやってまた渡すつもりだよな!?　お前完全に、相手にぶつけられることを優先しているだろ！　って、そもそも先生って何だよ！　敵チームなんだぞ!!』

「さあ先生来て下さ……ふぎゃっ!!」

　責め立てる俺の前で、また鈴菜の顔面にボールがぶち当たった。




　その後も、しばし同じ展開が続いた。

　顔面に必ず当てる夏野のコントロールも凄いが、毎回顔面にボールを受けても必ずキャッチする鈴菜も凄いと思う。凄いだけで、決して真ま似ねをしたくはないけど。

「早く倒たおれなさい鈴菜！」

「まだまだですよぉ！　この痛みが続く限り、この柊鈴菜、決して倒れません!!」

「いい加か減げんに面めん倒どうなのよ！　本当、いつもいつも厄やつ介かいなんだから!!」

「ふふふ、この痛みこそ我が人生！　こんなに楽しい人生が続くんだから、倒れるなんてもったいないです！　まだまだお願いします!!」

『……お前らなぁ』

　苛いら立だちながらボールを投げる夏野に対し、鈴菜はいつまで経っても倒れなかった。全部顔面に当たっているにもかかわらず、すぐに復活して夏野にボールを投げる……じゃなくて渡している。これ、ドッジボールじゃなくて、ただの特殊なプレイだろ。

「本当にこのドＭは、どこまで来ても私の邪魔をして!!」

　いい加減に、夏野の顔にも余裕が無くなってきた所で。

「……私に、任せて欲しい」

　チーム・デスバイシザースのメンバーの一人、穂積雷火選手が、夏野を押おし退のけて出て来た。彼女は、夏野からボールを受け取ると、鈴菜に向けて構える。

「おっと、ここで穂積先生の出番ですか！　ええ、そろそろ痛みが単調になってきた所なので、歓かん迎げいしますよ！　ニューフィアー！　ニューペイン!!」

「私も、必殺技を使う。秋あき山やま先生に、無様な所は見せられないから」

　そう言って、雷火が投げる。

　それは、随ずい分ぶんと遅い球だった。夏野の剛速球を見た後なので、余計に遅く感じてしまう。鈴菜も、不満げな表情を浮かべている。だからその変態っぷりを少しは隠せ。

　しかし、それでは終わらなかった。

　雷火は、自分の首に巻いていたマフラーを、鞭むちのように振るい、ボールに巻き付かせた。そのまま、マフラーごとボールを自分の手元へと引き寄せると。

「食らえばいい。特大回転魔ま弾だん」

　そのまま身体ごと一回転、円運動を加えて、マフラーに包まれていたボールを投げ放った。マフラーから解き放たれたボールには、摩ま擦さつにより強烈な回転が掛かっている。これこそ、雷火の放つ必殺技の真価なのか！

「おっと、この回転、さぞ痛気持ちいいでしょうねぇ!!」

　鈴菜は、飛んで来るボールに向かって一直線に向かっていく。キャッチする素振りすら見せていない。完全にわざとぶつかる気だ。

　しかし、そのまま鈴菜の顔面をボールが撃ち抜こうとする、その直前。

『……何だ!?』

　ボールが急激に方向を変えた。

　マフラーによってボールに掛けられた回転が、軌道に変化を与えたのだ。顔面狙ねらいで飛んでいたボールは、直前で下へと落ち、鈴菜の顎あごを掠かすめるように曲がる。

「……あら？」

　すると鈴菜の姿勢がガクンと揺れ、膝ひざから頽くずおれる。

　恐らくは、顎に軽く当たったボールによって、脳そのものが揺らされたのだろう。相手の意識を刈り取るという、これが雷火の『特大回転魔弾』!!

『……まあ、鈴菜くらいにしか効かないよな、これ』

　そもそもボールを顔面で受けようとする相手にしか効かないし、そんな奴はこの変態くらいしかいないので、この必殺技って使えないよね。

「…………！！！」

『……うわぁ』

　しかし鈴菜は、白目を剝むいて倒れたその状態で、ボールをしっかりと摑つかんでいた。

　鈴菜の、苦痛に対する意地が、意識を失ってもボールをキャッチしたのだ。これぞ、鈴菜の性癖が呼び寄せた奇跡！　うん、まあ、そんな奇跡は要らないけど。

「おやおや、仕方がないですね」

　そんな、どうやっても倒れない鈴菜を前に現れたのは、柊菜沙。こいつの真価は鈴菜との連れん携けい攻撃にあるので、今の鈴菜を倒せるようなボールを投げられるとは思えないんだけど。しかし、菜沙は妙に自信ありげな表情を浮かべている。

「先生方、私にお任せ下さいますか」

　そう言って、菜沙はセンターライン上ギリギリまで来ると、鈴菜に顔を近付けて、何事かを囁ささやいた。その瞬間。

「はうっ!?」

　鈴菜が跳ね起きた。その顔には、びっしりと汗が滲にじんでいる。これまでどんなボールを当てられても平気だったのに、今は非常に焦あせっている。ロボットのようなぎこちない動きで、菜沙に向き直る。

「あ、あの、副編？　ちょぉっと今、大変問題な言葉が聞こえたんですけど？　ビッグファ……何とかって」

「別に信じなくても良いけど、そういうことだから。私はともかく、あの方の言葉を信じないって言うのかな？」

「い、いえ、滅めつ相そうもないですよ。すぐに行きますとも、ええ」

「別にこのまま逃げて、お仕置きされても良いんじゃないのかな」

「あ、あんな愛の無いお仕置きは御ご免めんですよぉ！　ああもう、このペインフルなドッジボールは捨てがたいですけど、今は身の安全が大事です!!」

　鈴菜は慌ててボールを放ほうり出だし、振り返ることなく、会場から駆け出して行ってしまった。止める暇ひまも無い。そして菜沙もまた、手を振って。

「先生方、後はよろしくお願いしますね。菜沙さん達は、お仕事に戻りますから」

『いやだから、お前らの仕事はドッジボール選手じゃ』

「さようならー！」

　そう言って、菜沙も会場から去ってしまう。だからお前らは何だったんだよ。

　とにかく、相手チームを一人、減らすことに成功した。その代だい償しようとしてこっちのチームの大事なメンバーも一人減ったんですけどね。実に戦力の三十三パーセントが減りました。




　柊鈴菜と菜沙の二人がコートから離れたことで、一瞬弛し緩かんした空気が流れる。

　その隙を、狙っていたかのように。

「今こそ、わたくしの出番ですわね!!」

　飛び出したのは、相手チームの、水無川真秀。鈴菜が放り出したボールを拾って、猛ダッシュ。そのまま大きく跳ちよう躍やくして、ジャンプショットを決めようとしているのか。その狙いの先には。

『……円香!!』

　鈴菜の退場に呆然としている、円香がいる。

　ここで円香を失ったら、その時点で俺の仲間はいなくなってしまう。俺だけになったら、チームプレイも何もない。必死になって呼びかけるも、真秀の攻撃の方が早い。

「隙アリ！　頂きましたわ！」

　真秀は、叫びながらボールを投げようとして。

「あっ」

　ジャンプする寸前でつんのめって、顔面からコートに突っ込んだ。受け身が取れなかったらしい。そんな真秀の手を離れ、転々と転がるボールは。

「あれ、やっちゃっていいのかな、和兄」

　円香によって拾われた。

　そのまま、円香は倒れている真秀へと近寄っていく。

「あ、あらあらあら？」

　円香の接近に気付いた真秀は慌てて逃げようとするが、自分の足が絡まって逃げられないらしい。必死で顔をガードしながら、円香に向けて叫ぶ。

「ちょ、ちょっと、倒れている所を狙うなんて卑怯ですわよ！　それにわたくしの誇る水無川財ざい閥ばつは、この大会のスポンサーなんですのよ!?　いざとなったら、必殺のスポンサー権限で！」

「スポンサー権限で？」

「わたくしがやられるタイミングでＣＭに入らせますわよ!!」

『円香、やれ』

「うん、和兄！」

　円香が投げたボールは、なおも逃げようとしていた真秀の顔面に直撃した。もんどりうって倒れた真秀を、救きゆう護ご班はんの腕章を付けた執しつ事じ風の少年が現れて引っ張って行く。

「ああもう、慣れないことをするもんじゃないぞ。ちなみに、ちゃんとＣＭに入ったから、安心しろよご主人。どうやら放送は免まぬかれたみたいだ」

「良くやりましたわ佑ゆう斗と！　褒ほめてさし上げますわよ！」

「地上波ではＣＭ入ったけど、専門チャンネルでは放送続行だったけどな」

「何とかしなさいな佑斗！　わたくしの無様な姿がお茶の間を賑にぎわす前に電波を止めなさい!!」

「無理だなー」

　そのまま、文句を言いながら運ばれていく水無川真秀。

　これでまた一人倒した。というか、ほぼ自爆だったような気もするけど。




「おっと、次は俺に任せてもらうぜ!!」

　真秀を倒したボールを拾ったのは、相手チームの早崎ステラだ。

「よしよし、ようやく俺の見せ場が来たようだな!!」

　女性とは思えない立りつ派ぱな体格から放たれた強力なボール。まるで女子チームに一人だけ混じった男子のようなパワフルさ。しかし、こっちの円香も決して負けてはいない。ステラの投げたボールを受け止めて、気き勢せいを上げる。

「負けられないよ！　和兄の為にも！」

「おっ、いいぞ、その調子だ！　これぞ男の勝負って奴だぜ!!」

「私は女だよ!!」

「いいや、戦う意志があれば、誰だって男なんだよ！　そう、人間は本質的に男ってことなんだ!!」

　良く分からないことを言いながらボールを投げるステラと、そのボールを受け止めて投げ返す円香。二人の実力は伯はく仲ちゆうしているようで、しばらくラリーが続く。

『おお、初めてドッジボールっぽくなって来たぞ！』

　決勝戦になって初めての展開である。ようやく、ドッジボールの大会という感じになって来た。こっちが不利な状況は全く変わっていないけども!!

　そのまま、永遠に続くかと思われたラリーだったが。

「あっ!?」

　急に聞こえた悲鳴。見れば、円香は痛みに堪えるように、目を閉じていて。

『どうした円香!!』

「目にゴミが!?」

　痛みに目を押さえようとする円香。しかし既に投球の体勢に入っていた身体は、急には止まれなかった。結果として、滅め茶ちや苦く茶ちやなフォームで放たれたボールは、大きく狙いが外れて、明後日あさつての方向へと飛んで行ってしまう。

　そして、そんな円香の不調に連動するようにして。

「あうっ!?」

　相手コートの方でも、不測の事態が発生していた。

　それまで円香とステラの投げ合いが行われていた為、後方で待たい機きしていた相手チームの一人、大澤映見選手が転んでしまったのだ。

　しかも悪いことに、コントロールを失った円香の投球が、そちらへ向かっていく。相手はそれを受け止められる体勢ではない。ボールを、絶望的な目で見つめる映見。

　これはドッジボールの試合、相手に掛ける情けは無いが、しかしこれは事故に近いもの。出来ればこんな形で相手をアウトにはしたくない。

　しかし現実は無慈悲で、迫るボールが映見の顔面を直撃しようとして。

「危ないっ!!」

　映見の前に、ステラが突然現れた。

　コートを思い切り蹴けって、横へと大きく飛んだステラ。映見を守る為、衝しよう動どう的てきに、自分の身体を射線上に投げ出したのだ。

「ごふぁっ!!」

　そんなステラの顔面にボールが直撃。ステラはそのまま、ごろごろとコートを転がって行く。本来ボールが当たっていた映見の代わりに、ステラがアウトになってしまった。

　映見が、慌ててステラに駆け寄る。

「そ、そんな、どうして私を！」

「だ、大丈夫だったか、お嬢ちゃん……！」

「はい、私は大丈夫です。だけど、あなたが……！」

「いや、良いんだ、女を守って死ぬのは、男の本ほん懐かいだ。だからあんまり、気にするものじゃ、ねぇ、ぜ」

「そんな、目を開けて下さい!!」

「……………………」

「いやぁぁぁぁ！！！」

　目を閉じ、意識を失うステラ。映見の慟どう哭こくが、コートに響き渡った。

　悲痛な叫びの中、現れた救護班が、ステラを担たん架かに乗せて運んで行く。会場は、そんなステラの健けん闘とうを称えるように、大きな拍手に包まれていた。

『いや、感動そして衝しよう撃げきの展開ではあるんだけどさぁ……』

　これ、ドッジボールの試合だよな？　何でこんなことになってるの？　それに、顔面アウトになる人間が多過ぎやしませんかね。別にドッジボールは顔面を狙う競技じゃないと思うんですけど。デスマッチじゃないんだよ。




　ともあれ、円香のおかげで、更に一人を倒した。このペースだったら、逆転出来るのではないか。そんな考えが、頭に浮かんだところで。

「……負けない」

　転がっていたボールを摑んだのは、映見だ。たった今、ステラの献けん身しんによって守られた少女。ステラを見送った後、こちらに向けられた瞳には、涙が浮かんでいて。しかしそれ以上に、燃え盛る決意の炎が灯ともっている。

「もう、私を守ってくれる人はいない。だから、私がやらないといけないの」

　映見はボールを持って、ゆっくりとセンターラインに近付いて来る。

　その覚悟は立派だと思うけれど、先程までの弱気な態度を見るに、そこまで恐れるような選手ではない。だから、ボールをキャッチして反撃しようと、前に出ようとして。

「……待って、和兄」

　しかし、円香に止められた。

「駄目だよ、和兄。今の映見さんは、本気みたい」

『円香、どういうことだ？』

「普段から怖い人よりも、普段は穏やかな人の方が、キレた時に怖いんだよ。図書委員会の時もそうだったから」

『お前、何の話をしているの……？』

「だから、映見さんの本気は、私が受け止めるよ」

　円香は、いつの間にか巨大な白いラケットケースを手にしている。初めて見るんだけどいきなりどうした。それ、コートに持ち込んでいいものじゃないだろ。

　相手のコートでも、変化が生じていた。穂積雷火が、映見の隣となりに立っているのだ。

「私一人では届かないかもしれない。だから、お願いします」

「大丈夫。私も、付いている」

「はい。頑張ります。私を守ってくれたあの人の覚悟に、恥じないように」

「分かった。ステラの遺い志しは、無駄にしない」

　並んだ二人の少女。彼女達は、普通にボールを投げるようなことはしなかった。

　まず、雷火が先程のように、ボールをマフラーで包み込む。そうしてグルグル巻きにされたボールを、映見に手渡す。映見は、どこからか取り出した万年筆らしきものを、次々とそのボールに突き刺していく。

　何をやっているのか……そう訝いぶかった所で、映見がボールを持ち、構えを取る。そんな映見の背後に、雷火が立って支える。良く分からない体勢のままで、二人は吠ほえた。

「これが、私達の……！」

「合体奥義。ライトニング・ハルミネーション!!」

　掛け声と共に。

　二人の少女が、良く分からない体勢のまま、ボールを放つ。

「何てパワー？　でも、和兄が見ている前で、私は負ける訳にはいかないんだから！」

　円香もまた、負けまいと声を上げる。いつの間にか、ケースから取り出した巨大なチェーンソーを手にしながら。

　いや、どうしてチェーンソーなんか持っているんだよ。そんな物騒なものを持ち出したら危ないだろ、せめて包ほう丁ちようくらいなら……いや包丁も駄目だけど！

「行くよ、鮪喰マグロイーター！　あのボールを、打ち返す!!」

　円香はその『鮪喰』と呼んだ巨大なチェーンソーを、思い切り振るった。飛んで来たボールは、チェーンソーに当たって激しく火花を散らす。雷火の技の効果により、ボールに強大な回転が掛かって、円香の力と拮きつ抗こうしているのだ。

「まだだよ！」

　それでも、円香の力の方が強い。唸うなりを上げるチェーンソーが、ボールを両断する勢いで回転し、次第にボールを押し返していく。

　しかし、映見と雷火の目から、闘志は失われていない。

「今こそ、私の力を使う時！　大澤流、投球術を！」

『大澤流投球術!?　まさかお前もアレの使い手なのか!?』

「さあ、目覚めの時は今！　私の、意思に応こたえて!!」

　映見が言ったその瞬間、ボールが一瞬で黒く染まった。

『なっ、あれは!?』

　思い出すのは、先程映見が万年筆を突き刺していたこと。その時、万年筆の中身のインクが、ボールに注入されたのだろう。そのインクが、映見の声に従って、ボールの表面に現れたのだ。どうしよう、自分で解説していてさっぱり意味が分からない！

　インクのもたらす効果は、それだけではない。ボールから立ち上ったインクが、次第に龍りゆうの形を成していき、それがボールの周りを渦巻いている。だから自分の言っている言葉の意味が分からないけど、事実だ！

　龍が、吼ほえる。

　その咆ほう哮こうに後押しされるように、ボールの勢いが増した。龍を纏まとったボールは、龍そのもののように、荒々しく暴れる。それは、円香の力をも凌りよう駕がする程のパワー。

「そんな……どうして!!」

　円香の悲鳴と共に、鮪喰が宙を舞った。

　映見と雷火の執しゆう念ねんが、円香の力を上回ったのだ。

　拮抗を破ったボールは、円香に激突し、その身体をコート外まで弾はじき飛とばした。観客席をも巻き込んで、派は手でに噴ふん煙えんが上がる。円香の足が踏ふん張ばった痕あとだけが、コートに残される。

『だ、大丈夫か、円香!!』

「ごめんね、和兄。負けちゃった」

　倒れた円香に駆け寄り声を掛ける。一目見て、ダメージの深刻さが分かる。

『……大丈夫。後は俺に任せて安心して休むんだ、円香……あとさっきのチェーンソーは、ドッジボールとしては失格だと思う』

「ガクッ」

『円香ぁー！！！』

　意識を失う円香。心なしか、俺の追及を逃のがれて気絶したようにも見えたけど気のせいだろうか。だって、ガクッってハッキリ言ってたよね、ガクッて。

　一方で、相手も無事ではいられなかったらしい。今の凄すさまじいボールを放った映見もまた、精せい根こん尽き果てたように、コートへと崩くずれ落おちていた。

「……あ、私達の、ボール、は」

「大丈夫。ちゃんと、当たった」

「それなら、良かった、かな」

　言葉を最後に、がくりと意識を失う映見。そんな映見を支えている雷火も、細かく身体が震えている。今の合体技は、想像以上に二人の体力を削けずっていたらしい。

「良くやったわ、二人とも……後は私に任せて、休みなさい」

「……そうします。秋山先生、後はお願いします」

　優しげな夏野の言葉に頷うなずくと、映見に肩を貸しながら、コートを出て行く雷火。その背に、会場の観客からは惜しみない拍手が投げ掛けられる。この熱戦の結果、俺達は一気に、相手チームを二人も減らすことに成功した。

『……うん』

　減らしたけど、その分、円香がやられました。つまり。

『後は俺しか残っていない、のか？』

　相手は残り五人＋一羽。俺のチームは、犬が一匹。

　これ、無理ゲーってやつじゃないんですか？


　　　　　　　　



　打ちひしがれている俺の元に届いたのは、実況アナウンサーの元気な声だった。

「おおっと！　ここで、追加のお知らせをしなくてはなりません！」

「何で途中から追加するんだよ。あっちのチーム、もう犬しか残っていないんだぞ」

「甘いわねナオ！　マンネリの展開にはテコ入れがつきものよ！　最後の問題では特別に三○○○○点追加とか、そういう感じの業界なんだから！」

「どこの業界だよ、それは」

　そんな、アナウンサーと解説者のやり取りの後。

「さあ、ここでお伝えするのは、今大会の優勝者に与えられる賞品のこと！　今まで言ってなかったので、ここで言うことになります！」

「言うのが遅過ぎるだろ」

「えっと、優勝者には、七つのボールを象かたどったトロフィーが贈ぞう呈ていされます！　そう、デュラゴンボールです!!」

「……何て？」

「七つのボールを集めると何でも願いが叶かなう、デュラゴンボール入りのトロフィーなのよ！　ナオは知らないの？」

「私の知ってるのと違うから聞いているんだよ!!」

「まあ細かい所はともかく、本当に願いは叶うらしいのよね。富も名声も、果ては死者の蘇そ生せいまで、割とさっくり叶うって話なのよ」

「どうしてそこの所だけ忠実になっているんだよ……」

　そんな、実況と解説の漫まん才ざいめいたやり取りを聞きながら思う。

『願いが叶う……だって？』

　優勝賞品がそんなに凄いものとは知らなかった。本当にどんな願いでも叶うのだろうか、例えば『世界中の書店が俺の家の前に引っ越して来い！』とかでも大丈夫？　どうせ毎日書店に行くのだから、書店の方から来てくれればいいよね!!

　しかし、そう簡単に優勝出来るほど現実は甘くはない。

　こちらのチームは、俺、犬一匹だけ。対する相手チームは、まだ本気を見せていない選手が残っている上に、キャプテンの夏野も健在だ。絶望的に不利。

「あら駄犬。最初の威い勢せいはどうしたの？」

　打ちひしがれた俺の前で、夏野が落ちていたボールを拾い上げて、構える。

　俺の夢を砕く一撃が、いよいよ放たれようとしている。

「覚悟しなさい、駄犬」

『くっ、こんな所で終わってしまうのか……！』

　夏野は、大きくボールを振りかぶって。

「食らえ!!」

　そのボールを、いきなり背後に向けて投げつけた。




「……え？」

　ボールの先にいたのは、相手チームの秋月マキシ選手。いきなり自分のチームメイトから放たれたボールに、ただ呆気に取られるばかりで、動かない。

「マキシ!!」

　いち早く動いたのは、大門だった。飛んで来るボールに向けて、拳こぶしを振りかぶり、思い切り叩き付ける。一瞬、空中でボールと拳が静止して。

「ぬうっ!?」

　ボールの勢いに負けた大門の拳が弾ける。コート内でボールに当てられたので、これはアウト。審しん判ぱんも、そう判定する。

「な、何よこれ!!」

　結果、転々とコートに転がるボールを拾ったのは、マキシ。マキシはたった今大門を倒した相手……夏野のことを、敵意の混じった視線で睨みつけている。

「ちょっと黒いの！　いきなり何すんのよ！　仲間じゃなかったの!?」

「あらごめんなさい、手が滑って、思わず」

「完全にあたしを狙っていたじゃない！　どういうことよ！」

　マキシの怒声に、軽く言葉を返す夏野。俺はただ、いきなり相手チームで始まった仲間割れを、一気に険悪になってしまったその様子を、見ていることしか出来ない。

「うるさいわね、手が滑ったって言っているでしょ」

「こっちを一回確認してから投げていたじゃない！　何でいきなり、こんなことを……って、あんたまさか！」

　マキシが、何かに気付いたように声を上げた。

　その反応を見て、俺も気が付く。

　先程の、アナウンサーによる優勝トロフィーの説明。確かに、どんな願いでも叶うとは言っていたが、しかし願いの叶う回数に関しては明言していなかった。つまり、叶う願いが一つしかない、という可能性が高い。

　そして、夏野のチーム・デスバイシザースは、うちのチームからの裏切り者の加入もあり、総勢十一名の大所帯。今コートに残っている人数だけでも、四人＋一羽もいる。

　もし、願いが一つしか叶わないのなら。全員分の願いは、決して叶わない。

　例えば、一人を除いた全員がやられでもしていない限りは、願いを叶える権利を巡って、後で間違いなく揉もめることになるだろう。

　マキシも、そのことを理解したらしい。

「黒いの！　あたし達を倒して、自分だけ願いを叶えるつもりね!?」

「ち、あのアナウンサーめ。余計なことを」

　夏野は、こちらにだけ聞こえるような小声で呟つぶやいたが。すぐに、マキシに向けて軽い口調で声を掛ける。

「あら、そんなことはないわよ、白いの。気のせいよ。もうあの駄犬さえ倒せば試合終了なんだから、さっさと終わらせましょう？」

「終わる訳ないでしょ!?　自分のチームメイトから狙われているのに、わざわざ敵を攻撃しに行くなんて、隙を見せるようなものじゃない！」

「じゃあどうするつもり？　このまま時間をかけても、何も変わらないわよ」

　夏野に問われたマキシは。

「だったら、こうするまでよ！」

　自分も、ボールを振りかぶって、力いっぱい投げつけた。

　しかし、正面にいる夏野に向けてではない。同じコートにいる別の人間……姫萩紅葉選手に向けて、ボールを放っていた。

　車椅子に乗っている紅葉は、すぐには動けない。

「お嬢様!!」

　だからその代わりに、佐茅が動いた。紅葉の前に躍おどり出でると、マキシと同じようにボールを振りかぶる体勢に……って、ボール？

『ちょっと佐茅さん何で僕を摑んだんですカー!?』

「お嬢様の敵、倒す!!」

『それは確かに最優先事項ですけど、まさカー僕を投げるつもりでは!?』

「食らいな必殺、一挙両得アタック！」

『何が一挙両得なんですカー!?』

　ボール代わりにされたカラス……九郎さんの声は、途中で消えた。佐茅が、手にした九郎さんをボールに向けて投げつけたのだ。すこん、と気持ちの良い音が響く。

『…………きゅう』

　そしてコートに転がったのは、ボールにクチバシが刺さった九郎さんの残ざん骸がい。飛んで来るボールに、九郎さんは正面からぶつけられたらしい。衝しよう突とつの衝撃で気絶してしまったらしく、何も喋しやべらない。まあ、正直いい気味である。

　九郎さんをそんな目に遭わせた佐茅は、マキシを睨みつける。まるで歴戦の戦士のような鋭い目つきだ。メイドがしていい顔ではない。

「そこの芸人アイドル。どういうつもりだい、お嬢様を攻撃するなんて」

「誰が芸人アイドルよ！　今のは、そう、ちょっと手が滑っただけよ！」

「そうかい、それじゃあ私がこれから手を滑らせて、どこかの芸人を真っ二つに斬り刻んでしまっても、文句はないということだね？」

「文句しかないわよ！　どう考えても殺しに来てるじゃない!!」

「安心しな、痛みは感じない。一瞬で終わらせる」

「あたしの人生ごと終わらせられるわよ!!」

　ぎゃーぎゃーと言い合いを始めるマキシと佐茅。マキシはともかく、佐茅の方を警けい戒かいしているようで、夏野も割って入ろうとはしない。

「……成程。これがボールですか。初めて見ました」

　と、コートに落ちていたボール ＷＩＴＨ 九郎さんを拾い上げたのは、いつの間にか車椅子を動かし近付いていた姫萩紅葉。彼女は、九郎さんをボールから引っこ抜いて、投げ捨てると、手の中のボールを、興味深そうに眺ながめている。

『いや九郎さんってお前の関係者じゃなかったのか？　今、まるでゴミのように捨てていましたけども』

「それでは、皆さんがやっているドッジボールというものを、私もやってみることにします。『天あめの鳥とり船ふね』起動」

　紅葉の言葉に従って、彼女の座っている車椅子が変形を開始する。椅子の背後にあったユニットがせり上がって、斜めに傾かたむく。それは長大な筒状の、要するに、大砲だった。どうして大砲が車椅子に付いているんでしょうか。

　紅葉は、その大砲の先端に、ボールを放り込む。

「これで私も、ボールを投げることが出来ます」

『いやそれ、投げるんじゃなくて、撃つって感じじゃないの？』

「それでは春海和人さん、よろしくお願いします」

『どうして俺によろしくするの!?』

　急にこっちにパスが来ましたよ！　来て欲しくない感じのやつ!!

　紅葉が手元のパネルを操そう作さすると、大砲が俺の方を向いた。うん、明らかに狙われていますね。初対面なのにどうして!?　何一つ心当たりが無いんだけど!?

「この機能は初めて試しますが、時速三○○キロを超えるようです」

『撃つなよ!?　絶対に撃つなよ!?』

「それは、撃てということですね？　私は知っています、さっきまで観みていたバラエティー番組でやっていました。では、撃ちます」

『そういう意味じゃないのに!!』

　しかし紅葉の指は、無慈悲にパネルの上を滑っていく。

　そして、とてもボールとは思えない速度のボールが放たれた。時速三○○キロ超で迫り来るそれは、最早砲弾に近い。俺は反応さえも出来ずに、哀れ爆発四散して……。

「甘い!!」

　その直前に、銀色の閃せん光こうが煌きらめいた。




　目の前で、バラバラになって散るボール。

『……なっ!?』

「全く……」

　それをやったのは、夏野霧姫。

　敵である筈の夏野が、俺の前に割って入ると、いつの間にか手にしたハサミを使い、紅葉からの一撃を防いでくれたのだ。いや何でハサミなんか持ってるの？　さっきから何でもあり過ぎやしませんかね。

　だが、助けられたのは確か。しかし、その意味が分からない。

『お前、どうして……？』

　夏野は答えずに、俺をちらりと見ると、険のある顔で紅葉の方へと向き直る。

「ちょっと、姫萩紅葉。アナタ、何をやっているの？」

「ドッジボールですが、何か問題が？」

「生あい憎にくだけど、この駄犬を倒すのは私の役目。誰にも譲らないわ。アナタは、そっちの白いのと遊んでいなさい」

「……春海和人さんは、私の獲え物もの。ですから、私が貰もらいます」

「言うじゃない。だったらまずは、アナタから始し末まつしてあげましょうか」

「どうぞ、出来るものなら」

「言ったわね？　言ったからには、容赦はしないわ。ドッジボールでは味わえない地獄を見せてあげる」

　宣告と共に、夏野がハサミを持って斬り掛かる。いや、ドッジボールの大会なんだからボールで戦えよ！　凶器は駄目だよ、確実に血とかが流れる奴だもん!!

　人間がボールのようにバラバラになる所なんか絶対に見たくない……そう思って、目を閉じようとして。しかし、夏野の攻撃は、紅葉の直前で受け止められていた。

　いつの間にか現れていた佐茅が、ハサミによる一撃を防いでいたのだ。その顔には、憤ふん怒ぬを宿らせて。その手には、箒ほうきの柄えから日本刀の刃が生えたかのような、良く分からない長物を握って。

「お嬢様と戦うなら、私を倒してからにしな」

「あら、アナタはあっちで白いのと遊んでいたんじゃなかったのかしら」

「白いの……あれのことかい？」

　佐茅の視線に従って見れば、コートの一角には、いつの間にか現れた黒服の集団が山になって倒れていて、その先端には、白いのこと、秋月マキシが突き刺さっていた。色々と酷過ぎる。この扱いはちょっとあんまりだ。

「あんなの、肩慣らしにもなりゃしないさ」

「まあ、そうでしょうね。私が知る限り、戦闘においてはアナタが一番なんだから」

「へえ、急にどうしたんだい、ハサミ女。随分と持ち上げるじゃないか」

「勿もち論ろん。私を除いた場合だけどね」

「……面白い。じゃあ、始めようじゃないか」

　二人の言葉を切っ掛けとして始まる、夏野と佐茅の闘い。

　夏野はハサミを、佐茅は刃の生えた箒のようなものをそれぞれ構えて、互いに切り結んでいる。もう完全にドッジボールとは関係なくなってしまっている。

　二人の戦いは、周囲を顧かえりみない。攻撃の余波で、周りにあるものが全て吹き飛ばされてしまう。途中で秋月マキシが復活して『あたしを無視するんじゃないわよ！』と挑み掛かって行ったが、すぐにまたやられて地面に突き刺さった。そんなことやってるから芸人って言われるんだよ。

　闘いの余波は、会場全体にも影響し始めた。ハサミと箒が乱舞する度たび、コートに、壁かべに、そして天てん井じように傷が走る。高速で振るわれる刃が、辺りのものを見み境さかいなく破壊しているのだ。会場に響くのは、そんな戦いの音と、そして観客達の悲鳴。

「何だか大変なことになって来たじゃない！　こんなの、仕事の内に入らないっていうのよ!!　って、にぎゃー!?」

「あ、アリス……ちょっと待て！　私を置いて逃げるな！」

　実況席も破壊に巻き込まれたらしく、実況アナウンサーと解説者も急いで避ひ難なんしていった。会場に詰め掛けていた観客も、次々と会場の外に逃げ出していく。

　しかし、俺にはそんなことは出来ない。

　だって、ドッジボールに青春の全てを懸け、本を読んで、練習と特訓を積み重ねて、沢山本を読み、後は本を読んだりして、ようやくこの舞台まで辿り着いたのだ。こんなところで逃げ出すなんて出来る筈がない。

　既に人もまばらになって来た会場の中で、俺はドッジボールに対する想いを叫ぶ。

『何でこんな滅茶苦茶なことになってるんだよ!!　俺は普通に、ドッジボールをしたかっただけなのに!!』

　しかし、その叫びは、それ以上の喧けん騒そうによって掻き消されてしまった。

『……え？』

　突とつ如じよ、周囲から沸き上がる喧騒。会場の崩落も落ち着き始め、観客も既にいなくなっている。にもかかわらず、自分の言葉すら聞こえなくなる程だ。

　いつの間にか、コートの中にいる人数が増えているのだ。

『……何で？』

　瓦が礫れきが散乱する、かつてコートだった場所。

　決して広くはないスペースの中に、大人数が押し掛けている。そこには、良く見慣れた姿も混じっていた。笑顔で会場に入って来るそいつに、声を掛ける。

『おい鈴菜、何でお前がここにいるんだ？』

「あれ、どうしたんですか、お犬さん。ボールでもぶつけてくれるんですか？」

『ぶつけねぇよ！　お前、用があって会場から出て行ったんじゃなかったのか？』

「だってほら、会場が凄く楽しそうなことになっているじゃないですか！　これはと思って、すぐに戻って来ました！」

『この状況を見て楽しそうとか言えるお前の考え方が分からねぇよ!!』

　大だい惨さん事じにしか見えないし！　軒のき並なみ崩ほう壊かいしているし!!

「でも、私だけじゃなくて、他の皆さんも戻っているみたいですよ？　何でも、試合が滅茶苦茶になっていることを知って、今ならどさくさに紛まぎれて、願いが叶う優勝トロフィーを手に入れられるかもしれない！　とか考えたみたいですねぇ」

『スポーツマンシップの欠片かけらもないな!!』

　しかし、確かに会場内にいるのは、見たことのある奴らばかり。俺達がこれまで戦って来た相手チームのメンバー達が、しれっと会場に戻ってボールを投げ合っている。今や内野も外野もないので、ひたすらにボールをぶつけてぶつけられての、大混乱。

　最早ドッジボールをしているのか、単に大騒ぎをしているのか、それすらも分からなくなっている程の惨状だ。




「よーし！　カレーの出番だね！」

「またクロとあそびたいなー！」

「わたくしもまだまだ諦あきらめる訳には行きませげふぅ!!」

「こんな大混乱の中でも落ち着いてカリスマを振りまくあたしって輝いてる!!」

「弥生？　もう、どこに行っちゃったの……？」

「いかん、張り切ったら少し出てしまったぞ!!」

「「「ナイスポーズ!!」」」

「どうしたご主人、コートの真ん中で寝ているなんて。死んでるのか？」

「ああ、僕の大切なアフロが、アフロがぁ……！」

「ふえぇ、桜おねーさん、ヤヨちゃん、どこー？」

「む、私の薄灰色の脳細胞が告げているわ。トロフィーはあそこね！」

「成程、これが大混乱というものですか。初めて見ました」

「はっはっは、皆この三角筋を見に来てくれたんだね？　フンッ!!」

「「「ＹＥＳ、マキシ様の言う通り!!」」」

『あれ、僕は何故こんなところに？　紅葉と一緒にお風ふ呂ろに入っていたんじゃ……？』

「桜ー！　弥生ー！　雛ひな子こちゃーん！　大変だ、早く探さないと!!」

「お嬢様、どこですかお嬢様ぁー！」

「よーし、チョッパヤで終わらせてザギンでシースーと行くぞ！」

「マキシの奴、調子に乗って怪け我がなどしていないといいが」

「こんな危ない大会だなんて聞いてないわよ！　危険手当を寄越しなさいよ！」

「本……本を寄越せぇ!!」

「ごごごごごごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさい!!」

「おお、周りを敵に囲まれたこの展開、まさに漢おとこの戦場って奴だよな。燃えるぜ！」

「「「いらっしゃいませ!!」」」

「私が一番の読者であることを証明する為に、全員、倒す」

「凄いピョン！　大混乱だピョン！」

「私の特製コーヒーを食らえ!!」

「鈴菜ったら、まだ用は終わってないのに。後で酷い目に遭わされても知らないから」

「カズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイカズニイ」

「ははははは、このボールは頂いたぞ！　さらばだ空そら戸と君!!」

「おいアリス、怪盗出たぞ！　追わなくていいのか？」

「ついに！　ついに私の出番が……ってもう終わり!?　お姉ちゃんの出番これだけ!?」

『あああああ、もう！！！！』

　何だよこのカオス具合は!!

　円香なんか、混乱に紛れて選手達にカレーを振る舞っているのだけど、それを食べた選手が次々にのたうち回っている。他にもアイドルは光るし車椅子は爆走するしカラスは叫ぶし映見は謝るし、もうどうしようもない。完全なカオス状態。こんな状況から、真っ当なドッジボールなんて出来る筈がない。

『俺は、俺はちゃんとしたドッジボールをしたいだけなのに……』

　沈んだ気持ちを抑えきれず、コートにへたり込もうとして。

　そんな俺を覆おおうように影が差す。見上げた先に立っていたのは、黒尽くめの服装にハサミを持った女性、夏野霧姫だった。

『お前……佐茅と戦っていたんじゃなかったのか？』

「ええ、死闘を繰くり広ひろげていたんだけど。目の前に突然飛び込んで来た黒くてモジャモジャした障害物を切り刻んでいたら、いつの間にか見失っていたの」

『それ障害物じゃないんじゃ……』

　運悪く、目の前に現れてしまっただけのアフロなのでは。

　夏野は、手にしたハサミを太もものホルスターに収納すると、転がっていたボールを拾い上げて俺に告げる。

「さあ駄犬、ドッジボールをしましょう」

『……この期ごに及んでやれってか!?』

「何よ、やりたくないの？　アナタにドッジボール選手としてのプライドは無いの？」

『あったけど、今まさに打ち砕かれたところだよ!!』

　誰も真ま面じ目めにドッジボールやってないし！　と言うか、そもそもの問題として。

『こうなったのは、全部お前のせいだろ！　お前がいきなり背後の味方を襲ったのが、引き金になったんじゃないか!!』

「仕方がないじゃない。どうしても、私は、勝たないといけないんだから」

『…………え？』




　その時、夏野の顔に浮かんだものを見て、俺は何も言えなくなってしまった。

　深い後悔。刻まれた苦悩。

　必死に、何かを求めているような、その真しん摯しな表情。




　夏野は、静かに語り始める。

「私には、この大会に勝って、どうしても叶えたい願いがあるの。絶対に、叶えなければならない願い。私の目の前で死んでしまった奴を、生き返らせる、という願いが」

『生き、返らせる？』

　夏野は無表情で。しかし、決して拭ぬぐえない悲しみを纏っているように見える。

「そいつは、死んでしまったというのに、平気な顔をして生きているの。私が原因で死んじゃったのに、何も言わずに毎日を過ごしている。全ての原因である私を恨うらんで当然なのに、何も恨み言を言わず、そんな素振りは一切見せず、ただ毎日を楽しそうに生きている。文句なんか何も無いって、そう言うように、本当に楽しそうに、生きている」

『…………』

「でも、そんな訳ない。本当は、死んでしまったことを後悔している筈。だから、私に出来ることは、私に出来る償つぐないは、喪うしなわれた命を取り戻すこと。私のせいで喪われたものを、私自身の手で。それが、どんなに低い可能性でも、必ず。その為だったら、どんなものにだって、縋すがってみせる。だから、私はここで負ける訳にはいかない」

『…………』

　夏野が何の話をしているのか、俺には良く分からない。

　そもそも、死んでしまった、という話にもかかわらず、平気な顔で生きている、とはどういうことなのか。矛む盾じゆんしている。まるで、死んだ後も生きているように聞こえる。

　しかし、それでも。夏野の言葉に込められた想いが本物であるということは分かった。

　夏野とは、今日初めて会った筈なのに、信じられる。

　まるで、ずっと昔からの知り合いのような。あるいは、色々なものを共に経験して来たかのような。そんな訳の分からない、でも不快ではない感情が、胸の中にある。

『…………』

　何かを、言わなくてはいけない。

　俺とは関係の無い話の筈なのに、何かを言う必要がある、そんな衝動がある。それは確信に近い感情として、胸の中を巡っている。

　だから、口を開く。夏野霧姫が、何かに悲しんでいる姿なんて見たくないと、俺の中で誰かが叫ぶのだから。

『そいつが、楽しそうに生きているのなら、それでいいじゃないか』

「……何ですって？」

　夏野は、驚おどろいたような顔でこちらを向く。そんな顔を見られたことに、良く分からない満足を得つつも、言葉を続ける。

『いまいち良く分からないから、無責任なことを言うみたいだけどさ。楽しそうに日々を生きているっていうのなら、それはきっと、それで良いんだよ。そいつにとって、毎日が十分に満たされているからこそ、そう見えるんだよ。だからさ、そのことについてお前が悩む必要はないんじゃないのか？』

「……でも、私は」

『お前が、何かをしてしまったのだとしても。それが、どんなに取り返しのつかないことだったとしても。そいつが笑っているんなら、そいつは今が楽しいんだよ。恨みも、後悔も、悩みもなく、ただ楽しいんだ。何も言って来ないってことは、何も言うことはないってことだ。だって、楽しいんだからな。そんな余計なこと考えている暇なんか無いぐらいにさ』

「……そう、なのかしら」

『ああ、そうさ。間違いない』

　夏野は、俺の言葉を吟ぎん味みするように、しばらくの間、目を閉じていて。

　次に目を開けた時。そこにあるのは、晴れやかな顔だった。

　今まで抱えてきた悩みを吹っ切って、自分の好きなようにやると決めた顔。

　そんな顔が一番似に合あっているな、なんて感傷のようなものを抱くも、同時に別の予感が胸を過よぎった。

　こいつが、こんな顔をする時。

　それは決して、良いことばかりではないという、予感。

「じゃあ、このドッジボール大会は、早く終わらせるとしましょうか。他の目的も出来たことだし、ね」

『他の目的……？』

　その言葉に不安を感じ聞き返すも、しかし夏野は答えない。ただ黙って、太もものホルスターからハサミを引き抜いた。












『お、おい、それで何をするって言うんだ？』

「決まっているじゃない……こうするのよ」

　夏野はハサミを大きく構え、そのまま、何かを裁たち切きるように、横一線に振るい。

　次の瞬間、会場にいる全員が、まるで糸を切り落とされた操あやつり人形であるかのように、崩れ落ちた。

『…………………………は？』

　先程まではあれ程大騒ぎだった天下一ドッジボール大会会場。しかし今は何の音もしない。それも当然だ、夏野がハサミを振るった瞬間、全員が昏こん倒とうしてしまったのだから。

『いや、いやいやいやいや、お前、何をしたの!?』

「ちょっと次元を斬り裂いただけよ」

『何だ次元か…………って次元!?』

　まさかのディメンジョン!?　何か凄い軽いノリで言いやがったけど、ナニソレ!?

「なあに、このハサ次郎にとっては造作もないわ」

『え、ハサミに名前付けてんの!?』

「そのリアクションも逆に新鮮ね……そう、私の相あい棒ぼうにして得え物ものたるこのハサ次郎、こんにゃく以外のものはだいたい斬れるんだけど。だいたい斬れるってことは、つまり次元も斬れるってことよね？」

『待て、その理屈はおかしい』

　口を突いて出たツッコミ。それは、今までに何千何万回と繰り返して来たかのような自然さで。元々、俺達はずっとこんなやり取りを続けて来たかのような居い心地ごこちの良さを感じてしまう。

『まあ、次元のことは良いとして。いや全然良くないんだけど。とにかく、今ここにいる全員が倒れているのは、どういうことだよ』

「次元の扉を開いた余波のせいね」

『またＳＦチックな言葉が出ちゃったな!?』

「ちょっと次元を深く斬り過ぎたせいで、他の世界へと通じる次元の扉が開いちゃったのね。うっかりしていたわ」

『うっかりで済む問題じゃないよな!?』

「でもそうね。折せつ角かく次元の扉が開いたんだし、色々試してみたいわね。作家と読者って関係だけじゃ、ちょっとマンネリが過ぎるもの。たまには、新しい風を吹き込んでみるべきだって思わない？」

『思うも何も、さっぱり話が分からないんだけど!?』

「魔法少女なんてのにも憧あこがれるし、ミステリーにも興味があるわ。部活で青春ってのも久しぶりに楽しみたいし、王道に立ち返ってファンタジーな大冒険も捨てがたいし。後はそうね、アルバイトで雇やとわれ店長なんかも面白そう。うん、これだけバリエーションがあれば、さすがにこのヘタレ犬といえど手を出してくるわよね。そうね、何だか知らないけど、東ひがし川かわ高校の地下図書館に眠っていた怪しい本を読んでいたら、こんな変な世界に紛れこんじゃったんだから、折角だしそれぐらいのことをしなければダメよね。異世界一周ツアー、楽しみましょう!!」

『え、えーと……』

　かつてないハイテンションの夏野さん。そのテンションに嫌な予感しかしない。

　俺は、逃げるようにしてその場を離れる。もう既にドッジボールなんかやっている場合ではない。今すぐに死し屍し累るい々るいの会場から離れ、どこか遠くの見知らぬ本屋で本を買って、俺は穏やかな余生を暮らすんだ……。

「あら、どこに行くつもりかしら」

『げぇっ！　夏野!?』

　しかし、回り込まれてしまった。その凹おう凸とつの無い身体が、俺の行く手に壁のように立ちはだかる。

「そんなに慌てなくても、異世界は逃げないわよ」

『いや逃げたいのは俺の方なんだけど！』

　しかし夏野は、俺の話に聞く耳を持とうとしない。

　いつの間にか、夏野の視線の先の空間には、名状しがたい色をした何かが出現している。これが次元の扉なのだろうか。明らかにヤバい雰ふん囲い気きを醸かもし出だしているんですけど。

「この扉を潜くぐったら、もう私達は今までの関係ではいられなくなるわ。まずは、世界を支配する敵性存在の女王とロボットのパイロットよ」

『本気で何を言っているの!?』

　頼むから俺にも分かる言語で話してくれない!?

「ほら、さっさと準備しなさい。次に会う時は、敵同士なんだから」

『今だって、割と敵同士なんじゃないの？』

「……あらそう、私とは敵だというのね。不ふ倶ぐ戴たい天てんの怨おん敵てきだと、そう言うのね」

『いや、そこまでは言ってないけど』

「そう言えばすっかり忘れていたけれど、ドッジボールの決勝戦がまだ終わっていなかったわね。他の選手はいなくなったみたいだけど、試合はどうなるのかしら」

『何でそんなに他人事なの!?　お前がやらかしたんだよね!!』

「まあ、とっとと終わらせてしまいましょう。幸さいわい、アナタが残っているから、試合の形にはなるだろうし」

『どう考えても試合の形にはならないよね。蹂じゆう躙りんとか、虐ぎやく殺さつとか、そういった感じのものになる気しかしないよ！』

「凹凸の無い胸だとか考えた罰ばつを下さないとね」

『何でバレてるの!?　心が読めるの!?』

「私に隠し事が出来るとは思わないことね。じゃあ、さっさとトドメを刺して次の世界に行くわよ。必殺ドッグ＆シザーズシュ─────ト──────！！！！！」

『助けてええええええええええええええええええええええええええ！！！！！』

　俺の抵抗も空むなしく、夏野の手から放たれたボール。

　脳が揺さぶられるような衝撃に襲われて、俺の意識は段々遠くなっていく。

　このまま俺は異世界とやらに連れて行かれ、いくつもの騒動に巻き込まれることになるのだろう。ロボットに乗せられたり、魔法少女が大暴れしたり、探偵として事件に巻き込まれたり、学生生活で騒動が起こったり、ファンタジー世界で大変なことになったり、アルバイトで傷ついたりして酷い目に遭うに違いない。そんな未来がまるで既に体験したかのように見えてくる。

　そんな、絶望しかない未来の中で俺が考えるのは、本のこと。

　異世界に行くということはつまり、未知の本に出会える可能性があるということ。俺が今まで出会ったことのない本を読むことが出来るかもしれない。

　そう考えてみれば、この先に見えるのは絶望ではなく希望だ。

　どんな厄介事に巻き込まれようとも、本さえあれば大丈夫。

　たとえそこがどんな世界でも、春海和人の生き方に、何も変わりはない。

　本を読む。ただひたすらに、本を読む。

　何故なら。

　春海和人は読書バカなのだから。


おわり

















あとがき




　※本書に出てくるミニチュアダックスフンド、カラスはフィクションです。実在のミニチュアダックスフンド、ハシブトガラスとは異なりますので、予あらかじめご了りよう承しよう下さい。




　こんにちは、更さら伊い俊しゆん介すけです。この度たびは『犬とハサミは使いよう ＡＮＯＴＨＥＲ』をお手に取って頂き誠まことにありがとうございます。『犬ハサ』キャラクター達による、カオスでぶっ飛んだお祭り騒ぎ、少しでも楽しんで頂けたなら、ふと立ち寄った書店で最高に自分好みな本と出会えた時ぐらい嬉うれしいです。

　本編最終巻、短編集最終巻に続き、いよいよシリーズ最終巻。何回最終巻を書いているんだという気もしますが、これで本当にラストです。いよいよ本巻が、足掛け四年、全一五巻に及んだ『犬とハサミは使いよう』シリーズの最後の一冊となりました。

　さて、最後ということで、今回のあとがきは少し趣向を変え、シリーズを書くに当たってお世せ話わになった皆様への謝しや辞じをドドンと書かせて頂きます。スペースの都つ合ごう上じよう、ダイジェストになってしまうことの多い謝辞ですが、今回は遠えん慮りよ無く書かせて頂きますよ。




　イラストレーターの鍋なべ島しまテツヒロ様へ。

　いつも素晴らしいイラストをありがとうございます。僕達がここまで『犬とハサミは使いよう』を続けて来られたのは、鍋島さんの生み出してくれたイラストの素晴らしさがあってこそだと思います。毎巻、新しいイラストを拝見することが本当に楽しみでした。『犬ハサ』が終わっても引き続き遊んで下さいね。ひとまず、近いうちに一緒にフクロウカフェに行きましょう。




　デザイン会社『アフターグロウ』のＯ様・Ｈ様へ。

　毎巻、素晴らしいデザインをありがとうございました。素人しろうとの僕達でもその凄すごさがハッキリ分かるデザインは、作者自身ですら、思わず書店で手に取ってしまう程でした。




『犬ハサ』の製作・出版・流通・販売に携たずさわって下さった全すべての皆様へ。

　皆様がいなければ、読者様のお手元に届けることが出来ませんでした。なかなか直接お話し出来る機会もありませんが、いつも本当にありがとうございます。




　ファミ通文庫編集部の皆様、第12回えんため大賞の選考に携わって下さった皆様へ。

　二人組ということで、恐らくえんため大賞史上一、二を争うレベルで訳の分からない奴らだったかと思います。そんな妙な奴らを、こうして作家の道へと導みちびいて下さったこと、心から感謝しております。




　野の村むら美み月づき先生へ。

　新人賞の選考において野村先生に下読みをして頂いたこと、そして受賞パーティーの席で『凄く面白かったです！』とお声を掛けて頂いたことは、僕達にとって大きな励はげみと自信になり、おかげでここまで書き続けることが出来ました。これからも『面白い』と言って頂ける作品を書いていけるよう、精しよう進じんし続けたいと思います。




　漫画家の大おお庭ば下か門もん様、コミカライズに携わって下さった皆様へ。

　自作の漫画化は、僕達にとって一つの夢でした。その夢を最高の形で叶かなえて下さり、本当にありがとうございます。大庭先生のこれからのご活かつ躍やくも楽しみにしております。




　高たか橋はし幸ゆき雄お監督、アニメの制作スタッフ・犬ハサ製作委員会の皆様へ。

　自分達が書いたものが動くという、最高の体験をさせて頂きありがとうございました。アニメの現場から受け取った熱気は、執筆をする上でも大きな励みになりました。イベント等にも参加させて頂き、緊きん張ちようしながらも皆様と笑い合った時間は、僕達の宝物です。




　キャラクター達を演じて下さった声優の皆様へ。

　皆様に声を当てて頂いた後に執筆をしたら、脳内のキャラクター達が、声付きで動き出すようになりました。彼らに命を注そそぎ込こんで頂き、本当にありがとうございました。




　スマートフォンゲームの制作に携わって下さった皆様へ。

　自作のキャラクター達がゲームの中で動いているということが、幼い頃からゲームばかりやってきた身としてはとても嬉しく、感動しました。ありがとうございました。




　夏なつ野の霧きり姫ひめ＆春はる海み和かず人ひとフィギュア、グッズの制作等に携わって下さった皆様へ。

　沢山のグッズを作って頂きありがとうございました。まさかフィギュア化までされるとは、全く思ってもみませんでした。ちなみに、フィギュアと和人ぬいぐるみは、これを書いている今も机横の棚の上から、僕達がサボらないよう監視し続けています。




　上シヤン海ハイでのイベントでお世話になった広州天聞角川の皆様へ。

　慣れない海外でしたが、大変良くして頂きありがとうございました。現地の読者の皆様の熱気も存分に受け取って、とても有意義な時間を過ごすことが出来ました。




　サイン会、イベント等でお世話になった書店様へ。

　いつもお世話になっています。実際に書店の方々と話をさせて頂くということは、『犬ハサ』を書く上でも、またただの書店好きとしても、とても幸せな経験でした。




　新しん小こ岩いわの第一書林様・平安堂書店様、船ふな橋ばしのときわ書房様へ。

　サイン本や色紙を置かせて頂いたりと、いつも大変お世話になっています。これからもちょくちょくお世話になるかと思いますが、どうぞ宜よろしくお願い致します。




　西千葉のコミックトレイン様へ。

　大学時代、二人して毎日通っていたコミックトレインは、僕達の創作活動の原点とも言える書店でした。二○一○年一二月をもって閉店してしまいましたが、その存在は僕達の中でいつまでも残り続けています。




『犬ハサ』を置いて頂いた全ての書店様へ。

　皆様のおかげで、拙作が読者様の手に渡っていることを考えると、足を向けて眠れません。いつもありがとうございます。そして、一お客としても本当にお世話になっています。これからもお世話になり続けるので宜しくお願い致します。




　友人・家族・職場の皆様へ。

　こんな感じで作家業を続けていられるのも、ここまで支えてくれた皆様方のおかげです。これからも目一杯迷めい惑わくを掛けるかと思いますが、どうぞ宜しくお願い致します。




　担当編集のＡ様へ。

　右も左も分からぬド素人であった僕達を作家にしてくれて、更にここまで引っ張り続けて下さったＡさんには、最早何から御礼を言えばいいのか分からないぐらい感謝しています。最初から最後まで、全てにおいてありがとうございます。そして、これからも宜しくお願い致します。




　読者の皆様へ。

　読んでくれて、ありがとう。本当にこの一言に尽きます。『犬ハサ』の作中でも書かせて頂いたことなのですが、作家は、読者がいて初めて作家であることが出来ます。読んでくれる読者がいてこそ書き続けることが出来るのです。皆様のおかげで、この四年間、僕達は作家であり続けることが出来ました。本当にありがとうございました。願わくば、次回作でもまた宜しくお願い致します。




　最後に。

『犬とハサミは使いよう』シリーズは、これにて完結となります。最初は更と伊の二人の中だけで始まった物語が、これほど多くの方々に支えられ、こうして最後まで駆け抜けられたことに、今はただただ感謝しております。一人と一匹のバカ騒ぎ、最後までお付き合い頂き、本当に、本当にありがとうございました。




　また、新作の方も現在準備中。イラストは『犬ハサ』に引き続き、鍋島テツヒロさんとタッグを組ませて頂きます。あとがきの後に予告を掲載していますので、是非ご覧になって下さいませ。発売時期については、ファミ通文庫様の公式サイトや、更伊のツイッター（@sarai_shunsuke）等で、情報をチェックして頂ければ幸いです。




　それではまた、どこかの書店でお会いしましょう。

　全ての本と、本を愛する人達に祝福があらんことを。





二○一五年二月某日　更伊俊介





































　初出一覧




『犬とロボットは使いよう』

　アニメ「犬とハサミは使いよう」Blu-ray&DVD第１巻初回限定生産版 特典

『犬と魔法少女は使いよう』

　アニメ「犬とハサミは使いよう」Blu-ray&DVD第２巻初回限定生産版 特典

『犬と名探偵は使いよう』

　アニメ「犬とハサミは使いよう」Blu-ray&DVD第３巻初回限定生産版 特典

『犬と部活は使いよう』

　アニメ「犬とハサミは使いよう」Blu-ray&DVD第４巻初回限定生産版 特典

『犬と勇者は使いよう』

　アニメ「犬とハサミは使いよう」Blu-ray&DVD第５巻初回限定生産版 特典

『犬とバイトは使いよう』

　アニメ「犬とハサミは使いよう」Blu-ray&DVD第６巻初回限定生産版 特典

『犬とボールは使いよう』

　書き下ろし







著者

更伊俊介

Shunsuke Sarai




約四年間続いた一人と一匹のバカ騒ぎもこれにて完結。

折角だし、この四年間で春海が何冊の本を読み、夏野が何回ハサミを振るったのか数えてみようかと思ったのですが、犬の方が可哀想な結果になるのは目に見えているので止めておきました。

表紙からして既にアレですが、中身はもっとアレな感じの外伝。最後まで気を確かにお楽しみ下さい。















イラスト

鍋島テツヒロ

Tetsuhiro Nabeshima




エッジの効いた絵柄で物語を彩る新鋭イラストレーター。イラスト担当作品に『マグダラで眠れ』（電撃文庫）など。猫を求めてさまよったり、ねんぷちの頭部を入れ替えて日々を過ごす。

これがホントに最後の『犬ハサ』。外伝ですが犬ハサワールドは健在ですので最後まで是非お楽しみください！

http://lunadeluna.blog.shinobi.jp/



















イラスト／鍋島テツヒロ

デザイン／アフターグロウ
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ファミ通文庫『犬とハサミは使いよう ANOTHER』

2015年4月10日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ファミ通文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/
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